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　ランプの灯あかりに浮かぶ、独特な香りに包まれた一室。

　今こ宵よいも部屋の主あるじは、黙々と本を読みふけっていた。

「ふむ……古い記録だが、書かれていることは〝新しい〟な……」

　時折、ぶつぶつと独ひとり言ごとが呟つぶやかれる。

　本を支える不動の左手に反し、右手は頁ページを捲めくったりメモを取ったりと、休む暇もなく動き続けていた。

　室内に積まれた資料の数は、ここ数カ月で一段と増えた。国内外から、様々な専門書が取り寄せられ、逐ちく次じ届けられているのだ。

　増えるばかりの文ぶん献けんを、部屋の主は飽あきることなく、まるで貪むさぼるように読破してゆく。

　寝食を忘れることもたびたびあり、

『あんた、そのうち本と心中しそうだな』

　顔かお馴な染じみの来訪者から、呆あきれまじりにそんな声をかけられたことがあった。

　しかし、彼の言っていたことは、あながち間違いではないような気がする。自分でも命を削るようにして、調べ物に熱中していると思う。

　だからといって、自制するつもりはなかった。

（もう、時間が残されていない）

　これが趣味の研究だったら、一生をかけることができる。

　だが、この〝調べ物〟には期限があった。しかも、それがいつ訪れるのかも不明だ。明日かもしれないし、明後日あさつてかもしれない。分かっているのは、遠くない未来にその時は必ずやってくるということだけだ。

（日につ蝕しよくが起こる前に、何としてでも見つけなければ）

　焦あせる気持ちを抑えて、メモを取っていた時。

「うっ……」

　寝不足のせいか、視界がぐらりと揺れた。

　眩め暈まいは軽いものだったが、その拍ひよう子しに持っていた書物を取り落としてしまい、そちらのほうにぎょっとする。

「し、しまった！」

　今読んでいたのは、かなり古い時代の貴重な原書だ。僅わずかな衝撃を与えただけで、綴とじた頁がバラバラになる可能性がある。

　最悪の場合、劣れつ化かした紙が崩れてしまう危険もあった。

「よかった、無事だったか」

　本を拾い上げて、ホッとする。

　適当に頁を繰って確認するが、破損した箇所はなさそうだ。記述はもとより、図書そのものが歴史的価値を持つ文化財である。事無きを得た安堵感はひとしおだった。

「……ん？」

　その時、気になる挿そう画がが目についた。

　大輪の花の模写だ。その花の名前を確認し、大きく目を見開く。解説を読み進めていくと、もう止まらなくなった。

「これはすごい！　これなら、もしかして……」

　興奮で手が震えた。これまで書き留めてきたメモを引っ摑み、はやる心で符ふ合ごう点てんを確認してゆく。

　その作業は、次の夜が訪れるまで休まず続けられた。
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「うわぁ～、すごいです！」

　ハイリア寮にある自室の窓を大きく開き、イリスは身を乗り出して外を見渡す。

　空色に輝くどんぐり眼まなこに、一面の銀世界が映る。昨日の夕方頃に降り始めた雪は、夜の間に積もったようだ。

　空からは未いまだに、音もなく白雪が舞い降り続けていた。

「イリス様、何をしているのですか」

　室内にいても、真冬の冷えた空気は肌はだに痛い。

　凍いてつく寒かん風ぷうをものともせず、イリスは無邪気に雪景色を眺めていた。寒さで頰ほおを真っ赤に染め、白い息を吐く主あるじの肩を摑つかみ、クレディオ・レジメントは彼女を窓辺から引っぺがす。

「身体からだが冷えて、風邪をひいたらどうするのです。転落したり、狙そ撃げきされる危険もありますから、少しは気をつけてください」

　開け放たれた窓を、きちんと閉ざして。真冬の冷気を浴びたイリスを、クレディオは暖だん炉ろの前へと連れていく。

　用意した椅い子すに主を座らせ、その小さな肩に柔らかなブランケットをかける。

「まったく。今は大事な時期なのですから、お身体のことも考えてください」

「大事な時期――確かに、そうですね」

　ブランケットにくるまり暖を取りながら、イリスは指折り数えてゆく。

「待ちに待った、初雪が降ったんですもの。雪遊びに備えて体調は万全にしておかないと！　雪だるまに、雪合戦。ソリにも一度乗ってみたいわ」

「……その様子では、お忘れになっているようですね」

「？　何のことですか？」

　きょとんと目を丸くするイリスに、クレディオは「やはり」とため息をついた。

「今日から三日間、進級試験が行われます。先日の朝食の席で、先生がたから説明を受けたではありませんか」

「そうでしたっけ？」

　記憶の糸を手た繰ぐると、確かにそんなような話は聞いた気がする。ただ、あの時は目の前のご馳ち走そうに気を取られていて、内容まではあまり耳に入っていなかった。

　相変わらずのとぼけた反応に、クレディオは痛む眉み間けんを揉もみほぐす。

「もしかして、俺と一緒に試験勉強をしたことも、お忘れになったんじゃ……」

「まさか！　そんなことはありません」

　日程は失念していたが、試験が行われることは覚えていた。もちろん、試験対策として消灯時間まで、クレディオと共に勉強してきたことも。

　ここ一週間の講義でも、試験範囲の復習がされていた。

　生徒たちも試験を控ひかえ――普段は優雅な王立ローザリア学院の空気も、今だけは、どこか張り詰めていた。

（確か、二年生になれるかどうかの、大事な試験だったはず……）

　ローザリアは、貴族の子息・子女が通う名門校だ。学期末には進級をかけた試験が行われるが――その内容は、授業さえまともに受けていれば解とけるものばかりで、落第する方が難しいとすら言われている。

　だが、未いまだにイリスは勉学に不ふ慣なれだった。

　最近になってようやく、〝読める文字〟が書けるようになったくらいだ。特別課題を与えられることも、相変わらずである。

「そうですか……今日が、試験の日だったんですね」

　進級試験に合格しなければ、即落らく第だいが決まる。

　落第してしまえば、二年生になることはできない。一年生の序じよ盤ばんで早々にも、来年も同じ学年でいることが決定してしまうのだ。

（もう一度、一年生をするのも楽しそうだわ）

　でも――と、イリスは思い直す。

　それでは、同級生達と一緒にいられなくなる。せっかく仲良くなった、ジュリやルキノ、ジェラルドとも離ればなれになってしまう。

（それに、クレディオさんとの〝約束〟だってあるもの）

　そうなのだ。落第した場合、クレディオはイリスとの絶交を通告をしていた。主のやる気に火をつけるため、導き出された苦肉の策さくである。

　せっかく友達になれたのに、また単なる主従に戻るなんて嫌だ。

（一年生を二回経験するのも、捨て難いけど――みんなと一緒に二年生になって、新しい生活を送る方が、きっと何倍も楽しいはず）

　パチパチと爆はぜる、暖炉の炎。

　そんな炎のように、イリスの決意もメラメラ燃え上がった。

「クレディオさん。私、頑張って試験に合格してみせます！」

　傍かたわらに立つクレディオを見上げて、にっこり笑顔で宣言する。

　少し前まで、試験の日程などすっかり忘れていたくせに。いきなり前向きになった主に、クレディオは僅わずかに虚きよを衝つかれて瞠どう目もくしたが……やがて「応援していますよ」と微笑ほほえみ、イリスの身体を温めるために、お茶の用意を始めた。
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　良くも悪くも常に前向きで、明るい笑顔を絶やさない。

　それが、周囲の人々のイリスへ対する印象だ。

　だが、その日の彼女は珍めずらしく、目に見えてひどく落ち込んでいた。

「ど、どうしよう……」

　進級試験が終わり、今日で一週間。午前中最後の講義である王おう国こく歴れきの終わりに、全教科の成績表が一斉に配られたのだが――これがまた、散々なものだった。

「あんなに頑張ったのに……」

　誰もいなくなった教室に、ぽつんと一人。

　お昼休みになれば、食堂へ直行していたイリスだが、今日ばかりは席から立てず、深くうなだれていた。

「……間違いじゃ、ないもんね」

　もう、何度目だろうか？　試験結果が記された紙を見直して、またしても大きなショックを受ける。

　及第点の教科は黒字、落第した教科の点数は赤字で書かれる決まりだ。

「あーあ。予想してはいたが、こうも見事に真っ赤とはな」

「っ！」

　クレディオの十お八は番こであるため息を、イリスが深々とついていた時。背後から伸びてきた手に、ひょいっと手中の成績表を奪い取られてしまう。

　驚いて振り返ると、そこには同級生のジェラルド・ストルヴィアが立っていた。

「九教科中、八教科も赤点ときたか」

「うっ……」

「暇ひま潰つぶしとはいえ、この僕が教えてあげた王国歴でも赤点を取るなんて、さすがはおチビちゃんだな。あんなに、分かりやすく説明してやったのに、時間を置くと内容を忘れてるんじゃ意味がない。実は両耳が貫通していて、僕の話は右から左に抜けてったんじゃないか？」

「ご、ごめんなさい」

　日頃のイリスだったら、この程度の皮肉などものともしない。平然と受け流して、ズレたことを言いだすのが常だったが、今回ばかりは普通に謝あやまった。

　イリス自身、この試験結果はあんまりだと認めているからだ。

　彼女が見せた初めての平凡な反応に、ジェラルドは不満げに眉まゆを顰ひそめた。

「つまらない」

「えっ？」

「弱ってるおチビちゃんをからかっても、全然面白くない。そんなありふれた反応、僕は求めてないし」

　イリスの前の席の椅子を引き、ジェラルドはどっかりと腰を下ろす。

　頰ほお杖づえをついた彼は、相変わらず不服そうだ。

「僕は退屈が嫌いだ。おチビちゃんは、勉強はできない落ちこぼれかもしれないけど、退屈しのぎとしてはかなり優秀な部類に入る」

「えっと……それって、私がジェラルド君を楽しませているってことですか？」

「意味的には間違ってないな。だけど、今のおチビちゃんは退屈しのぎとしても落第だ」

「そ、そんなぁ」

　試験だけでなく、『退屈しのぎ』としても落第の烙らく印いんを押されるとは。

　目に見えて落らく胆たんするイリスに、ジェラルドは肩を竦すくめる。

「そんなに落ち込むなよ。まだ挽ばん回かいできるチャンスはあるだろ？　普段のおチビちゃんに戻れば、簡単に僕の玩具おもちやに再合格できるさ」

　試験だって――と、ジェラルドが続けようとした時。

　二人きりだった教室に、クレディオが入ってきた。

「イリス様。とっくに昼休みだというのに、どうかなされましたか？」

　授業が終わっても、護ご衛えい騎き士しが控えている隣室へやってこない。何かあったのではと思い様子を見にきてみれば、予想外にも主は実兄と共にいた。

　途と端たん、クレディオはムッとした表情になる。

「兄上、このようなところで何をなさっているのですか？」

「別に何だっていいだろ。あと、誰が聞いているか分からない。その呼び方はよせ」

　それぞれに偽いつわりの姓を名乗り、一般生徒と護衛騎士に身をやつしてはいるが、二人は腹違いの兄弟でありこの国の王子なのだ。

　しれっと、ジェラルドが注意した刹せつ那な。

　クレディオがくぐったばかりの扉から、友達一号のディゼルト寮生ジュリ・ラグハーレンと、先頃レーヴェ寮の寮長を引き継いだばかりのとルキノ・マリオンまで、教室に飛び込んできた。

「もーっ、イリスちゃんったら。やっと見つけたわよ」

「ジュリちゃんに、ルキノ君。二人とも、どうしてここに？」

　きょとんとしているイリスに、ジュリはぷっくりと頰を膨ふくらませる。

「いつもだったらイリスちゃん、あたし達よりも先に食堂にいるじゃない。それなのに、今日はいつまで経っても来ないんだもの」

「だから、心配になってジュリさんと一緒に、イリスさんのことを捜してたんだよ」

「そうだったんですか!?」

　ごめんなさいと謝れば、友人達は「無事でよかった」と笑って許してくれた。改めて、二人の気遣いにありがたみを感じ、イリスは目元を和なごませる。

　そこで、ジュリがジェラルドの存在に気づいて、あからさまな渋じゆう面めんを作った。

「あら、ストルヴィアのお坊ちゃま。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうね。もしかして、イリスちゃんを引き留めていた犯人は、お坊ちゃまだったりします？」

「開口一番で人を犯罪者呼ばわりするなんて、〝ジュリちゃん〟はひどいな。僕はただ、おチビちゃんの追試に協力してやろうと思っていただけだぞ」

「……追試？」

　いち早くその単語に反応したのは、クレディオだった。

　眉み間けんの皺しわを深くした弟を、ジェラルドが軽く手招く。素直にクレディオが兄の元へ向かうと、一枚の用紙が手渡される。

　――イリスの試験結果が記された、悲ひ惨さんな代しろ物ものだ。

「こ、これは……」

　ずらりと並んだ真っ赤な点数に、クレディオは顔色を失う。

　何事だろうと、背後から彼の手元を覗のぞき見たジュリとルキノなど、ひと言も発することなく硬こう直ちよくした。












「クレディオさん、ごめんなさいっ！」

　勢いよく椅子から立ち上がり、イリスはがばっと頭を下げる。

「せっかく、試験勉強をお手伝いしてもらったのに、赤点を取ってしまいました！　本当にごめんなさいっ！」

　夜遅くまで、勉強を教えてもらったのに。彼の好意をすべて、自分は最悪な形で裏切ってしまった。

　情けなくて、何度も「ごめんなさい」と謝る。

「……こんな私とは、お友達でいてもらえませんよね。絶交、したくはないけど……しなくちゃ、ダメですよね？」

　それに――と、顔を上げたイリスは、今にも泣きそうな顔をしていた。

「みんなとも、お別れしなくちゃいけませんね。一緒に、二年生にはなれないけど……わ、私のこと……忘れたりしないで、くださいね？」

　必死で涙を堪こらえるイリスに、ジュリがぷるぷると小刻みに震えだす。

　かと思えば、彼女は勢いよくイリスに抱きついた。

「あー、もうっ！　どうしてイリスちゃんは、こんなに可か愛わいいの？」

　押し潰さんばかりの力で、ジュリはぎゅーっとイリスを抱き締める。

　そんな彼女を、ジェラルドは眼光鋭するどく睨ねめつける。クレディオはといえば、即座に主からジュリを引っぺがした。

「イリスさんは、いろいろと誤解してるみたいだね」

　ジュリが、二人の王子から無言の威い嚇かくをされている間。ルキノが穏おだやかな笑みと共に、おっとりと説明をする。

「赤点を取っても追試に合格すれば、進級はできるんだよ。苦手科目でつまずく人達を救済する最後のチャンスが追試なんだ」

「ほ、本当ですかっ!?」

「うん。だから、まだ諦あきらめるのは早いよ」

　ルキノがふわりと微笑むと、ジュリも激しく同意した。

「イリスちゃんのためなら、一肌どころか、二肌も三肌も脱ごうじゃないの。あたし達も、追試のサポートをしちゃうんだから。いいわよね、ルキノ君？」

「当然だよ。せっかく仲良くなったんだもん、一緒に二年生になろうよ」

「み、みんな……」

　助けてと言わずとも、救いの手を差し伸べてくれる。

　温かい友情にイリスが涙ぐんでいると、クイッと腕を引かれた。よろけて椅子に逆戻りすると、紅こう玉ぎよくのようなジェラルドの瞳が間近にあった。

「おチビちゃんが、本気で頑張るのなら僕も協力してやるよ。ただし、僕は他の連中ほど優しくないぞ？　――どれだけ厳しくても、逃げたりしないって約束できるか？」

　彼の赤い瞳は、怖いほど真剣だった。まるで、触れるものすべてを切り裂く刃やいばのようだ。

　その眼まな差ざしから目を逸そらさず、イリスは慎重に頷うなずく。

「みんなと二年生になれるのなら、頑張ってお勉強します。だから、ジェラルド君の力も貸してください」

「よし。男に二言はないが、女にだってそんなもんはないからな」

　卓上には講義が終わった時のまま、イリスの筆記用具が出しっぱなしになっている。

　不ふ敵てきに笑んだジェラルドは、羽根ペンを手に取ってインクをつけると、手近にあったノートに今後の予定を書き出し始めた。

「追試が行われるのは一週間後、冬休み直前だ。おチビちゃんの場合、八教科ぶんの追試を受ける必要があるから、放課後に勉強会を開くだけじゃ足りないな」

「でも、講義では試験問題の見直しをするよ。短い休み時間も無駄にできないね。教室の移動中でも予習するのはどうかな？」

　試験後の講義では、出題された問題のおさらいが行われる。追試は主おもに試験問題から出されるので、講義も貴重な追試対策になるはず。

　おまけに、各寮の生徒が揃そろっているのだ。

　教室移動の際もルキノの言うように、誰かと一緒に行動して勉強することは可能だろう。

「校舎にいる間は、あたし達が先生役になるとして。寮に戻ってから眠るまでの時間は、騎士様の出番ってことでいいかしら？」

「あぁ、それなら効率がいいだろ。休校日はまるまる勉強にあてられるから、僕が空き教室を使えるよう手配しておく。全員で交代しながら、おチビちゃんの勉強をみるんだ」

「だけど、こんなぎっちりスケジュールで平気かしら？　試験も大事だけど、あんまり頑張りすぎて、イリスちゃんが倒れたりしたらどうするの？」

　ジェラルドが記す細かな学習計画を見て、ジュリが不安そうに尋たずねる。

　体調を気遣ってくれる彼女に、イリスは笑顔で胸を叩たたいてみせた。

「私なら大丈夫です。聖女になってから、病気になったことはありませんから」

　秘石が胸に宿るまでは、驚くほど病弱で万年死にかけだったのに、今では元気が有り余っているくらいだ。

　それに、追試の勉強は多少無理をしても頑張りたかった。

　温かな善意から、友人達が本気で協力してくれる。だからこそ、イリスもその気持ちに本気で応こたえたかった。

「でも、イリスちゃんだって人間なのよ？　少しくらい休まないと……」

「心配は無用です。俺が決して、無理はさせません」

　なおもあれこれ気を回すジュリの言葉を遮さえぎり、クレディオが静かに断言する。

　これに、ルキノがのほほんと同調した。

「騎士様は、いつもイリスさんの側そばにいますもんね。近くで見守る人がいたら、イリスさんも倒れるまで頑張ったりはできないよ」

　だから、そんなに心配しなくて平気だよ。

　ルキノから諭さとされたジュリは、渋々とだが納得したらしい。

「分かったわ。イリスちゃんの体調管理は、騎士様に任せるわ！　だけど、騎士様の監かん督とく不ふ行ゆきき届とどきでイリスちゃんが倒れでもしたら……あたしのフライパンが、黙だまってないわよ」

　獲物を前にした獣けもののように、ギラリと輝く翡ひ翠すい色の瞳。

　本気で脅おどすジュリだったが、クレディオは怯ひるみもせずに言い放つ。

「主の体調管理は、護衛騎士の務つとめですから。それに、イリス様の〝友人〟としても、決して無茶はさせません」

「っ！」

　思いがけない発言に、イリスは空色の瞳をぱっちりと見開く。

「クレディオさん。私が試験で失敗したら、絶交するんでしたよね？」

　てっきり、すでに友達の縁えんは切れたと諦めていた。

　けれど、そう思っていたのは自分だけだったらしい。

「俺は、一度交わした約束を撤てつ回かいしたりはしません。あなたが落第したら今でも絶交するつもりです。――追試の結果も同じだった場合、ですけどね」

「それじゃあ……今はまだ、お友達でいいんですか？」

　おずおずと問えば、無言で頷かれる。

　それだけで、イリスの曇くもっていた表情が一気に晴れた。

「よかったぁ、クレディオさんに絶交されなくて。また初めから、〈お友達大作戦〉の計画を練ねるところでした」

「そんな計画を練るよりも、今は追試の対策を練ってください」

　今しがたまで、落ち込んでいたのが噓のようだ。

　笑顔でとぼけたことを言うイリスに、クレディオは嘆たん息そくするが――その表情は、どこか綻ほころんで見えた。

「イリス様。あなたは、俺と友人になったことで満足しているかもしれません。ですが、俺の望みはまだ叶かなえられていませんよ」

「クレディオさんの、望みですか？」

「友人になった時に言ったはずです。今度は、俺の理想に応えてもらいますよ……と」

　そういえば、そんなことを言われた気がする。具体的なことを聞く前に、あの時一緒にいたジェラルドが話題を逸らしたので、それっきり忘れてしまっていた。

　一度思い出してしまうと、無性に内容が気になりだす。

「クレディオさんの理想って、何ですか？」

「今、俺がイリス様に望む理想は、追試を無事乗り切ることです。――どうか俺に、あなたとの縁を切らせないでください」

　表面上は平静を装よそおっていたが、そう告げたクレディオの瞳は、胸が締めつけられるほど真っ直ぐだった。

　無意識に胸元を押さえ、イリスはハッとする。

（そうよ、私には〝大切な役目〟があるじゃない）

　母に愛されることなく、今まで孤独に生きてきた青の王子。

　そんな彼に安らぎを与え、思いっきり甘やかす。風の精霊祭が行われた秋頃、生徒に扮ふんした邪教徒に襲われ、負傷したクレディオに付き添いながら、イリスはそう心に誓ちかったのだ。

　でも、彼と友達でなくなってしまったら――……、

「私、今度こそ全力で頑張りますっ！」

　突然、強気に宣言したイリスは、両頰をぴしゃりと叩いて気合を入れる。

〝友達じゃなくなるってことは、心の距離が遠くなるってこと〟。以前読んだ物語に、そんな一節があった。

（留年したって、クレディオさんは護衛騎士として側にいてくれるだろうけど……それじゃダメだわ。心の距離も近くないと、一緒にいる意味がなくなっちゃう）

　看病をされることにも、慣れていない彼なのだ。

　ただでさえ甘え下べ手たなのに、心の距離が離れてしまったら、余計にクレディオは独りで頑張ってしまう。自分の気持ちに蓋ふたをして、我慢を重ね――自ら孤独になろうとする。彼はそんな人間だ。

　これからも側にいて、〝当然〟のような〝特別〟をあげるためにも、

「皆さん、追試までよろしくお願いしますっ！」

　今は自分にできることを、精一杯頑張ろう。

　そんな決意を胸に、イリスは友人達へ深々と頭を下げた。
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　無残な試験結果が発表されてから、イリスの猛勉強の日々が始まった。

　試験内容の解説がされる講義中は、教師の言葉にじっと耳を傾かたむけ。放課後になると、ジュリやルキノやジェラルドから、空き教室で追試に向けての個人授業を受ける。夕食の時間ギリギリまで頑張ってから寮に戻ると、就寝時間になるまではクレディオとともに机に向かう。

　これが、ここ数日で定着したイリスの行動パターンだった。

　友人達の前で、頑張ると宣言したのだ。

　その誓いを守るためにも、イリスは朝早くから起き出して、一人でも勉強を頑張っていたりする。







「追試まで、もう三日しかないんですね」

　休校日のがらんとした廊下を、イリスはクレディオと歩いていた。

　冬休み前に迎えた、最後の休日だ。他の生徒達は街へ遊びに出掛けたり、まったりとお茶会を開いたりして、思い思いに羽根を伸ばしている。

　その一方でイリスはといえば、一日中友人達の個人授業をみっちりと受けたばかりだ。

　寮棟を出た時は東の空にあった太陽も、今や西の空に傾いている。

「聖女の力で、時間を止めることはできないかしら？」

　おもむろに歩みを止め、イリスは窓から外を眺めて呟つぶやいた。

　西日に照らされる主の横顔を見つめたクレディオは、怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

「急に、どうなさったのですか？」

「時間さえあれば、もっとたくさんお勉強ができるじゃないですか」

　学業を、苦に感じたことは一度もない。知らないことを覚えるのは楽しくて、勉強はむしろ大好きだった。

　しかし、〝好き〟であるからといって、必ずしも結果がついてくるものではない。

「みんなに協力してもらってるのに、まだ一人じゃ解けない問題ばっかりで……このままだと、追試まで落第しちゃいます」

「イリス様……」

　イリスらしからぬ後ろ向きな発言に、クレディオは静かに瞠どう目もくする。

　別に、追試に向けての勉強が辛つらくなったり、自由な時間が持てずに弱音を吐いているわけではない。全力で頑張ると言ったとおり、自分なりに体当たりで勉強と向き合ってきたが――思うような成果が出ずに、焦あせっているのかもしれない。

（秘石さん。こんなお願いに、力を貸してはくれませんよね？）

　イリスは胸元にそっと触れ、そこに宿る聖なる蒼い石に心の中で問いかける。

　灰になりかけた人間を救ったり、巨大なシャンデリアを微み塵じんに砕くだいたりと、秘石は幾いく度ども人知を超える奇跡を起こしてきた。

　それなら、時間を止めることもできるんじゃないか？

　イリスはそう考えたが、秘石は眠ったように沈黙したままだ。

（そうよね。秘石さんの力は、世界を救うためのものだもんね）

　月の女神リュシアンは、邪じや神しんラーザの復活を阻そ止しするため、自分を聖女に選び秘石を託たくしたのだ。

　世界を護る力を、私欲のために使おうとするなんて――そんなことを、一瞬でも考えた自分が恥はずかしくなる。

　試験だけでなく、聖女としても落第だ。

「ミス・レルミット。ここにいたのですね」

　己おのれの甘えを、イリスが胸きよう中ちゆうで反省していた時。

　思わぬ声に名前を呼ばれ、驚いて振り返った。

「メイデル先生、どうされたんですか？」

　ここは、教師の私室がある棟とうからだいぶ離れている。寮監でもない、王国歴担当講師のジャスティーナ・メイデルが、ハイリア寮から歩いてくるのは不可解だった。

（まさか私、講義で出された課題を提出し忘れていたかしら？）

　黒衣の厳格な女教師を前にした途端、頭の中が不安で一杯になる。

　そんなイリスに、メイデルは紙の束を手渡した。

「試験前に提出した特別課題のレポートを返却するから、研究室へ取りにきなさいと言っておいたはずです。他の教科のものも、わたくしが担当の先生がたから預かってきました」

「あ……っ」

　しまったと、イリスは表情を凍こおりつかせる。

　追試のことばかりに気を取られ、講義後に言われた教師の言葉も忘れていた。本当なら、昨日の放課後までに教科担当教師の研究室を回らなければならなかったのだが――見事にすっぽかしてしまった。

　サッと蒼ざめた生徒に、メイデルは神経質そうに眼鏡の位置を直す。

「追試に向けて自習をしているようですが、だからといって、普段の生活をおろそかにしてはいけません。日頃の積み重ねこそが、これからのあなたを形作っていくのですから」

「はい、すみませんでした……」

「がむしゃらに努力することを、責めているわけではありません。ただ、いいかげんなことをしていては、追試で及第点を取っても意味がなくなってしまいます。次回の進級試験でも、同じ失敗を繰り返すことになりますよ」

　たとえ聖女であれ、教師陣はイリスを特別扱いはしなかった。

　他の生徒達と同じように接し、悪いところがあれば厳しく叱しかる。特別課題を出すことにも、一切の容よう赦しやをしなかった。

（きっと、他の先生達も怒ってるわよね……）

　放課後の個人授業は、自主的に行っていることだ。

　追試の勉強で忙しかったなど、言い訳にもならない。各教科の教師達は、イリスの特別課題の採点に、貴重な時間を割さいているのだ。それなのに、自分の都合ばかり優先して、身勝手なことをしてしまい――イリスの心に、自己嫌悪が嵐のように襲いかかる。

「……どうやら、反省してくださったようですね」

　俯うつむいてレポートの束を抱えている生徒に、ようやくメイデルは表情を和やわらげた。

「どのように小さなことでも、生きていく上では蔑ないがしろにしてはいけないことがある。それさえ分かってくだされば、わたくしはこれ以上何も言いません。返却された課題を見直して、追試に備えなさい」

「はいっ。わざわざ、ありがとうございました！」

　長い黒衣の裾すそを翻ひるがえし、メイデルは自身の研究室へ戻ってゆく。

「イリス様、大丈夫ですか？」

　連日の勉強漬けで、イリスは疲労を溜め込んでいた。この状態で叱られては、精神的なショックも大きかったはずだ。

　気き遣づかわしげにクレディオが顔を覗き込むと、彼女は情けなく眉尻を下げていた。

「私、ダメですね。自分のことばっかりで、先生達との約束も守れないなんて」

「指示を忘れてしまったことは、確かによくないことです。ですが、今回ばかりは仕方がありません。俺だって、気がつくことができませんでしたから」

「そんな！　全部、私の責任です」

　――だから、あなたが後ろめたさを感じる必要はない。

　咄とつ嗟さにイリスが、そう言おうとした時だった。

「あっ、イリスさん！」

　またしても、唐突に名前を呼ばれて言葉を呑み込む。

　今度は誰かと思えば、数名のクラスメイトが駆かけ寄ってくるところだった。

「あ、あのっ。よかったらこれ、もらってくださらない？」

「？　これは、何ですか？」

　先頭のアレス寮の女子生徒が、思いきったように差し出したもの。それは、数冊のノートだった。

　小首を傾かしげるイリスに、ディゼルト寮の男子生徒が説明する。

「レルミットさん、頑張って追試の勉強をしてるからさ。俺達も力になりたくて、みんなで相談したんだよ」

「えっ」

「それは、追試の範囲の要点を俺達なりに纏まとめてみたものなんだ。空き時間とかに見てもらえると嬉しいな。急ごしらえだから字が汚かったりするかもしれないけど、書いてある内容には自信があるから」

「これも、みんなからの差し入れです」

　おとなしそうなハイリア寮の女子生徒が歩み出て、大きなバスケットをイリスに渡す。

　中には日持ちする高級そうなお菓子が、たくさん詰まっていた。紅茶の茶葉が入っていると思われる、小さな缶もある。

「頭を使う時は、こまめに糖分を補給するといいですから。紅茶にも集中力を高める効果があるので、ティータイムに召し上がってください――って、イリスさんならご存知ですね」

　それだけ言うと、女子生徒は仲間の輪に戻ってゆく。

　最初は、聖女としてもてはやされていたイリスだったが、今ではクラスメイト達との間に妙な距離があった。イリスは誰とでも分け隔へだてなく接していたが、相手はいずれ王妃の座に即つく存在だ。周囲の人々が遠慮をして、距離を置くのは仕方がないことだった。

　けれど、クラスメイト達はイリスのことを、遠くからでもちゃんと見ていた。

「イリス様」

「っ！」

　突然の出来事に固まっていると、ぽんっと肩を叩かれた。

　振り仰ぐと、クレディオの穏やかな海色の瞳と目が合い――ようやくイリスは、ハッと我に返る。

「私のために本当にありがとうございます！　みんなの気持ちを無駄にしないためにも、必ず追試で及第点を取ってみせます」

　喜びで頰を朱しゆに染め、勢いよく頭を下げた。

　すると、慌てたクラスメイト達は、口々に顔を上げるように言った。が、イリスは何度もお辞じ儀ぎをして、感謝の言葉を繰り返す。

　そんな彼女に、最初はうろたえていたクラスメイト達も、最後にはどこか困った様子ではあったが、小さく照れたようにくすりと笑い合った。

「クレディオさん、さっき言ったことは間違っていました」

　安あん堵どした表情になり、各自の寮へ帰ってゆくクラスメイト達を見送りながら、イリスはぽつりと呟く。

「時間なんか止まらなくても、いろんな人が私の力になってくれます。みんなが助けてくれるんだから、追試だってきっと大丈夫なはずです」

「そうですね。環境は万全に整っています。あとは、イリス様次第です」

「はいっ！　私、もうずるいことは考えません」

　秘石の力に頼らなくても、支えてくれる人達がいる。

　自分の将来を案じて、真剣に怒ってくれる人達もいるのだ。

　みんなの気持ちに応えるためにも、必ずこの壁を越えてみせる――と、ノートとバスケットを抱え、改めてイリスは学習への意欲を燃やした。
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　そして、あっという間に試験の当日になった。

（落ち着くのよ、イリス。できることは全部やったじゃない）

　あとは、問題を落ち着いて読むこと。分かった答えを、できる限りの綺麗な文字で書くことだけだ。

　追試が行われる教室には、他にも数名の生徒がいた。

　だが、隣の席との間かん隔かくは大きく空あいており、雰ふん囲い気きもかなり張り詰めている。そのせいで緊張しそうになるが、イリスは友人達の顔を思い浮かべることで、必死に心を静めていた。

（みんなが、力を貸してくれたんだもの。絶対に大丈夫よ）

　怖おじ気けづきそうになる気持ちを、強引に奮ふるい立たせる。

　二人の王子はもちろん。ジュリやルキノだけではなく、クラスメイト達からも背中を押されているのだ。

　今回ばかりは、何があっても失敗したくはない。

「準備はよろしいですね。制限時間は四十分間です」

　試験監督の教師が、懐かい中ちゆう時ど計けいの蓋を開ける。

　現在の時刻を確認すると、教師はカウントダウンを始めた。

「三、二、一――……開始してください」

　合図と共に、イリスは羽根ペンを手に取る。

　裏返しにされていた問題用紙を捲ると、余計な思考を頭から締め出し、彼女は黙々と問題を解くことに集中した。
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　雪がこんこんと降り続ける、厳しい冷え込みの朝。

「レルミットさん、そんなに落ち込まないで？」

「そんな悲しそうな顔、キミには似合わないよ。ほら、笑って」

　ごった返す玄関ホールの片かた隅すみには、小さな人混みができていた。

　その中心に、今にも泣きだしそうな顔をしたイリスが。彼女を取り囲んでいるのは、気心の知れたクラスメイト達である。

　王国歴担当教師のメイデルもおり、イリスのことを案じているようだった。

「ミス・レルミット、大丈夫ですよ。わたくし達教師は、いつでもあなたの側にいますから。困ったことがあれば、遠慮なくおいでなさい」

「でも、今日でみんなとさよならなんですよ？　せっかくお友達になれたのに、こんなお別れなんて寂しいです……」

　か細い声で呟き、イリスはうっすらと目尻に涙を滲にじませる。彼女の心境が伝わったのか、クラスメイトまで目を潤うるませた。

　そんな光景を傍ぼう観かんしていたクレディオは、ふーっと長く息を吐き出す。

「イリス様、わがままをおっしゃらないでください。皆さんを困らせているじゃないですか」

「だって……」

「今こん生じようの別れではないのです。冬休みが終われば、また会えるのですから」

　追試も終わり、今日から王立ローザリア学院は冬休みだ。

　荷物を纏まとめた生徒達は、久方ぶりに家族の待つ実家へと帰き省せいする。その表情は明るく、足取りも軽かろやかだった。

　話題にのぼるネタといえば、年末年始のパーティーや旅行の予定など。

「……ごめんなさい、みんなを引き留めてしまって」

　だけど――と、イリスはしょんぼりと眉まゆ尻じりを下げ、近くの窓から外を見る。

「私、雪遊びってしたことがなかったんです。だから、追試が終わったらお友達を誘って、一緒に遊ぼうと思っていたのに……」

　玄関先には、車寄せに入りきらない迎えの馬車がずらりと並んでいた。これから友人達は各おの々おのの馬車に乗り、生まれ育った我が家へ戻るのだ。

　イリスはといえば、聖女という立場上故郷に帰ることもできず、学院に残ることになった。

「雪合戦をしたり、おっきな雪だるまを作りたかったですけど……しょうがないですよね」

　キュッと制服のスカートを摑み、無理に笑ってみせる。

　そのいじらしい姿に、クラスメイト達は一様に心を打たれた。

「大丈夫よ、イリスさん。冬休みが終わっても、雪は残っているはずだから」

「残っているも何も、今より積もってるだろ。二学期が始まったら、まずはみんなで雪遊びをしよう！」

「ほ、本当ですか？」

　おずおずと尋ねれば、「もちろん！」と快こころよく頷かれる。

　クラスメイト達の温かな反応に、イリスの表情もようやく綻ほころんだ。

「うわぁっ、嬉しいです！　クレディオさん聞きましたか？　みんな冬休みが終わったら、雪遊びをしてくれるんです！」

　満面の笑みを湛たたえて、興奮気味に傍かたわらに立つクレディオの袖そでを引く。

　すると彼は、先ほどよりも大きなため息をついた。

「なぜ、こんな話題で熱くなれるのか……」

「？　何か言いましたか？」

「いえ、何も。それより、これで皆さんを送り出すことができますね」

　袖を摑む手を優しく外して。クレディオは主の小さな背中を、軽くぽんっと押してやった。

　一歩前によろけ出たイリスは、体勢を立て直すとにっこりと微笑む。

「私、みんなが帰ってくるのを待ってます。雪遊び、楽しみにしてますね」

　いつもの明るさを取り戻したイリスに、クラスメイト達も安堵したように笑みをこぼす。

　そして彼らも、晴れやかな表情で「またね」と手を振り帰き路ろに就ついた。







　寮に戻ったイリスは、窓辺から外の景色を眺めていた。

（お父さんとお母さんは、今頃何をしているかしら？　この時期は動物さん達が冬眠しちゃって、森で狩りをすることもできなくなるし……）

　猟師の父は仕事がなくなる冬の間、遠くの町へ出で稼かせぎに行くこともある。兄も奉ほう公こうで滅めつ多たに家には戻らないので、その間、一人ぼっちの母は大丈夫だろうか？　父と兄がいたらいたで、大食らいな二人のことだ。森で食べ物をの調達できずに、お腹を空すかせていないだろうか？

　考え始めたら、次々と心配事が湧わいて止まらなくなった。

「イリス様も、ご家族の元へ帰りたいのですね」

「っ！」

　不意に本心を言い当てられ、ビクリと肩が震える。

　振り返ると、こちらを見つめるクレディオと目が合った。

「どうして、私の考えていたことが分かったんですか？　まさかクレディオさん、人の心が読める特とく殊しゆ能力を……」

「持っていません。そんな大それた力がなくとも、あなたの様子を見ていれば、これくらいのことは俺にも分かります」

「そうなんですか？」

「先ほどからずっと、正門の方を見ているじゃないですか」

　自室の窓からは、僅かに外に続くアプローチが見えた。

　至るところに配置された番兵の間を抜けていく生徒達の馬車を、イリスはずっと目で追っていたのだ。

「私なら、大丈夫です」

　そこでようやく、イリスは窓に背を向けた。

「確かに家族のことは心配です。秋に小麦が不作だと、冬場は薄くて具のないスープと、固いパンしか食べられませんから。この時期は、家にお母さん一人っきりになるので、それも気になっていて……」

　でも――と続け、イリスは無む垢くに微笑む。

「きっと、大丈夫なはずです。吹雪ふぶきの夜に食しよく糧りようと薪まきが底を突いた時や、税金が足りなくて取り立てが来た時も、どうにかなりました」

「村の暮らしは、そんなにも辛いものだったのですか？」

「辛いかどうかは分かりません。どこのお家も似たような感じでしたけど、みんな笑顔でしたから」

　身を粉こにして働いても、生活は豊かにならない。

　領主から搾さく取しゆされる一方で、村全体が貧しかったが――そこで暮らしている人々は、誰もがたくましかった。貧乏だからと卑ひ屈くつにならず、いつだって前向きに仕事に励はげむ。働き者ばかりだった。

「今年は、私が聖女になったから税金の額が減ったし、去年よりも楽に冬が越せるはずです。もし何かあったとしても、私の家族ならどんなことでも乗り越えられます」

　生まれてからずっと、病弱な自分を護り続けてくれた両親と兄だ。思わぬ困難に直面しても、力を合わせて切り抜けられるはずだと、イリスは信じて疑わなかった。

　イリスの言葉に反し、クレディオは思案顔で「しかし……」と続ける。

「それでも、ご家族に会えなくて寂しくはないのですか？」

「？　寂しくはありませんよ？　だって、クレディオさんがいてくれますから」

　あっけらかんとしたイリスの発言に、クレディオは思わず言葉を失う。

　彼の頰が、微かすかに染そまったと思いきや――その赤味も、続く言葉ですぐに引いた。

「ジュリちゃんやルキノ君だって、寮に残ってます。ジェラルド君もお城には帰らないと言っていたので、お部屋に遊びにいけば会えますし」

「そ、そうですか……」

　落らく胆たんしたように、クレディオはがっくりと肩を落とす。

　そんな彼の複雑な心境にも気づかず、イリスは勉強机に向かう。

「さてと。そろそろ、追試の復習を始めます」

　椅子に腰かけ、机の引き出しを開ける。中から取り出されたのは、先日行われた追試の答案用紙だった。

　友人達の力を借り、猛勉強をしたイリス。

　その努力が実り、どうにか追試は全教科で及きゆう第だい点を取ることができた。

（だからって安心はできないわ。どれも、ギリギリの点数だったもの）

　今期の試験は、どうにか無事にクリアした。だが、このままでは二学期でもまた、同じような目に遭あってしまう。

　――いや、今度こそ落第しかねない。

　だからこそイリスは、冬休みの間に遅れを取り戻し、クラスメイトと肩を並べるという目標を立て、自ら進んで勉学に励はげんでいた。

　いつまでも、周囲の仲間達を頼ってはいけない。

　誰からも信じて頼られるような人間に、自分も早くなりたいから。

「おチビちゃん、いるか？」

　その時、部屋の扉が数度ノックされた。

　耳に馴染んだ声に、イリスは「はーい」と返事をする。クレディオが扉を開けると、ジェラルドが部屋に入ってきた。

「ジェラルド君、いらっしゃいませ」

　座ったばかりの椅子から立ち上がり、イリスは笑顔で友人を迎える。

　普段は、ジェラルドの部屋にばかり招かれることが多く、彼がこの部屋を訪ねてくることは滅多にない。

（もしかして、何かあったのかしら？）

　そんなイリスの予想は、見事に的てき中ちゆうした。

「おチビちゃん、朗ろう報ほうだ。あんたが女神の力を使っても、助かる可能性が見つかった」

「え……っ」

「兄上、それは本当ですか!?」

　驚きよう愕がくで硬こう直ちよくしたイリスに代わり、クレディオが弾はじかれたように問い返す。

　次の瞬間、ジェラルドの背後から穏やかな声が聞こえてきた。

「本当ですよ、ラードルフ殿でん下か」

　懐なつかしくも柔にゆう和わな声が、クレディオにファースト・ネームで呼びかける。

　開かれたままの扉から、車椅子に乗って現れた人物に、イリスは両目を大きく見開いた。

「リオール先生っ！」

「やぁ、イリスさん。お久しぶりです」

　信じられなかった。

　邪神に肉体を乗っ取られ、一度は灰になりかけたが、秘石が起こした奇跡により、どうにか一命は取り留めた。その後、重い後遺症が残り教きよう壇だんを離れていた薬草学の教師、ラミアス・リオールは、以前と同じ朗ほがらかな表情でイリスに笑いかけてくる。












「先生、身体は大丈夫なんですか？」

「ご心配ありがとうございます。足はまだ不自由ですが、他は大分よくなりました。こうして生きていられるのも、イリスさんのお陰です」

「そんな、私は何も……っ」

「いいえ、私の命を救ったのはまぎれもなくあなたです。ありがとうございました」

　感謝の言葉を述べ、リオールは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「挨あい拶さつはそれくらいでいいだろ。先生、早いとこ説明してくれないか？」

　閉ざした扉に身を預け、ジェラルドが先を促うながす。

　顔を上げたリオールは、ずれた丸まる眼め鏡がねの位置を直して頷いた。

「おっしゃるとおりにしましょう」

　器用に車椅子を操り、リオールはティーテーブルに向かう。

　イリスがすかさず動き、椅子を一脚どかす。空いたスペースに、「どうぞ」とリオールに勧すすめると、自分は向かいの席に着いた。

「まずは、こちらをご覧になってください」

　そう言って、リオールがテーブルに載のせたのは、歴史を感じさせる分厚い古書だった。

　触れるだけで崩れてしまいそうな頁が、慎しん重ちように捲めくられる。植物の模写に解説らしきものが記されているので、薬草学の図ず譜ふかもしれない。

「この花は、薬草学に精せい通つうしたイリスさんなら、ご存知かもしれませんね」

　やがて示された頁には、大輪の花が描かれていた。

　身を乗り出したイリスは、そこにある解説に目を走らせる。

「そ、そんな……っ」

　最初はすらすらと、文字を追っていた。だが、途中から何度も視線が戻り、同じ箇か所しよを読み返してしまう。

　見間違いではないかと目をこするが、記されている内容は変わらない。

　漠ばく然ぜんとした図柄でなく、〝この花〟の精せい緻ちな模写が存在するとは。

「これが、伝説の月げつ光こう花かなの……？」

　イリスは我知らず、ごくりと喉のどを上下させる。

「月光花は万能の薬草として、古くから語られています。その蜜みつを飲ませれば死者すら蘇よみがえる。伝説扱いされている薬草ですが、その存在は秘密裏に確認されていたようです」

「そうなんですか!?」

「詳しよう細さいが書かれている文ぶん献けんは、国と大神殿が管理する禁書ですからね。私も、今回のことがなければ、架か空くうの薬草だと思い込んだままだったでしょう」

　月光花――月の女神の象徴として語られる、聖なる力を秘めた花だ。

　名前だけであれば、万能薬として薬草辞典に掲載されている。だが、実際に月光花が発見された例はなく、その形態は女神の印に刻まれた図柄から推測されたものだ。

　死者すら蘇らせる、奇跡の花。

　薬草好きなイリスでも、月光花について知っているのはそれくらいだ。

「女神の力を使ったら、私は死んでしまう。だけど、月光花があれば……」

　うわ言のようにそこまで呟き、イリスはリオールの顔を見る。

　すると、ゆっくりと深く頷かれた。

「月光花さえあれば、イリスさんの命を救うことができる。死という運命を避さけては通れませんが、あなたが助かる道は、死を乗り越えた先にしか見み出いだせませんでした」

「でも、肝かん心じんの月光花はどこに咲いているんですか？」

　実在することは分かったが、手に入らなければ意味がない。

　そんなイリスの問いに、リオールは古書をどけて、代わりに大きな羊皮紙を広げた。神聖ランディエル王国の全土が描かれた地図だ。

「様々な文ぶん献けんから情報を抜き出し、月光花が自生している可能性が高い場所を、私なりに特定してみました」

　ここですと指し示されたのは、峻しゆん険けんな峰々がそそり立つ北の山岳地帯だった。

「初代聖女セフィーリアの誕生地、ヴェレーデ。真冬に召しよう命めいされた彼女を祝い、月光花が咲いたという古い記録を見つけました。あくまで推すい測そくですので、必ず発見できると正直断言はできませんが、少なくとも何らかの手がかりはかの地で得られるのではないでしょうか」

「真冬、ですか……」

　嚙かみ締しめるように呟き、クレディオが窓の外を見み遣やる。

　偶然か必然か。今はまさに、毎日のように雪が降りしきる真冬と呼ばれる季節だった。

「おチビちゃん。僕はすぐにでも王都を発ち、ヴェレーデに行くつもりだ」

「え？」

　リオールに説明を任せていたジェラルドが、唐とう突とつに口を開く。

　きょとんとするイリスに、彼はニヤリと笑んでみせる。

「未来の妻となる聖女を護り抜く。それが、あんたの旦だん那なになる王子に与えられた使命だ。だから僕は、おチビちゃんを死なせないために、ヴェレーデで月光花を探す」

「もちろん、俺もその地へ向かいます。俺もずっと、あなたを救う術すべを探し続けていたのだから。それに――俺も、あなたの夫になる可能性はあるのです。今回は護衛騎士としてではなく、一国の王子としてあなたを護らせてください」

　二人の王子が、同時にヴェレーデ行きを宣言した。他の誰のためでもない。聖女として力を使った後、命を落としてしまうイリスを救うために、だ。

　そのことにイリスが戸惑っていると、リオールが小さく微笑む。

「よもや、このお二人が王子殿下だとは。最初に身分を明かされた時は、とても驚いたものでしたよ。――ですが、さすがご兄弟ですね。考えることが同じでいらしたのですから」

「？　それは、どんなことだったんですか？」

　何気なくイリスが尋ねると、リオールは優しく目を細める。

「イリスさん。あなたに、日蝕の終わった世界でも生きてもらうことです」

「そ、そうなんですか？」

「えぇ。邪神につけ込まれ、あなたに危害を加えようとした私を、両殿下は頼ってくださった」

　己の胸に手を当て、鼓こ動どうを確かめるようにリオールが目を閉ざす。

　次に瞼まぶたを上げた彼は、イリスへ柔和に笑いかけた。

「私は、イリスさんに生かされました。お二人からあなたの事情を聞いた時は、心臓が止まる思いをしましたが、すぐに悟さとったのです。――今度は私が、あなたの命を助ける番なのだと」

「リオール先生……」

「残念ながら、私はこの身体です。ご一緒することはできませんが、月光花が見つかることを心から祈っていますよ」

　過去に囚とらわれた心の隙すきを邪神に衝つかれ、世界を破は滅めつの危機に曝さらしたリオール。

　だが彼は、イリスの信じていたとおり、人の命を大切にする心優しい人間だった。こうしてまた、彼の曇りない笑顔を見られる日が来るなんて、感激で胸が詰まる思いがした。

「リオール先生、ありがとうございます！」

　感極まったイリスが椅子から立ち上がり、がばっと頭を下げる。

「日蝕の終わった世界を、一緒に見ましょうね」

　そんなリオールの言葉に、イリスは言葉もなく何度も頷いた。
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「すごい雪ですね」

　ザクザクと軽けい快かいな音を立て、イリスは雪の中を歩いていた。

　次の瞬間、片足がズボッと地面に深く沈しずみ、危うく前のめりに倒れかける。すかさず、主あるじの傾かしいだ身体からだを支え、クレディオは白い息を長く吐はき出す。

「イリス様。やはり、屋敷で待っていた方がよいのでは？」

「私なら大丈夫です。寒くてもへっちゃらですし、転んでも地面が柔やわらかい雪なので、怪け我がをする心配はありません」

「しかし……」

　なおも渋るクレディオの耳に、あからさまなため息が聞こえた。

「そりゃあすごい雪だけど、森の中や原っぱで、お花探しをするだけなんでしょう？　一人でお留守番させても、イリスちゃんなら、自力でお屋敷から抜け出しちゃいそうだし。たまには騎き士しさんも、我が子を谷底へ突き落とす獅し子しを見習わないと」

「いや、ジュリさん。さすがにそれは、やり過ぎだと思うよ」

　ここは、王都から馬車で五日ほどの距離がある聖地ヴェレーデ。神聖ランディエル王国の国教である聖導教〝ヴェレーデ〟の名はもちろん、発祥のこの地にちなんだものだ。

　薬草に詳しいイリスは、クレディオの反対を押し切り、月げつ光こう花か探しの旅に同行した。彼女からヴェレーデ行きを知らされたジュリも、「探し物があるなら、人手があった方がいいわよ」と言い、ルキノまで巻き込んで強引についてきた。

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる暇ひまがあるなら身体を動かせ。ここにいられる期間は、三日後の昼までだぞ。そう決めたのはお前らだろ」

　学院にいる時と同じノリで、わいわい騒いでいるイリス達に、少し先を歩くジェラルドが注意をする。

　彼は当初、月光花が見つかるまでは学院に戻らないと主張した。

　だが、参加しているルキノは特待生だ。学院に断りもなく勝手な行動を取れば、資格が剝はく奪だつされてしまうかもしれない。それに、彼には寮長としての責任もある。

（ルキノ君だけじゃなくて、ジュリちゃんだって普通の学生だもの。私のせいで、お勉強できなくなるのはダメ）

　月光花が見つかるかどうかは、賭かけのようなものなのだ。

　二学期の始まりに合わせて設定した三日というタイムリミットは、一つのきっかけになるだろう。

　やる気になっているジェラルドには申し訳ないが、イリスはそう考えていた。

「なぁ、騎士様。そんなにおチビちゃんが心配なら、あんたが目を離さなけりゃいいことだろ。そんなことより、さっさと月光花を探すぞ。この辺は、王都よりも日暮れが早いからな」

　そう言ったジェラルドは、スコップを担かついで近くの森の中へ入ってゆく。

　ヴェレーデに到着したイリス達は、まず月光花についての情報を求めた。すると、町の長老から「森に近い雪原でそれらしい花を見たことがある」という話を聞くことができた。

　何はともあれ張り切っているのは、ジェラルドに限ったことではなかった。

（薬草探しなら、私の得意分野だもの！）

　防寒着に身を包んだイリスも、小さめのスコップを手にやる気満々でいた。

「なによ、偉えらそうに」

　遠ざかるジェラルドの背中に、ジュリが「ベーッ」と舌を突き出す。

「お坊ちゃまに言われなくても、これからちゃんと探すわよーだ。あんたこそ森の中で迷ったりしないようにせいぜい気をつけなさいよ」

「こんな一面雪だらけの場所で遭そう難なんしたら、きっと助からないだろうね」

「まぁ、あたしは道に迷うとかいう、初歩的なヘマなんてしないから問題はないけど」

　と、いうわけで――と続けたジュリは、ガシッとルキノの腕を摑む。

「ルキノ君は、あたしとあっちの森を捜そう索さくするわよ。イリスちゃんと騎士様は、この辺りの原っぱを頼むわ」

　さあ、行くわよ！

　ジュリは気合を入れると、ルキノをずるずる引っ張ってゆく。「待ってよ」と抗議はしても、ルキノは目立った抵抗をすることなく、素直に連行されていった。

「みんな、行っちゃいましたね」

　広大な雪原に、クレディオと二人で取り残されてしまった。

　足元に視線を落としたイリスは、なぜか沈んだ表情になる。

「力を貸してくれる仲間がいるって、とても嬉しいことですけど……こんなにたくさん甘えてしまって、本当にいいんでしょうか？」

　追試の時も――いや、それよりもずっと前から。仲間達は自分のために、どんな時だって助じよ力りよくを惜おしむことはなかった。

　恩返しなんて、まだ一度もしたことはないのに。

　これではいくら恩を返しても、返し足りなくなってしまう。

「どうしてそこまで、あなたは人を頼ることを厭いとうのですか」

「だ、だって……」

「では聞きますが、あなたは何か理由がないと人助けをしないのですか？　ただ、大切だから助けたいと思うことは間違っていますか？」

　率直なクレディオの言葉に、胸を射貫かれたような衝しよう撃げきを受けた。

（そっか。みんな、私と気持ちが一緒なのね）

　大好きな人達だから、自分も何か力になりたいと思い続けてきた。けれど、そんな感情を抱いだいていたのは、イリスだけではなかったようだ。

　仲間達も、自分のことを大切に想ってくれている。

　だからこそ、こんな風にいつでも快こころよく応援してくれるのだろう。

　吹く風はとても冷たくて、雪原に立つ身体は、厚着をしても凍こごえて震えが止まらないのに――胸の中だけは、とても優しい温かさに満たされた。

「クレディオさん。間違っていたのは、私の方だったみたいです」

　寒さで鼻頭を赤く染めてはいたが、イリスは心から幸せそうに微笑ほほえむ。

　そして彼女は、ぐいっと腕うでまくりをする。

「さあっ、私達も頑張って月光花を探しましょう！」

「張り切るのは結構ですが、腕まくりはやめてください。風邪をひきますよ。あなたが苦しい思いをするのは、俺も辛いですから」

　盛大にまくられた袖そでは、すぐ元どおりにされてしまった。

　ついでにクレディオは自分のマフラーを外し、ふわりとイリスの首に巻いてやる。

「一緒に月光花を探すのでしたら、これくらい温かくしていてください」

「でも、これじゃあクレディオさんが寒くなっちゃいますよ？」

「俺は鍛きたえていますから。この程度のことでどうにかなっていては、護ご衛えい騎士なんてやっていられませんよ」

　そう言うと、クレディオはスコップで雪を掘り始めた。

「俺は月光花を、必ず見つけてみせますから」

「約束しましたもんね。日につ蝕しよくが終わった世界で、一緒に笑い合おうって」

　この命は、いつだって消えかけていた。

　生かされることは諦あきらめ続けてきたけれど――こうして、自分以上に自分の命を大切に想ってくれる、掛け替えのない人々と出会えた。

　そんな仲間達の存在が、イリスには命にも勝る宝物に思えた。
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　月光花捜そう索さくも、二日目の夜を迎えていた。

「今日も、見つかりませんでしたね」

　豪雪地帯は日暮れが早い。日が傾くと共に吹ふ雪ぶき始めたので、イリス達が月光花捜索を打ち切り、拠点にした屋敷に戻ったのが二時間ほど前のことだ。

　月光花探しは、思った以上に過酷だった。

　雪の表面を、ただ延えん々えんと掻き分け続けるだけの作業だ。ほとんど動かない状態で、雪の中にいるのだから、あっという間に身体からだの芯まで冷えてしまう。

（ジェラルド君が、この山荘を借りてくれて助かったわ）

　宿泊場所は、聖地を巡礼する貴族のためのものだった。

　幾つも客間があり、設備もローザリアの寮と同じくらいしっかりしている。少数の使用人が食事の支度や、部屋の管理をまかなっていた。

　浴室もあるので、凍こごえた身体にはありがたい。湯上がりに熱々のシチューを食べたので、自室に戻ってもずっとぽかぽかしていた。

（それにしても、どうしてジュリちゃんと同じ部屋じゃいけないのかしら？）

　イリスが使う部屋には、ベッドが二つあった。

　初めはジュリと一緒に泊まろうとしたが、なぜか王子二人から反対された。「女の子同士なんだからいいじゃない」と、ジュリはむくれて抗議していたが、徹底的に却下されてしまったのだ。

『用心のためには必要だが、お前とおチビちゃんが同室になるくらいなら、騎士様の方がまだ安心できる。どうせ、手なんか出せないだろうし』

　そんなジェラルドの発言により、イリスはここでもクレディオと同室になった。

　ちなみに、手を出す云うん々ぬんの意味を尋ねたところ、「あなたはまだ知らなくていいことです」と、クレディオからばっさり切り捨てられたが。

「明日のお昼には、ローザリアに帰らないといけないんですよね」

　温かなお茶の入ったカップを傾けながら、イリスとクレディオは暖炉の前にあるソファに座っていた。

　パチパチと爆はぜる火の粉を見つめ、イリスはぽつぽつと語りだす。

「月光花は伝説のお花ですし、見つからない確率の方が高かったんです。リオール先生やみんなには申し訳ないけれど、仕方ないですよね」

「では、イリス様は諦あきらめるのですか？　月光花も、ご自分の命も」

「見つからないものは、しょうがないですから。みんなが一生懸命、月光花を探してくれたことだけで、私は満足です」

　日蝕が起こり、邪神の封印を補うために聖女の力を使えばイリスは死んでしまう。

　真っ先に自分が受け入れたその運命を、必死で打ち消そうと抗あらがってくれた。たとえ、月光花が見つからなくても、仲間達のその想いを感じられたことが幸せだ。

　イリスは心から、そう思っていた。

「……俺は、最近こんなことを思うんです」

　ローテーブルにカップを置き、クレディオはおもむろに口を開く。

「あなたと出会ってから、自分が変わったと。最初はこの変化に戸惑い、気がつかないふりをして、受け入れることを拒んでいました。ですが、ようやく認めることができたのです。俺を変えたのが、あなたであると気がついたから」

「私が、クレディオさんを変えた？」

　以前も彼は、自分から「特別なもの」をもらっていると言っていた。

　その時も、イリス自身には何かしている自覚はなかった。今回もまったく同じで、クレディオに変化をもたらすことなど、残念ながら何一つした覚えはない。

　ぱちくりと目を瞬またたかせるイリスに、クレディオはふっと表情を和やわらげる。

「イリス様の何なに気げない言葉が、俺の心を動かした。けれど……あなたは違う。出会った頃のままと同じで、いつまでも自分の存在だけ蔑ないがしろにする。――俺の言葉は、あなたには届いてないんですね」

「べ、別にそんなつもりは……」

「俺は、諦めたりはしませんよ。時間がある限り月光花を探します。たとえ見つからなかったとしても、最後まで足あ掻がき続ける。たとえ神が与えた運命さだめであっても、あなたの命は俺が護ります」

　――あなたとの約束を、破りたくないから。

　そう言ったクレディオは、切ないほど真剣な面差しをしていた。

「だから、最後まで俺のことを信じてください」

「クレディオさん……」

　胸の奥が、痛いくらいにキュッと締めつけられる。

　服の上から胸元を押さえていると、クレディオがおもむろに立ち上がった。

「お茶のお代わりを淹いれますね」

　抑えた声でそう言い、カップを持って歩き出す。

　咄とつ嗟さにイリスは、彼を呼び止めようと手を伸ばしかけたが――結局は、ただ黙って彼の背中を見つめていた。







　二杯目のお茶を手にした二人は、いつしか言葉少なになった。

（何か、話題を振った方がいいものか……）

　そんなことを考えていると、クレディオは不意に肩に重みを感じた。何かと思えば、自分の肩に頭を乗せてイリスが眠っているではないか。

　彼女の健すこやかな寝顔を見て、クレディオは思わず破は顔がんする。

「慣れない土地で、慣れないことをしているんだ。疲れて当然か」

　すやすやと寝息を立てるイリスの手から、そっとカップを取る。自分のカップもローテーブルに置くと、クレディオは慎重にイリスを抱き上げた。

（こんなに小さな身体なのに、世界の命運を一身に背負っているなんて……）

　起こさないように、ゆっくりとベッドへ下ろす。

　毛布をかけ、何となく自分も彼女のベッドに腰かけた。

「あなたは、一人で頑張りすぎていますよ」

　伏し目がちに主の顔を見つめ、頰にかかる髪を優しく払ってやる。

　すると、イリスの小さな唇が動いた。寝言だろうか？　もごもごと何か呟いており、クレディオは彼女の口元に耳を近づけてみた。

「……クレディオさん、雪合戦……楽しいですね……」

　どうやら、夢の中で雪遊びをしているようだ。

　楽しい夢を見ていると知り、ひとまず安あん堵どする。そして、夢の中でも自分がイリスの側にいると思うと、クレディオは僅わずかに頰を赤らめた。

（こんな時、どんな顔をすればいいんだ？）

　嬉しいのやら、照れくさいのやら。

　二人きりで、起きているのは自分だけなのだから、どんな顔をしても誰にも見られない。だが、自分の気持ちに素直になれず、表情を強こわ張ばらせてしまう。

　――その時だった。

「ジュリさん、ダメだって。普通に入ろうよ」

「別にいいじゃない。このサプライズのためだけに、マスターキーも借りたんだし」

　廊下から、ぼそぼそと人の声が聞こえてきた。

　怪け訝げんに思い肩越しに振り返った瞬間、施せ錠じようしていたはずの扉が勢いよく開かれる。勝手に押しかけてきたのは、大きなバスケットを抱えたジュリと、困り顔のルキノだった。

「イリスちゃーん！　厨ちゆう房ぼうを借りて、カボチャのパイを焼いてみたの。疲れてる時には、甘いものが欠かせないものね。だから、みんなで一緒に食べ……ま……」

　最初は活発に喋しやべっていたのに、ジュリの言葉は途中から尻すぼみになる。なぜかルキノは真っ赤になり、「ごめんなさい」と謝って顔を背けた。

　どうしたのだろうかと思い、ようやくクレディオもハッとする。

（しまった！）

　イリスの寝言を聞くため、今は彼女に覆いかぶさるような体勢でいた。

　傍はたから見れば、眠っているイリスを襲おうとしているように見えなくもない。二人の目にもそう映ったらしく、クレディオは慌てて弁解しようとした。

　――が、時すでに遅し。

「ひ、人のことはさんざん言ったクセに……っ！」

　わなわなと身体を震わせ、ジュリがすうっと大きく息を吸い込む。

　止めようとするが、あと一歩のところで間に合わなかった。

「騎士様のヘンタ――イっ！」

　ジュリの叫び声は、屋敷中に響き渡るほどだった。その声を聞いてなお、イリスが目を覚まさなかったことだけが、唯一の救いかもしれない。

　その後、クレディオが二人の誤解を解くことに苦労したのは、言うまでもなかった。
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　激しい吹雪に、二重窓のガラスが割れそうに震えている。

　揺り椅子に腰かけたジェラルドは、深刻な表情で暖炉の炎を見つめていた。

　その時、部屋の扉が特殊な抑よく揚ようをつけて数度叩かれる。

「……来たか」

　扉へ向かうと、下の隙すき間まから一通の封筒が差し込まれていた。

　拾い上げ、すぐに封を切る。入っていた数枚の便びん箋せんに素早く視線を走らせた。

「そうか。ついに、始まるのか……」

　一度だけ内容を確認すると、くしゃりとそれを握にぎり潰つぶし、踵きびすを返した彼は再び暖炉の前へ戻った。

　手中の便箋を燃え盛る炎の中へ投げ入れ、灰になってゆく様を、紅こう玉ぎよくのような瞳で見つめる。

　そうしてしばらく、ジェラルドは暖炉の前から離れなかった。
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「んぅ……」

　窓辺でさえずる小鳥の声に、イリスはうっすらと瞼まぶたを開けた。

「……外が、明るいわ……」

　のっそりと身を起こし、ぐしぐしと目元を擦こする。

　どうやら、夜のうちに吹雪はやんだらしい。これなら出立の時間まで、少しは月光花探しができそうだ。

　そんなことを考えながら、何気なく時計を見たイリスは――半分寝ていた状態から、一気に覚かく醒せいした。

「うそっ、もうこんな時間なの!?」

　六時に起きるつもりが、時刻はすでに八時を回っていた。

　確かに疲れていた自覚はあった。しかし、寝坊してしまうほどぐっすり眠ってしまうなんて、付き合ってくれている友人達に申し訳が立たない。

　慌ててベッドから下りて、寝室から飛び出すと、

「やぁ、おチビちゃん」

　ジェラルドがサルーンにある暖炉前のソファで、優雅に脚を組み読書をしていた。

　彼の元へ小走りに駆かけ寄り、イリスはペコペコと頭を下げる。

「あのっ、寝過ごしちゃってすみません！　本当はもっと、早く起きるつもりだったんですけど……」

「寝坊を叱しかるつもりだったら、とっくに叩き起こしてるから安心しろ」

「？　それじゃあ、ジェラルド君はどうしてここにいるんですか？」

「ラードルフがメイドに伝言を残していった。しばらく、あんたのことを頼むって」

　そういえば、室内のどこにもクレディオの姿が見当たらない。

　普段なら、自分が起きるまで待っていてくれるのに。いや――寝坊する前に、彼が起こしてくれるはずだ。

「クレディオさん、どこに行ったんでしょう？」

「まぁ、あいつも子供じゃないんだ。待ってりゃそのうち戻ってくるだろ」

「それは、そうかもしれませんけど……」

　不安そうなイリスを尻しり目めに、「それより」とジェラルドは話題を変える。

「いつまでそんな格かつ好こうでいるつもりだ？　まさかおチビちゃんには、僕が男に見えていないのか？」

「えっ、ジェラルド君は男の子ですよね？　もしかして、本当は女の子だったんですか？」

「……そんな疑惑をかけられたのは初めてだな」

　嘆息したジェラルドは、読んでいた本を閉じて立ち上がった。

　目の前に立ったジェラルドを、イリスはジッと見上げる。すると、男らしい手が頰に伸びてきた。

「僕が男か女か、証明してやってもいいけど――試してみるか？」

「試す？」

　どんな風にだろう？

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせ、小首を傾げる。

　危機感を微み塵じんも抱かないイリスに苦笑して、ジェラルドは彼女の頰から手を離した。

「やっぱりこういった方面は、おチビちゃんが知るにはまだ早いみたいだな。それより、本当に気づいてないのか？　自分が今、どんな格好でいるのか」

「どんな、格好？　……あっ！」

　指し摘てきされて初めて、自分の着衣を確認する。

　寒いのでカーディガンを羽織っていたが、見事に起き抜けの寝間着姿だった。

（私ったら、なんてことを……っ）

　村で暮らしていた頃は、寝間着が普段着のようなものだった。

　けれど、マナーの講習で教わったのだ。淑しゆく女じよは夜よ着ぎ姿を、安あん易いに他人に見せてはいけない。それは、とてもはしたないことだから――と。

「おチビちゃんが起きるのを待っていたせいで、僕も朝食がまだなんだ。頼むから、さっさと支度してきてくれよ」

「ご、ごめんなさい。すぐに着替えてきますから、一緒にご飯を食べましょう」

　クレディオの行方ゆくえは気になったけれど、きっと、食事を取っている頃には戻ってきてくれる。

　自身そう言い聞かせたイリスは、ひとまず寝室へと引き返した。







「クレディオさん、ほんとにどこに行っちゃったんでしょうか？」

　荷造りを終えたイリスは、屋敷の玄関ホールをうろうろしていた。

　時刻は九時を過ぎ、刻一刻と出しゆつ立たつの時間が迫っている。しかし、クレディオが戻ってくる気配はなかった。

「近くをひと回りしてみたけど、どこにも騎士様はいなかったね」

　イリスより早く朝食を済ませ、月光花を探しに外へ出ていたジュリとルキノも合流し、全員で館内を捜索したがクレディオは見つからない。ローザリアに戻るまで、まだいくばくかの余裕はあるが、今は月光花よりも彼を見つけるのが先だ。

「まさか騎士様、朝っぱらからたった一人で出かけたっていうの？　誰にも行き場所を知らせないで？」

　信じられないと呆れるジュリに、ルキノも苦い顔で同意をする。

「吹雪がやんだとはいえ、無断で外出するなんて危険だよ。騎士様に限って、そんなことありえないと思うけど、遭難とかしてたら大変だし」

「どうしましょう。今からでももう一度、みんなでクレディオさんを捜しに……」

「いや、その必要はなさそうだ」

　イリスの言葉を遮り、ジェラルドが玄関の扉へ視線を流す。

　反射的にそちらを見ると、大きな扉がゆっくりと動いていた。

「クレディオさん！」

　開かれた扉から現れたのは、探し人であるクレディオだ。

　軍服やその上に羽織った厚手のマントには、大量の雪がついていた。まろぶように駆け寄り、寒さで真っ赤に染まった頰に触れると、氷のように冷たくてぎょっとする。












「こんなになるまで、どこに行っていたんですか!?　みんな、クレディオさんに何かあったかと思って、すごく心配していたんですよ？」

　イリスが正論で注意すると、クレディオはマントの中から革袋を取り出す。

「こんな寒さ、あなたを失うことに比べたらどうということはありません。――約束したでしょう？　運命からも、あなたを護まもってみせると」

　袋の口を縛しばっていた紐ひもを解き、クレディオはイリスに両手を出すよう促うながす。わけが分からないまま、イリスが両手を揃えて出すと――袋の中身が、静かにそこへ落とされた。

「これは……っ」

　純白の花弁を広げた、大輪の花だ。

　リオールが見せてくれた、禁書に載っていた模写と、まったく同じ形態をしている。つまり、そういうことは――、

「月光花を、見つけてきてくれたんですね」

　震えそうになる声で問えば、クレディオはゆっくりと頷うなずく。

「言ったはずです。俺は最後まで、あなたの命を諦めたりはしないと」

　誰にも行き先を告げず姿を消したかと思えば、極寒の大地を長時間、月光花を求めて彷徨さまよっていたのか。

　すべては、自分との約束を果たすために。

「理由は分からないけど、どうしてもその花が必要だったんだよね？　良かったね、イリスさん。無事に見つかって、なんだかボクも嬉しいよ」

「あたしもよぉ～っ！　毎日雪まみれになって、あっちこっち探し回った甲か斐いがあったわ。学院に戻ったら、やりそこねたニューイヤーデーもかねて盛大にお祝いしましょうよ。山ほどスイーツを用意して、乾杯よ！」

　ルキノとジュリは手を取り合い、自分のことのようにキャッキャと喜んでいる。

　ジェラルドも穏やかに微笑みながら、イリスの耳元でそっと囁く。

「よかったな、おチビちゃん。これでいつ日蝕が起きても安心だ」

「はいっ！　これも全部、クレディオさんが頑張ってくれたお陰です」

　改めて、月光花を見下ろし――何故か、イリスは目を見開いた。

　表情から笑みを消した彼女は、花をすっぽりと手で包み込む。僅かに開いた指の隙間から掌しよう中ちゆうを覗のぞけば、「やっぱり……」と虚うつろな声が落ちた。

「イリスちゃん、どうしたの？」

　急に元気をなくしたイリスの顔を、ジュリが戸惑ったように窺うかがう。

　他の面子メンツも同じく、急に意気消沈したイリスに怪け訝げんな視線を向けた。

「せっかく、クレディオさんが見つけてきてくれたのに……」

　花を包んでいた手を、そっと開く。

　じっと花を見下ろすイリスの瞳は、ひどく悲しげだった。

「このお花……月光花じゃ、ありません」

　血を吐くような思いで、イリスはようやく辛つらい事実を告げる。

　彼女の指摘に、その場の全員の表情が凍りついた。

「おい、おチビちゃん。そいつが月光花じゃないって、どうして分かるんだ？」

　稀き代だいの超天才児も、薬草学にまで精せい通つうしているわけではないようだ。

　ジェラルドの質問に、イリスは単調な声でぽつぽつと答える。

「リオール先生から見せてもらった本に、月光花の特徴が書かれていました。その一つに、純白の花びらは闇の中で光り輝くとあったんです」

　けれど、両手で包み込んだ闇の中で、花が輝くことはなかった。

「月光花が咲くのは、日蝕が起こる日。あるいは女神リュシアン降こう臨りんの先さき触ぶれ。いろんなことが言われてますから、あるいは……と思ったんですけど……やっぱり、そんなに甘くはなかったんですね」

「それじゃあ、この土地で月光花が発見されたってのはガセだったのか!?」

　声を荒らげるジェラルドに、沈痛な面おも持もちでイリスは首を横に振る。

「それでは、この花は……？」

　クレディオの問いに、イリスはじっくりと花を観察する。

　花か弁べんの枚数を数え、香りを嗅かぐ。やがて彼女は、花びらを一枚だけ取ると指先ですり潰つぶし、滲にじみ出た汁の色を見て確信した。

「これは、雪せつ月げつ花かという花ですね。月光花ほどではありませんが、滅多に採さい取しゆできない貴重なものだとやはり記述がありました。きっとこの花や、同じ雪原地帯に咲くフィラ草。長い間にいろんな薬草が伝説の中で一つになってしまったんです」

「……そんな……っ」

　絶望のあまり、クレディオはその場に力無く膝ひざをついてしまう。

　ひどく落らく胆たんした彼に、かける言葉が見つからず――同じように床に膝をついたイリスは、その冷えた身体を優しく抱き締めた。
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　凍えたクレディオの身体を温めるため、イリス達はひとまずサルーンに場所を移した。

「イリス様、申し訳ありません」

　見つけた花が別物だと判明してから、クレディオは謝罪ばかり口にしていた。

　大きな暖炉の前に座らせた、彼の広い背中に柔らかなブランケットをかけながら、イリスは笑顔で頭を振る。

「クレディオさんが謝る必要なんて、どこにもありませんよ？」

「しかし、俺は……っ」

　何事か言おうとしたクレディオの手に、湯ゆ気げを立てるカップが押しつけられる。

「おチビちゃんの言うとおりだ。月光花が見つけられなかったのは、誰のせいでもない」

「……っ」

「そいつでも飲んで、少しは落ち着け。何もこれで望みがすべて絶たれたわけじゃないだろう。次の手を考えるためにも、まずは心の乱れを鎮しずめろ」

　異母兄から冷静に諭さとされ、クレディオは押し黙る。

　やがて彼は小さく礼を述べ、兄の淹いれた温かいお茶に口をつけた。

（なんだかジェラルド君、私のお兄ちゃんに似てるかも）

　まだ幼い頃。両親が揃って家を留守にした夜に、なかなか寝つけずにいた時、兄が温めたミルクを持ってきてくれた。その後、寂しくないようにと、一緒のベッドで眠ったのはいい思い出だ。

　顔を合わせれば、二人でこそこそと言い争っているけれど。

　このような場面を見ると、改めて彼らが兄弟であることを思い知らされる。

「で、でもさ。ボクはみんなと一緒に聖地に来られて嬉しかったよ」

　その場の空気を変えようと、ルキノが上うわ擦ずった声で言う。

　彼の意図を察して、ジュリも笑顔で大げさに同意した。

「あたしも楽しかったわ。冬休みの間中、誰もいなくなった学院でしょぼい新年迎えるより、ずっと有意義な時間が過ごせたしね」

「イリスさんは、ここのところ試験勉強ばかりだったもんね。外で身体を動かしたから、気分転換にもなったんじゃないかな？」

「だったら、春休みもみんなでどっか行きましょうよ。遠出なんかしなくても、そこら辺の原っぱに、お弁当を持ってピクニックでもいいし」

　冬はまだ本番だというのに、もう春休みのことを考えるとは。

　ジュリらしい素敵な発想だと、イリスが笑みをこぼした刹せつ那な……何かが砕くだける音が、すぐ近くで響いた。

「っ……」

「クレディオさん？」

　見ると、クレディオが持っていたカップが、床に落ちて割れていた。

　――手を滑すべらせたのだろうか？

　最初はそう思ったが、すぐに異変に気がついた。

「うっ、ぐ……っ」

　胸元を押さえて、クレディオが突然苦しみだした。

　あまりに急な出来事に、何の反応もできずにいると――彼の身体が、不意にぐらりと傾いだ。

「……っ！　クレディオさん、大丈夫ですか!?」

　クレディオの身体を抱き留めようとして支えきれず、イリスまで床に転がってしまう。

　だが、すぐに起き上がった彼女は、クレディオの名を呼び肩を揺する。

「……う、うそ……」

　胸に耳をくっつけると血の気が引いた。

「……心臓の音が……聞こえません」

　嫌な汗が全身から噴ふき出した。瞼を開けて瞳どう孔こうを見る。口元に手を翳かざし、呼吸も確認した。最終的には祈るような思いで、脈みやくを取ったが――すべては、最悪な答えを示していた。

「そんな……クレディオさん、死んでる……」

「なんですって!?」

　震える声で告げられた事実に、ジュリの顔色が瞬時に変わる。

　すぐさま駆け寄ってきた彼女は、イリスと同じようにクレディオの反応を調べ……やがて、魂たましいが抜けたような声で呟いた。

「本当だわ……呼吸も心臓も完全に止まってる……」

「ど、どうしてこんなことに？」

　今しがたまで会話していたのに――もう、名前を呼んでも返事をしてくれない。

　己の心臓ばかりがドクドクと、嫌な感じに脈打っている。

（あ……っ）

　思わずイリスは胸を押さえ、指先で感じた固い感触に目を瞠みはる。

「まだですっ！　秘石の力を使えば、クレディオさんを助けられるかもしれません！」

　これまで何度も、秘石は奇跡を起こしてきた。

　灰になりかけたリオールも救ったほどだ。倒れて間もないこともある。きっと、秘石ならクレディオを助けてくれるはずだ。

　そう信じたイリスは、両手を胸の前で組むと目を閉じた。

（お願い、秘石さん！　あなたの力で、クレディオさんを助けてください！　この人は私との約束を護るために、とても頑張ってくれたんです）

　夜も明けきらぬ早朝から、彼は極寒の地を一人で歩き回っていた。

　月光花を見つけ、イリスの命を救うために……。

（クレディオさんは、私の命を大事だと言ってくれた。私にとっても、クレディオさんの命は失いたくないものなんです！　だから、お願い――……っ！）

　ただ必死に、全身全霊で祈りを捧げた。

　けれど、秘石の力が発動した時に感じる胸の熱さは、いつまで経っても訪れない。目を開けて確認しても、秘石が僅かな光を放つことさえなかった。

「なんで、応こたえてくれないの？」

　こんな時にこそ、秘石の力が必要なのに。

　もう一度、目を閉じて強く祈る。それでもダメで、諦めずにまた祈ってみるが――やはり、変化はない。

「こ、こんなことって……」

　指から力が抜け、組んでいた手がだらりと身体の脇わきに垂たれる。

　秘石が奇跡を起こさなければ、クレディオはこのまま……。

「諦めちゃダメだ！　人工呼吸をすれば、まだ息を吹き返すかもしれない！」

「残念。今さら、何をしても無駄だ」

　ルキノの提案を冷れい酷こくに退しりぞけたのは、ジェラルドだった。

　弟が目の前で倒れ、心しん肺ぱいが停止しているというのに、彼はくつくつと笑っている。纏っている雰囲気も、先ほどまでとはガラリと変わり、禍まが々まがしさすら感じられた。

「お前らが何をしようと、そいつは生き返らないぜ。僕がこいつを使って、殺してやったんだから」

　狂きよう気き的てきな微び笑しようを湛たたえながら、ジェラルドが懐ふところから取り出したもの。

　それは、小さなガラス瓶びんだった。中には毒々しい紫色の液体が僅かに残っている。

「さっきのお茶に、毒を盛ったっていうの!?」

「あぁ。まさか、一国の王子をこんなにも簡単に暗殺できるとは――正直、拍子抜けしちまったよ」

「ふ、ふざけるなっ！」

　何事もなかったかのような顔で、弟殺しを語るジェラルドを、ドスの利きいた声でジュリが怒ど鳴なり飛ばした。

　怒りに拳こぶしを震わせる彼女に、ジェラルドは愉ゆ快かいそうに目を細める。

「あなたは、ご自分が何をしたのか分かっているのですか!?」

「自分の行動も把は握あくできないほど、僕は子供じゃない。王位を確実にするために、邪魔な弟に消えてもらっただけのことさ」

「お、王位？　それに、騎士様が王子で、ストルヴィア君の弟って……」

　二人の間で交わされる言葉に、ルキノは混乱するばかりだ。

　事情を知らぬ彼に構わず、ジェラルドはジュリに向かって挑発的に笑む。

「さぁ、どうする？　僕は弟殺しの大たい罪ざいを犯おかした。だけどお前らには、僕を罰することはできないぞ」

「それはどうでしょうかね？」

　ジュリが鋭するどく指ゆび笛ぶえを吹くと、どこからともなく騎士が姿を現す。

　人数はざっと数えて、十名はいるだろうか？　誰もが国王軍の、深緑色の軍服を身に纏っている。

「不測の事態に備そなえて、部下を連れてきていて助かった」

「へぇー。〝ジュリちゃん〟は、本気でこの僕を捕らえるつもりなのか。だが、本当にそんなことができると思うかな？」

「あなたの大好きな〝ジュリちゃん〟には無理でも、本来の私であれば可能です」

　普段はお茶らけて、黄色い声ばかり上げているのに。

　急に声のトーンを落としたジュリは、襟えり元もとを飾るブローチを外し、その裏側に刻まれた紋もん章しようを掲かかげ見せる。

「国王軍総督、ジュリアーノ・ラグハーレンの名のもとに命ずる。オーヴィル殿下の身み柄がらを拘こう束そくせよ。此こ度たびの一件は、すべて国王陛下にお伝えして、あなたには然しかるべき裁さばきを受けていただく」

「えっ！　ジュリさんが、国王軍の総そう督とく閣かつ下か……っ!?」

　王子達だけでなく、ジュリまでその正体を明らかにした。

　ずっと、同級生の女の子だと思っていたルキノは、彼女――否いな、彼の真実の姿に愕がく然ぜんとさせられる。

「そうきたか。さすがの僕も、父上にこのことが知られたらまずいんだよな」

　偽いつわりの仮面を脱ぎ捨て、国王軍総督の顔になったジュリ。彼の部下である騎士達に包ほう囲いされたジェラルドに、逃げ場はなかった。

　だが、相変わらず彼は飄ひよう々ひようとした態度を崩さない。

「そういえば、お前は以前僕にこんなことを言ったことがあったな。『あなたの部下は、私の部下でもある』って」

「それが、どうかしましたか？」

「あれって、逆のことも言えるよな」

　ニヤリと笑んだジェラルドが、パチンと指を弾はじく。すると、それまで彼を取り囲んでいた騎士達が、一斉にジュリへ刃を向けた。

　武器を突きつけられたジュリは、常に服の下に隠し持っているナイフへ、無意識に手を伸ばしかける。

「おっと、無駄な抵てい抗こうはするなよ？　いくら戦場に血の雨を降らせる、冷れい徹てつな総督閣かつ下かだろうと、こいつらを見捨てることはできないだろ？」

「……っ！」

　騎士から差し出された剣を抜き、ジェラルドはすぐ側に蹲うずくまるイリスへ、研とぎ澄すまされた切っ先を向けた。ルキノも騎士に取り押さえられ、苦しげに拘束されている。

　悪魔のような所しよ業ぎように、ジュリは堪こらえきれずに怒声を張り上げる。

「貴様ら、それでも国王軍の御み旗はたを掲かかげる騎士か!?　主君の過あやまちを正すことも、臣下としての務めだ！」

「何を言っても無駄だ。こいつらは、お前の命令なんて聞かないさ。何たって、こいつらが大事にしているのは、ご立派な騎士道精神じゃない。新世界の誕生を願う、邪教の教えだからな」

「なん、だと……っ!?」

「この日のために裏から手を回して、邪教徒を国王軍に紛れ込ませておいたんだ。どうだ、こいつらは優秀で役に立っただろう？」

　よもや、部下だと信じていた者達が邪教徒だったとは。

　大きなショックを受けるジュリに、追い打ちをかけるよう、騎士達は一斉に黒くろ薔ば薇らのペンダントを掲かかげ見せる。邪教徒であることを示す証あかしだ。

　黒薔薇のペンダントを目まの当あたりにし、ジュリは悔くやしげに奥歯を嚙かみ締しめた。

「ラードルフ殿下のように、私達も手にかけるつもりか？」

　窮きゆう地ちに追い込まれてなおも、ジュリの瞳は強い光を絶やさない。騎士数名から手酷く扱われても、彼はただジッと、イリスに刃を向け続けているジェラルドを睨にらむ。

　率直に投げかけられた問いに、ジェラルドは口端を吊つり上げる。

「少なくとも、今すぐ殺すようなことはしないさ。日蝕の始まりが、〈星ほし詠よみの巫み女こ〉より告げられたのだから」

「そんな馬鹿な…っ!?」

「昨夜、確かな筋から報告が入ったからな。おチビちゃんには、陽よう召しようの儀式の前に僕と結婚してもらう必要がある。だから、しばらくの間は生かしておくさ。お前達も人質として価値がある限り、命までは奪わないでいてやるよ」

「こんな卑ひ劣れつな手段を使ってまで、王位を望むとは……恥を知れっ！」

　身動きを奪われてはいるが、ジュリは怯ひるみもせずに一喝する。

　強い語気で責め立てられ、ジェラルドの深しん紅くの双そう眸ぼうが不愉快そうに眇すがめられた。

「〝ジュリちゃん〟の時は、少しは可愛げがあったのにな。〝ジュリアーノ〟は融ゆう通ずうが利かないから、嫌いなんだよ」

　目め障ざわりだから、さっさと連れていけ。

　ジェラルドが命じると、ジュリとルキノは居間の外へ引き立てられてしまう。

　ぐったりとしたクレディオの身体を抱き締め、放心しているイリスも、騎士達は同じように連行しようとしたが――それを、ジェラルドが制止した。

「お前らは、ラードルフを運べ。分かっているとは思うが、くれぐれも丁てい重ちように扱あつかってくれよ。病やまいでの急死と、父上に報告するんだ。死に顔を見せなければならないから、傷一つつけるんじゃないぞ」

「はっ！　了解しました」

　敬礼をした騎士が、イリスの腕の中からクレディオの身体を奪う。

　そこで、ようやくイリスは我に返り、咄嗟に「待って！」と叫んだ。けれど、騎士は彼女の願いを無視し、クレディオの遺い体たいを抱えて居間から出ていく。

「ジェラルド君……どうして、ですか？」

　手のひらに爪が食い込むほど、きつく握り締められた拳こぶしが震えていた。

　最初は顔を合わせるたびに、険悪な雰囲気を漂わせていたかもしれない。けれど、最近のクレディオとジェラルドは違っていた。二人が一緒にいると、兄弟らしさを強く感じさせるようになったのだ。

（……それなのに、クレディオさんを……っ）

　空色の瞳に大粒の涙を溜め、イリスは苦しげに問う。

「今まで、仲良くしていたのに……何で、急にこんな酷いことを……っ」

「おチビちゃんは、僕が衝しよう動どう的てきにラードルフを殺したと思ってるのか？　だとしたら、それはとんだ思い違いだな」

　イリスへ突きつけていた剣を、ジェラルドは下げた。

　そして彼は、床に座り込んだままでいるイリスの前に片膝をつく。

「僕はラードルフとは違って、無謀な行動は取らない主義だ」

　燃え盛る炎を思わせるジェラルドの双そう眸ぼうに、怯おびえた自分の姿が映る。

　イリスが思わず顔を背そむけようとすれば、顎あごを摑まれて、無理やり視線を固定されてしまった。

「ラードルフは警戒心が強く、なかなか隙を見せなかった。だからこそ僕は、あんたらに協力するふりをして、あいつに近づいたんだ」

「それじゃあ、今までのことは……」

　王国歴の授業で偶然隣の席になり、勉強を教えてもらうようになった。

　聖女であることを疑われ、上級生に乱暴されかけた時も、クレディオよりも先に駆けつけてくれた。邪神の野望を阻止した時も、ルキノが邪教徒達に攫さらわれた時も――いつだってジェラルドは、危険を顧かえりみずに戦ってくれた。

　よもや、そのすべてがクレディオに取り入るための芝居だったなんて――。

「余計なお喋しやべりはここまでだ。さぁ、黙って僕についてきてもらおうか」

「ど、どこに行くんですか？」

　扉に向かうジェラルドに腕を引かれ、イリスも強引に立ち上がらされる。

　当然の質問をしたつもりが、次の瞬間、ジェラルドから鋭く睨まれた。道みち端ばたのゴミでも見るような、ひどく冷めた眼差しに足が竦すくみかける。

「黙ってついてこいと、僕は言ったはずだ。質問を許可した覚えはない」

「そんな……」

「あんたは黙って、僕に従っていればいいんだ。人質がどうなってもいいのなら話は別だが」

「っ！」

　人質という単語に、イリスは息を呑のんだ。

　先ほど、騎士達に連れていかれたジュリとルキノの顔が思い浮かぶ。

（ジェラルド君の言うとおりにしないと、二人までクレディオさんみたいに……）

　自分が痛めつけられるなら、我慢することはできる。けれど、自分のせいで他の誰かが傷つくのは、何があっても嫌だった。

　イリスが大人しく口を噤つぐむと、ジェラルドは満足そうに笑う。

「聞き分けが良くて助かる。それじゃあ、今度こそ黙ってついてこいよ」

　本当は、体が震えて歩けるような状態ではなかった。それでもイリスは両足に力を込めて、無言でジェラルドの後についていく。

　大切な友人を、これ以上の恐ろしい目に遭あわせたくなかったから。
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　神聖ランディエル王国の第二王子、ラードルフの他界は突然だった。

　お忍びで出向いた旅先で病やまいに倒れ、そのまま急死した。国王も王妃も、「死に顔がまるで生きているようだ」と言い涙したが、その事実は未いまだ公おおやけに発表されずにいる。

　ついに〈星ほし詠よみの巫み女こ〉が、日につ蝕しよくの始まりの予言を下した。

　そのような不安定な時期に、無用に民の心を乱みださぬために――と、第一王子のオーヴィルが、父王に進言した結果だった。







「よくやってくれましたね、オーヴィル」

　王妃アベルティーネの豪ごう奢しやな私室にはジェラルドの姿があった。

　ファーストネームを親しげに呼ぶだけでなく、アベルティーネはしなやかな手を伸ばし、ジェラルドの頰ほおを愛いとおしそうに撫なでる。これにジェラルドも、ふわりと表情を和なごませた。

「お褒ほめにあずかり、光栄でございます」

「嫌だわ。この部屋にいる時くらい、他人行儀はやめてちょうだい。あなたはわたくしの大切な、たった一人の息子むすこなのだから」

　そう言って、ジェラルドと同じ色をした瞳が細められる。

「ラードルフも哀あわれなものね。聖女さえ現れなければ、命ばかりは奪わずにいてあげたのだけれど……不運なところは、母親に似てしまったようね」

　今でこそ、王妃として表舞台に立っているアベルティーネだが、彼女が城に入った時は日陰の存在だった。

　正妃のセレスティーヌが、健在だったからだ。

「あの女は、わたくしの計画をことごとく狂わせてくれたわ」

　公爵家の令嬢であるセレスティーヌは、身分も容姿も申し分ない女性だった。夜会の席で国王コーネリアスが見み初そめ、二人は多くの国民に祝福されて結ばれたのだ。

　だが、セレスティーヌは子供を授かりにくい身体からだであることが、後になって発覚した。

　三年が過ぎても、跡あと継つぎが生まれる気配もない。

　このままでは、ブランシャール王家が絶えてしまう。

　焦あせった大臣達は、コーネリアスに皺しわ腹ばらを掻かき切る覚悟で懇こん願がんした。尊とうとき血ち筋すじを残すために、側室を迎えてほしい……と。

「けれど、あの女がいたからこそ、わたくしはこの立場を手に入れることができた。少しくらいは、感謝しなければいけないわね」

　セレスティーヌ以外の娘は愛せない。

　国王は最初、そう言って大臣達の願いを退しりぞけた。しかし、「聞き届けてくださらなければ、我らは一斉に国を去らせていただきます」とまで迫られては、彼らの進言を受け入れることしかできなかった。

　結果、側室候補に多くの令嬢達が立ち――首しゆ尾びよく、アベルティーネが正式に選ばれたのである。

「わたくしの正体に気づかないとは、国王も愚おろかなこと。よもや、妻が〝ルドロスの意思を継ぐ者〟だとは、夢にも思っていないのだから」

　先々代の国王の御み代よ。

　地方領主のハインリヒ・ルドロスが邪神ラーザを奉ほうじ、挙兵した。彼の家系は代々秘かに邪教を崇すう拝はいし、ハインリヒ自身も熱心な信者だった。

　王都に攻め込んだハインリヒは戦いで命を落とし、彼の一族も処刑された――はずだったが、実際は生まれたばかりの娘が一人、行方ゆくえをくらましていた。その娘こそ、ルドロス家の血を引く生き残りであり、アベルティーネの曾そう祖そ母ぼだった。

「あと少しで、我が一族の恨うらみを王家の者達へ思い知らせることができる。そして、わたくしの可か愛わいい息子が、この国の頂点に立つ。――なんと、素晴らしいことかしら」

　父は邪教の幹部で、母は狂信者。無論アベルティーネも、長ずるにつれ邪教の教えを刷り込まれ、今に至った。

　名門貴族の養女として、国王の側室候補に名乗りを上げることができたのも、父の手引きがあってこそである。

　まんまと側室の座に収まったあとは、生なした子供を王位に即けて、邪教こそを国教とするのがアベルティーネの野望となった。

　しかし、彼女の目もく論ろ見みは思うように進まなかった。

　コーネリアスは、正妻のセレスティーヌを溺でき愛あいしている。それでもしばらくの間は、アベルティーネの元にも通ってきた。

　だが、足は徐々に遠のき始め、アベルティーネは焦った。

　子を授かる前に、コーネリアスは自分のところへ来なくなる。そうなっては、これまでの努力がすべて無駄になってしまう。

　そこで、アベルティーネは大おお博打ばくちを打った。コーネリアスに似た容姿の男を探し、その者と通じて子供を儲もうけたのだ。

　ジェラルドの実父に当たるこの男の行方など、とうに知れない。

　これで安あん泰たいかと思いきや、障害はまたしても思わぬ形で現れた。子宝を望めぬはずのセレスティーヌが、奇跡的に身み籠ごもってしまったのだ。

「噓うそでも、あの女の子供に母と思われるのは屈くつ辱じよくだったわ。だけどそんなことは、もうどうでもいいのよ。あなたが即そく位いさえすれば、用済みの国王は消せばいい。そうなれば、わたくし達は誰の目をはばかることなく、親子として生活することができる」

　セレスティーヌもアベルティーネも、幸か不幸か、同時期に男児を産み落とした。

　このままでは当然、正妃の息子が王位に即いてしまう。ならば……と、アベルティーネは自みずからの専属騎士に命じ、驚くべき行動に出た。

　自分の子供と、セレスティーヌの子供を入れ替えさせたのだ。

　一度は暗殺も考えたが、疑いの目を向けられては堪たまらない。故に彼女は、このような暴挙に出たのだ。

「あなたが、邪神復活の阻止に動いたことを知った時は、とても驚かされたものです。ですが、結果的に良い方向へと繋がりましたわ」

「聖女やラードルフを懐かい柔じゆうするためとはいえ、母上にはご心配をおかけして、申し訳ありませんでした」

　頭を下げたジェラルドに、アベルティーネは穏おだやかに首を左右に振る。

「わたくしとしても、ラーザ様自ら復活されては困るのですよ。然しかるべき儀式に則のつとり、邪神の強大な闇の力だけを手に入れて国王となれば、誰もあなたに逆らうことはできませんわ」

　それに――と続け、アベルティーネは壁際に控ひかえている専属騎士を見やった。

「わたくしの騎士が先走って、迷惑をかけてしまったとか」

「精霊祭の一件のことならば、お気になさらず。お陰で、聖女達とより親しい関係を築けましたから。それよりも僕は、母上のことが心配でした」

「まぁ、わたくしの身を案じてくれていたのですか？」

「騎士団の総督は有能ですから。奴の指示で、事件直後は逃亡した聖女誘ゆう拐かいの実行犯を、騎士団が総力を挙あげて追っていました。僕が裏で動かなければ、今頃はどうなっていたことか……」

　大げさに嘆たん息そくしたジェラルドも、銀髪の騎士へ視線を投げた。

　主とその息子から蔑さげすんだ目で見られ、青年のまだ新しい傷きず痕あとがある頰が震える。

「これから先、二度と余計なことはするな。次に母上を危険に曝さらしたら、僕は容よう赦しやなく貴様を殺す」

「母親思いのオーヴィルは優しい子ね」

　とろけるような微び笑しようを、ジェラルドに向けたかと思いきや。アベルティーネは、凍いてつく眼まな差ざしで騎士の青年を睨にらみつける。

「ウォルト、これからは勝手な行動は慎つつしみなさい。次にこの子の邪魔をするようであれば、わたくしにも考えがあります」

「そんな、私はアベルティーネ様によかれと思い……っ」

「お黙りっ！」

　鋭するどく一いつ喝かつされ、ウォルトと呼ばれた騎士は絶望した顔で口を噤つぐむ。

　高ぶった気を落ち着かせるよう、深く息を吐いたアベルティーネは、すぐに柔らかな口調に戻った。

「あなたはこれまで、わたくしのために十分な働きをしてくれました。だから、しばらく暇を取りなさい」

「アベルティーネ様……」

「お願いだから、わたくしに〝お仕置き〟をさせないで頂ちよう戴だい」

　穏やかな笑みに反し、彼女の瞳は研ぎ澄まされた刃のように鋭利だった。

　強い眼光に気け圧おされた騎士は、抗うこともできず、「御ぎよ意いのままに」とだけ押し殺した声で告げる。強く握にぎり締められた拳こぶしは、悔くやしさで小こ刻きざみに震えていたが。

「聞き分けの良い子は好きよ」

　そう言って微笑んだアベルティーネは、ゆっくりと窓の外へ視線を移す。

「これで、いつ日蝕が起きても安心ね。ラードルフが消えたことで、〝陽よう光こうの試し〟を行う必要がなくなったもの」

　神聖ランディエル王国の初代国王ランバードが、太陽神マトロスから授かったと伝わる陽光の剣。聖女の出現を受け、王子たちはこの聖剣を台座から引き抜くことで己の正統性をしめさねばならない。

　つまり、ジェラルドには端はなから不可能な儀式なのだ。

　数か月前の日蝕が偽りであることを、アベルティーネは知っていた。邪教の司祭である父から、ラーザ復活の前ぜん兆ちようの一つにすぎぬと、報告を受けていたからだ。

　偽の日蝕であれば、クレディオにも剣を抜くことはできないだろう。

　そう確信していたからこそ、あの時は静観していたのだ。

「あぁ、楽しみだわ。この国はもうすぐわたくし達のもの。理想の世界が誕生するのよ」

「母上の望みならば、僕はどんなことでも叶かなえてみせましょう。この身に流れる、ルドロスの血に誓ちかって」

　水面下で進められる、王家への復ふく讐しゆうと邪神の力を奪取する計画。

　時を経て、ルドロスの血筋が王位簒さん奪だつを企くわだてているとは知らず――空ではゆるゆると、月が太陽を浸しん食しよくし始めていた。
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「なぜだ！　なぜ、あのお方は私を見てくださらないっ！」

　自室へ戻ったウォルトは、勢いに任せて棚の上の物を剣で薙なぎ払う。

　床に叩きつけられた花か瓶びんが割れ、飾られていた花と水がぶちまけられる。怒りのあまり呼吸は乱れ、苛いら立だたしげに前髪を摑つかむ。

「私は、精一杯お仕えしているのに！　どうして私だけを見てくださらないのだ！」

　アベルティーネと初めて出会ったのは、貴族の屋敷に雇やとわれてすぐのことだ。

　養女に迎えられた彼女は、まだ十六歳。幼くして親元を離れ、屋敷の雑用を任されていたウォルトは、慣れない仕事で失敗ばかりしていた。

　その時、優しく声をかけ、庇かばってくれたのがアベルティーネだったのだ。

「剣を振るえるようになったのも、あのお方の騎士となり、お命をお護りするため！　少しでもお役に立ちたくて、邪教徒の中でも立場を手に入れた！」

　幼い自分を護り、微笑んでくれた愛する人。

　彼女のために、己のすべてを捧ささげているというのに――王城へ上がってから、アベルティーネはウォルトを見なくなった。その瞳が映すのは、憎むべき者か愛する息子だけで、ウォルトへの態度は冷たくなる一方だ。

「……そうか、私はまだ力不足なのだな……」

　もっともっと強くなれば、アベルティーネは昔のように接してくれる。心から褒めてくれるし、もう一度、優しく微笑みかけてくれるはずだ。

　狂おしく思い込む彼の双そう眸ぼうは、いつしか禍まが々まがしい黄色に輝いていた。
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「ごめんね、ルキノ君」

　薄暗い牢屋の中に、ジュリとルキノは捕とらえられていた。

　ロープで両手足を縛しばられ、身動きを取ることもできない。武器はすべて没ぼつ収しゆうされてしまったので、脱走を図はかることもできず、二人並んで壁にもたれていた。

「無関係なあなたを、王家の問題に巻き込んでしまったわ。本当なら、あなただけでも逃がしてあげたいのに……」

「気にしないでよ、ジュリさん。――いや、国王軍の総そう督とく様だし、ラグハーレン閣かつ下かって呼ぶべきですよね？」

　王子だけでなく、ジュリの正体までルキノは知ってしまったのだ。

　急に他人行儀になった友人に、ジュリは唯一自由な頭を振る。

「あたしのことは、これまでどおり〝ジュリ〟として接してくれる？　友達からよそよそしくされるの、何だかイヤなのよね」

「でも、ボクは一般庶民で……いや、ジュリさんは差別が嫌いで、誰とでも対等に接していたよね。同級生なのは事実なんだし……。あっ、ボクのことなら大丈夫だから」

「大丈夫って……このままだと、ルキノ君まで殺されちゃうのよ？　平然と弟を手にかけたくらいよ。オーヴィル殿でん下かなら、顔色一つ変えずにあたし達も始末するでしょうね」

　顔を合わせれば、嫌味の応おう酬しゆうばかりだった。

　性格が歪ゆがんでいて、可愛げのない王子だ。それでもジュリは、王子としてのジェラルドに一目置いていた。だからこそ、彼の裏切りを許すことができなかった。

　無論、彼の本性を見抜けなかった自分自身も――。

「あたしは、国民を護る国王軍の総督よ。それなのに、ルキノ君を危険な目に遭あわせるなんて、自分で自分が情けないわ」

「ジュリさん、そんなこと言わないでよ」

　本気で落ち込むジュリに、ルキノはにっこりと微笑みかける。

「驚かないで聞いてくれるかな？」

「それは内容によるけど、できるだけ善ぜん処しよするわ」

「じゃあ、正直に言うけど――ボク、ジュリさんのことが好きだったんだ」

「……っ！」

　何を言われるかと思えば、予想を遙はるかに上回ることだった。

　思わず息を呑み、喉がヒュッと音を立てる。

「ごめん。やっぱり、驚かせちゃったよね」

「そ、そりゃねぇ……」

　ルキノの好意には、薄々感づいてはいた。

　けれど、まさかこんな場面で告白されるとは想定外だ。自分の正体がバレた後なので、驚きはなおさらである。

　彼なら、黙って諦めてくれると思っていたからだ。

「でもルキノ君、あたしは正しよう真しん正しよう銘めいの男よ？　年だって、あなたよりもずっと上だし」

「うん、そうみたいだね」

「……ショックじゃないの？」

　任務だからとはいえ、女子生徒に扮ふんしてルキノを騙だまし続けてきたのだ。

　てっきり、傷つけてしまったと思ったのに、彼は以外にもけろっとしていた。

「確かに、ジュリさんが男だったと知って、それなりにショックだよ。しかも、国王軍の総督だなんて思いもしなかったし」

　でもさ――と、ルキノは笑う。

「ボクは、ジュリさんが女の子だから好きになったわけじゃないんだ」

「そうなの？」

「最初の頃は、明るくて可愛い人だなって思ったけどね。でも、ボクはジュリさんの強い心に惹ひかれたんだ」

　静かに語るルキノの言葉に、ジュリは黙って耳を傾かたむける。

　何となく、彼の言葉を聞き漏らしてはいけない気がしたのだ。

「言いたいことがあったらはっきり言って、やりたいことがあったら即実行する。友達のために全力で尽くしたり、どんな悪者にも怯ひるまない強さが、ボクには羨うらやましかった。――恋とか憧れとかじゃ表せない、『好き』だったのかもね」

「そっか」

「自分でも不思議なんだ。いつ殺されるか分からないのに、ジュリさんと一緒にいるだけで、全然怖くないんだよ。多分、ジュリさんがボクに勇気をくれてるんじゃないかな？」

　そう言って微笑むルキノに、ジュリの心がじんと熱くなった。

（本当に強いのはどっちよ）

　国王軍の総督ともあろう自分が、折れかかった心を年下の子供に支えられるとは。

　騙されていたことなど意にも介さず、以前と変わらず接してくれる。年齢も立場も違うけれど、そんなルキノと友人になれたことを、ジュリは誇ほこりに思った。

　その時、遠くで扉が開く音が聞こえた。

（誰か来る）

　重い軍ぐん靴かの音が、徐じよ々じよに近づいてくる。見張りの交替かとも思ったが、それは先ほど行われたばかりだ。

　――では、何者が？

　そんな疑問を抱いていると、牢ろうの前に一人の男が立った。

「やぁ、ご機嫌いかがかな？」

「っ！」

　冷ややかな眼差しで笑っているのは、王子の正装を纏まとったジェラルドだ。

　彼が何事か耳打ちすると、見張りの兵士は敬礼をして牢内から出ていく。

「よくあたし達の前に、平然と顔を出せたわね」

　威い嚇かくするように、ジュリは強い眼光でジェラルドを睨ねめ上げる。

「僕も嫌われたものだな。まぁ、好かれようとは思っていないから別にいいけど」

「奇き遇ぐうね。あたしもあんたのことを憎にくみはすれども、死んでも好きにはならないわよ」

「お前は、人ひと質じちになっても口が減らないな」

　軽く肩を竦めたジェラルドは、何を思ってか牢の鍵かぎを開けて中に入ってきた。

「今日、ラードルフが王家の墓に埋まい葬そうされた」

「そんなことを、わざわざあたし達に報告しにきたの？　王子殿下も暇ひまなのね」

「それだけじゃない。すでに日蝕が始まっていることは知っているだろうが、婚礼の儀の日程も、ついさっきの会議で決まった」

「何ですって……!?」

　聖女と王子の成婚は重大な意味を持つ。

　聖女と結ばれた者が、国王の座に即くことになるのだから。

　弟を殺し、邪教徒とも通じている人物を王に戴いただいたら国はどうなるか分からない。――いや、被害が国だけで済めばまだいい。

　彼が邪神を復活させたなら、世界が闇に支配され滅んでしまう。

「舞台はすべて整った。だから、お前達にはラードルフの元へ行ってもらおうか」

「イリスちゃんを首尾よく捕らえたから、もう人質は用済みってわけ？」

「そういうことだな」

　腰の剣をスラリと引き抜き、ジェラルドは静かに構える。

　自由を奪われた身体を懸命に動かし、ジュリは背中にルキノを庇かばう。ろくな抵抗はできずとも、民を護ることが騎士の使命だと、己が魂に刻んでいるのだろう。












「どうやら、これまでのようね」

「ジュリさん。ボクは、キミに自分の気持ちを伝えられて満足してるよ。だから、この運命も受け入れられる」

　今から殺されるというにもかかわらず、ルキノの心は相変わらず揺るがない。

　ジェラルドの剣が、ゆっくりと振りかぶられる。その光景を見つめながら、ジュリは笑顔で答えた。

「あたしも、ルキノ君の気持ちが聞けて嬉しかったわ」

　次の瞬間、無む慈じ悲ひな白しら刃はが振り下ろされる。

　――後に訪れたのは、耳に痛いほどの静せい寂じやくだった。

　　　　　[image: ]

　陰いん鬱うつな鐘の音が、遠くから風に乗ってかすかに響いてくる。

　王城の東にある高い塔とうに、イリスは幽ゆう閉へいされていた。

（私、これからどうなるのかしら？）

　ここ数日、ずっとそんなことばかり考えている。

　部屋の錠じようは外から下ろされているので、室内を自由に動くことができた。

（どうにかして、ここから逃げ出せないかしら？）

　脱走しようにも、方法が思いつかない。

　窓はあるが、太い鉄てつ格ごう子しがはまっている。一日三度、食事を差し入れられていたが、それも扉の下にある受け取り口からだ。窓も扉も閉ざされていては、逃げ道を確保することは不可能だ。

「……今までのことが全部、夢だったらいいのに……」

　一人ぼっちの空間に、そんな呟つぶやきが虚むなしく響いた。

　これまでのことは、全部、死にかけの自分がベッドの中で見た夢だった。目が覚めたら、また辛い闘病生活に戻ってしまうけれど――クレディオがいなくなってしまうよりも、その方がずっとよかった。

『あなたはまた、自分の身体を蔑ないがしろにして』

　その時。

　不意に、脳裏でクレディオの言葉が甦よみがえった。

『どうしてイリス様は、他人の命は何よりも大事にするくせに、自分の命も同じように思えないのですか？　俺は、あなたを失いたくないのに……』

　そうだ。彼の言うとおり、自分はいつも己おのれの命を軽んじていた。

　病に蝕むしばまれた命は、すでに失ったに等しい。秘石の力を借りなければ、生きていられない身体なのだ。そんな自分の命よりも、今を生きている人々の命の方が、ずっと大切なものだと思っていた。

　けれど、クレディオは違った。

　イリスが自分を粗そ末まつに扱あつかうたびに、彼女にその存在の尊とうとさを真剣に訴うつたえたのだ。

（もし、私が先に死んでいたら……）

　そう考えて、イリスはようやく気がつく。

　自分が知らぬ間に、どれだけクレディオを傷つけていたかを。

「私、最低だわ……っ」

　クレディオがいなくなって、初めて「残される側」の気持ちを知った。

　胸にぽっかりと穴が開いてしまった感覚が、いつまでも消えない。振り返れば、いつものように彼が立っているような気がして、何度も後ろを確認してしまう。気がつくと、彼の姿を全身で探しているのだ。

（残された人が、こんな気持ちになるなんて知らなかった）

　幼い頃から、自分のせいで家族が困る場面を何度も見てきた。

　医者代を工く面めんするため、両親がいくつも大切なものを売ったのを知っている。兄が近所の子供達から、「お前の妹には死神が取り憑ついている」と言われ、陰いん湿しつないじめを受けていたことも。

　税金が払いきれないのも、家族が食事をお腹なか一杯食べられないのも、全部自分のせいだ。

　だから、無意識に思っていたのかもしれない。

　自分さえいなくなれば、家族は幸せになれるのだ――と。

　そんなこと、優しい両親と兄が望むはずがないと分かっているのに。

「……ごめんなさい、クレディオさん……っ」

　両手で顔を覆おおい、震える声で謝る。

（あなたはずっと、私がいなくなることを悲しんでいてくれたんですね。そんなことにも気づかないで、私は……っ）

　思えば、先に逝いく側の気持ちは楽だった。死んでしまえば、それで終わりだと思っていたからだ。

　女神の力を使えば、自分は命を落とす。

　聖女としての運命も、イリスの生への無む頓とん着ちやくさに拍はく車しやをかけた一いち因いんだろう。

（どうして、もっと早く気がつけなかったの？）

　やっと、己の命の重さを理解したのに。

　誰よりもそのことを教えようとしてくれた、大切な人はもういない。

「……クレディオさんに、会いたい……っ」

　たくさん謝って、たくさんお礼が言いたかった。

　けれど、名前を呼んでも彼が現れることはもうない。その息が止まっているのを、実際に確かめたのは自分だ。彼が生きているという、偽いつわりの希望すら抱くことはできなかった。

　イリスが後こう悔かいの海に沈み、苦しみに喘あえいでいた時。

　不意に、扉の錠が外される音が聞こえた。

「クレディオさん!?」

　彼がこの世にいないことは、イリスが一番よく知っている。それでも、死にかけていた自分が助かったように、何らかの奇跡が起きたかもしれない。

　クレディオが聞いたら、「物語じゃあるまいし」とため息をつきそうだ。

　けれどイリスは、素直に彼の死を受け入れられなかった。

「残念だったな、ラードルフじゃなくて」

「あ……」

　開かれた扉から現れたのは、氷のような表情をしたジェラルドだった。

　顔を見た途と端たん、目に見えて落胆したイリスに、彼は皮肉っぽく笑う。

「あいつが死んだことは、おチビちゃんがよく知ってるだろう？　脈も呼吸も止まって、瞳どう孔こうは開いていた。心臓の音もしなかったはずだ」

「……っ」

「それに今日、ラードルフの埋まい葬そうが済んだ。ついでにあんたの大切なお友達も、あいつと同じところへ案内してやったよ」

「え……っ」

　さらりと告げられた非情な台詞せりふに、イリスは心臓が凍こおりついたかと思った。

「う、そ……ジュリちゃんと、ルキノ君まで……そんな……っ！」

　愕がく然ぜんと見開かれた瞳から、ぽろりと大粒の涙がこぼれ落ちる。

　唐突に泣き出したイリスを、ジェラルドは相変わらずの無表情で見つめていた。

「……どうして、ですか……っ！」

　凍てつく赤い瞳を、キッと睨にらみつけ、イリスは初めて声を荒らげた。

「私がおとなしく、ジェラルド君の言うことを聞いていれば、二人には手を出さないって約束したじゃないですかっ！　それなのに、どうして二人まで……っ!!」

「人質として価値がある間は殺さない、と言っただけだ」

「だ、だからって……どうしてこんな酷ひどいことをするんですかっ!?　私の知ってるジェラルド君は、少し意地悪だけど、とっても優しい人でした！　それなのに何でなんですかっ!!」

「少し黙れよ」

　血を吐くように叫ぶと、顎あごを痛いくらいの力で摑まれる。

　思わず口を閉ざすと、鼻先が触れるほどの距離まで、ジェラルドの顔が迫ってきた。

「あんたが、僕の何を知ってるっていうんだ？　今の今まで、僕の本性に気づけなかったくせに」

　それだけ言うと、ジェラルドはあっさりイリスを解放した。

　カクンと膝ひざから力が抜け、床にへたり込む。すると、頭上から鼻で笑われた。

「まぁ、何とでも言うといいさ。あんたも今に、僕の行動が正しいと認めるだろうからな」

　見下したようにそう言うと、ジェラルドはイリスに背を向ける。

　そして、彼が部屋を出て行く間際に、最も危き惧ぐしていたことを告げられた。

「成婚の儀が明日に決まった」

「え……っ」

「仲間がみんな死んだからって、あんたまで後を追うなよ？　聖女がいなくなったら、この世界はどうなる？　僕としても、聖女と儀式を行わなければ国王になれないんだ。せいぜい、馬鹿な真似はしてくれるなよ」

　扉が閉まり、再び錠が下ろされる。

　一人ぼっちに戻った部屋で、イリスは瞬まばたきも忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。

「クレディオさんだけじゃなくて、ジュリちゃんとルキノ君までいなくなっちゃった……」

　久しぶりに顔を合わせたジェラルドは、やはり絶対零度の眼まな差ざしをしていた。恐れていた日蝕が始まり、婚礼の日取りまで決まって――もう、限界だった。

　込み上げる嗚お咽えつを耐えることなく、イリスは声を上げて泣き始める。

　空っぽになった胸が、抉えぐられたように激しく痛む。行き場のない感情を叩きつけるように、何度も拳こぶしで床を殴なぐった。苦しくてたまらないのに、涙が止まらなくて……。

　それはまるで、命を削けずるような慟どう哭こくだった。







　室内が暗くなり、夜空に月が昇る頃。

　ようやく泣きやんだイリスは、力無く床に倒れ込んでいた。

「……けほっ……」

　長時間、大声を上げていたので喉が痛い。呑み込む唾つばからは微かすかに血の味がして、軽い咳が続いている。

　瞼まぶただけでなく、顔全体がむくんでしまった。

　頭もガンガン痛んでいたが、気持ちだけは大分整理できた。

（ジェラルド君が、どうしてこんなことをしたのかなんて関係ない）

　どんな理由があっても、仲間の命を奪った彼のことは許せない。

　それに――自分がするべきことは、最初からただ一つだ。

（日蝕を終わらせて、邪神を復活させないためにも、陽よう召しようの儀式だけは成功させなくちゃ）

　大好きな仲間達はいなくなってしまったけれど、この世界にはまだ、護りたいものがたくさん残っている。

　故郷の家族や、ローザリアの恩師。叶かないそうにもないけど、雪遊びの約束をしたクラスメイト。それだけじゃない。この世界に生きるすべての人に、自分のような悲しい思いをしてほしくないから――イリスは今まで以上に、心に強く誓ちかう。

（私は、絶対にこの世界を護ってみせる）

　姿は見えなくなったとしても、仲間達はきっと側にいてくれる。だから、一人では無理だとためらうことも、今ならできると確信できた。

　やはり瞼は、痛々しく腫はれ上がったままだけれど。

　固い決意を宿したイリスの瞳には、強い輝きが戻っていた。
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〈星ほし詠よみの巫み女こ〉の予言は絶対だった。

　太陽と月が重なり合い、地上に濃い影を落とす。

　完全に光を失った世界では、昼間だというのに煌こう々こうと篝かがり火びが焚たかれていた。松たい明まつやカンテラを持った人々が、不安顔で空を眺めている光景も、至いたる所で見受けられる。

「ついに、この日がきてしまったのね」

　蠟ろう燭そくに火を灯ともし、イリスの母は深刻な面おも差ざしで窓から外を見ていた。

「日につ蝕しよくなんて、永遠に起きなければよかったのに。どうしてあの子ばかり、こんな辛つらい思いをしなければならないのかしら」

　この天変の少し前。聖ルミナリア大神殿から巫女の使者という、クマのような若者がやってきた。

　大男は、驚くべき事実を伝えた。日蝕が起こり、イリスが女神の力を儀式で使ってしまえば、その命が失われる――と。

「病気が治って、これからは幸せに暮らせるんじゃなかったの？　あの子が救った世界で、私達だけ生きるなんて……そんなの、イリスが可か哀わい想そうだわっ！」

　両手で顔を覆おおい、ついに母は声を押し殺して泣きだす。

　ちょうどその時、玄関の扉がノックされた。母の隣に立って、肩を抱き寄せていた父が返事をすると、ランタンを持った息子が入ってくる。

「ただいま。ようやく戻ってこれたけど、街はすげぇ騒ぎだったよ。店は売り物を盗まれるわ、そこら中で喧けん嘩かしてる奴らがいるわで、俺も何人かに絡まれて危なかったぜ」

「無事で何よりだ。ほら、母さん。可愛い息子が帰ってきてくれたぞ？」

　奉ほう公こう先さきから戻った兄は、父に縋すがって泣いている母を見て眉まゆ根ねを曇くもらせた。

「母さん、そんなに泣くなよ。一番辛いのはイリスなんだ。それでもあいつは、自分にできることを頑張ってる」

「こいつの言うとおりだぞ、母さん。今はイリスが無事に義務を果たすことを祈ろうじゃないか。あの子の願いが世界を護ることなら、それを応援してやるのも親の務めだろう？」

　普段はおちゃらけている、夫と息子から真しん摯しに励まされる。

　目尻に浮く涙を指先で拭い、ようやく母は落ち着きを取り戻した。

「……そうよね。私が泣いていたら、イリスが心配してしまうわ」

　そして、母は胸の前で手を組んで目を閉ざす。

「月の女神様。どうか我が娘の闇やみを、優しく照らし出してください」

　病床のイリスを案じ、毎日のようにかけていたまじないを唱となえて祈る。

　遠く離れた王都にいる愛まな娘むすめが、無事に聖女の役目をまっとうできるように――と。
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　王城の地下にある祈り場は、厳げん粛しゆくな空気に包まれていた。

　これより行われるのは、百年に一度の秘ひ儀ぎだ。

　偽にせの日蝕事件の時は、途中で中断されてしまった儀式だが、今回は陽光の試しが省はぶかれ、成婚の儀から始められるようだ。

　無数の燭台に照らし出された祭さい壇だんには、聖ルミナリア大神殿の大主教が立っていた。傍かたわらには、典礼用のフード付きのローブを纏まとった神官が並び、その隣では国王と王妃が椅い子すに座っている。壁際を見れば、祭典用の軍服に身を包んだ騎士達が、ずらりと並び立っていた。

　やがて、聖剣の間と祈り場を結ぶ白亜の大扉が開かれ――婚礼衣装に身を包んだジェラルドと、ウエディングドレス姿のイリスが入場してきた。

（まさか、こんなことまでされるなんて思わなかったわ）

　陽召の儀式を行う封ふう呪じゆの門は、祈り場の更に奥にある。

　必死に頭を悩ませ、イリスが考えた計画はこうだ。式に立ち合っている国王に、隙すきを見てすべてを直じき訴そする。そして、周囲の混乱に乗じて、封呪の門のある場所へ近づき、儀式を強行してしまう。

　だが、狡こう猾かつなジェラルドに抜かりはなかった。

（おかしいわ、滅多に手に入らない薬なのに……）

　ウエディングドレスに着替えさせられ、すべての支し度たくが終わる頃。塔の部屋まで迎えにきたジェラルドに、イリスは強引に薬を飲まされていた。

　その薬の名前は、声せい封ふう薬やく。

　文字通り、使用者の声を封じる効果を持っている。

　必要となる薬草は、入手困難なものばかり。調合方法も複雑で、並なみの薬くす師しでは煎せんじられないほど、扱いが難しい薬でもあった。

（どうしよう。解げ毒どく剤ざいを飲まないと、ずっと声が出ないままだわ）

　気合で発声しようとしても、唸うなり声一つ上げることもできない。

「ほら、おチビちゃん。歩くぞ」

　しっかりと組んだ腕を、ジェラルドから引かれる。

　中央の通路を挟んだ両側には、長椅子が何列も並んでいた。この儀式に参加しているくらいだ。そこに座っている人々は、さぞかし重要な地位にある貴族なのだろう。

（ど、どうしたらいいの？）

　このままでは、計画どおりに事を進めることができない。それどころか、順調に成婚の儀が執とり行われ、ジェラルドが次代国王になってしまう。

　己おのれの地位を確保するため、弟や友人を手にかけた非道な人間だ。

　彼を王座に即けてはいけないと、イリスは心に強く思っていた。

（こんなことになるのなら、もっと身体からだを鍛きたえておくべきだったわ）

　腕を振りほどこうと試みるが、ビクともしない。逆に強い力で引き寄せられて、そのまま祭壇まで連れていかれた。

「それでは、式を始めさせていただきましょう」

　祭壇の前に聖女と王子が立つと、大主教が分厚いヴェレーデ経典を捲めくった。

　ローザリアに入学する前に、一度だけ会ったことがある。豊かな白しろ髭ひげが印象的で、常ならば慈愛に満ちたこの聖職者にも今は僅わずかな緊張が見て取れた。

「汝は、この女イリス・レルミットを妻とし、良き時も悪き時も、富める時も貧しい時も、病める時も健やかなる時も共に歩み、他の者に依らず、死が二人を分かつ時まで愛を誓い、妻を想い妻のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓ちかいますか？」

「誓います」

　よく通る声でジェラルドが即答すると、大主教はおもむろに頷く。そして今度は、イリスへ対する誓いの言葉が、淀よどみない口調で読み上げられた。

「汝なんじは、この男オーヴィル・ジェラルド・ブランシャールを夫とし、良き時も悪き時も、富める時も貧まずしい時も、病やめる時も健すこやかなる時も共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を分かつ時まで愛を誓い、夫を想い夫のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓いますか？」

　長い誓いの言葉が、ゆっくりと読み上げられる。

　声が出せない状態だから、頷うなずいて同意しろと言われていた。こうなったら、首を横に振って否定しようと考えたが――それを見越したジェラルドに、すぐさま先手を打たれてしまう。

「ここには、僕の忠ちゆう実じつな部下達が入り込んでいる。あんたの心がけ次第では、どんなことでもできるぞ？」

「……っ！」

　大主教に聞こえないよう、こっそりと囁ささやかれた言葉に背せ筋すじを戦せん慄りつが走る。

（私が言うことを聞かなければ、また無関係な人達を殺すつもりなのね）

　大切な友人達は、無情にも命を絶たれてしまった。

　今度は、儀式に参列している者達が人質か。初めて顔を合わせた人々ばかりだが、これ以上、自分のせいで誰かがいなくなるのは嫌だった。

（もう、どうすることもできないのかしら？）

　悔くやしさに奥歯を食くい縛しばり、イリスはゆっくりと首しゆ肯こうする。

　聖女が誓いに同意すると、何も知らぬ列席者達から安あん堵どのため息が漏もれる。よもや自分たちの命を盾たてに取られ、花嫁が夫に脅おどされているとは、どこの誰が想像するだろう？

「それでは、神々の御前にて誓いの口づけを」

　祭壇の奥には太陽神アトロスと、月の女神リュシアンの像が並んでいる。

　男神であるアトロスは、力の象徴である剣を掲かかげ。女神であるリュシアンは、慈じ愛あいの心を示す一輪の花を持っている。

（私、本当にジェラルド君のお嫁さんになるの？）

　組んでいた腕がようやくほどかれた。かと思えば、ジェラルドから逃げられないほどの力で、がっしりと両肩を摑まれる。

　炎のような赤眼を、空色の瞳でじっと見返す。

　物語で読む〝恋〟というものに、ずっと憧あこがれていた。初めての口づけだって、本当にレモンの味がするのか気になっていた。けれど、このままでは恋をすることもなく、キスだけ交わしてジェラルドと結婚することになる。

（何で、こんなことばかり思い出すのかしら？）

　見つめ合っている相手は、ジェラルドだというのに。

　脳のう裏りには、クレディオと共に過ごした日々の記憶ばかり甦よみがえる。

　初めて出会った時に、胸を見られたあの衝撃。入学式の馬車の中でもらった白銀の髪飾り、二人だけの内緒の合言葉だって、何ものにも代えられない宝物だ。一緒に城下町を散策したことや、オルゴールでワルツを踊ったことも――どれも、忘れられない想い出だった。

（最初は、どっちが旦だん那な様になってもいいと思っていたのに……）

　肩を摑む、ジェラルドの手にさらなる力が込められる。

　僅かに身体を引っ張られ、徐々に彼の顔が近づいてきた。

「……ク、レディオ……さ……」

　唇を奪われると思った瞬間、イリスの喉からか細い声がこぼれる。

　声封薬の効果は、解毒剤を飲まぬ限り続く。だが、イリスは小さな身体を小刻みに震わせ、苦しみながらもクレディオの名前を呼んだ。

「……クレ、ディオ……さん。クレディオ、さん……っ」

　名前を口に出すたびに、空色の瞳から大粒の涙が落ちる。

　まるで、天空から降りしきる雨のようだった。

（……初めてキスをするなら、クレディオさんがよかった……）

　今さらこんなことを思っても、遅いというのに。

　もう駄目だと諦め、ギュッと目を閉じる。次の瞬間――何故か頰に、柔らかな温もりが触れた。












（この感じは、なに？）

　目を閉じたまま疑念を抱いていると、今度こそ唇を奪われる。

　ジェラルドの唇は、想像していたよりも冷たくて硬かった。予想外な感触に、驚いて薄く口を開けば、隙間から液体が流し込まれる。

（にっ、にが……っ！）

　謎の液体を反射的に飲み込み、強きよう烈れつな苦にがさに眉まゆ根ねを寄せた。

（初めてのキスがレモンの味なんて、噓だったのね！）

　恋物語で描かれていた、甘あま酸ずっぱいキスシーンを夢見ていたのにあんまりだ。

　実際の口づけは、レモンの味など生なま易やさしいものではなかった。甘いと思い込んでいた果実が、かぶりついて初めて苦いと知った時のようだ。

「ったく。声を封じても、ラードルフの名前だけは呼べるなんてな」

　不意に、頰を熱い吐と息いきが掠かすめた。

　まだ唇を塞ふさがれたままだというのに、何故かジェラルドの声が聞こえる。うっすらと目を開けると、彼の顔は左頰に寄せられていた。

（あれ？　私、ジェラルド君とキスしてたんじゃ……）

　けれど、彼の唇は口元すれすれの場所にある。先ほど頰に感じた温もりこそ、ジェラルドの口づけだったのだろう。

　では、冷たいキスの正体はなんだったのか？

　そんなことを不思議に感じているうちに、唇から冷たいものが離れた。

　何かと見れば、それはガラスの小瓶だった。

「そういえば、あいつは僕に敵かなわないと思い込んでたっけか」

　炎のような色をしていても、氷塊のように凍てついていたジェラルドの眼差し。

　その冷めた双そう眸ぼうが、不意に柔らかく溶とけた。

「皮肉なもんだ。本当に敵わないのは、僕の方だっていうのに」

　そう言って、どこか儚はかなげに笑った彼は――上着の内ポケットに空の小瓶をしまう。

「ジェラルド君、今のは？」

「そんなの、僕が説明しなくても分かるだろ。少しは頭を使えよな」

　隣同士の席で授業を受けていた時のように、指先で軽くおでこを弾はじかれる。

　これまでの出来事は、夢だったのだろうか？　以前どおりの態度に戻ったジェラルドから弾かれた額ひたいを押さえて、イリスはしばしぽかんとさせられる。

　けれどすぐに、ハッと我に返って喉を押さえた。

「声が出る……っ！」

　クレディオの名を呼ぶだけでも、喉が潰れるほど苦しかったのに。今はすらすらと、自由に言葉を紡つむぐことができる。

「ジェラルド君、どうして？」

　誓いの口づけを交わせば、成婚の儀は終わるはずだった。

　聖女と結ばれた王子は、その時より新たな国王となる。ジェラルドは王座を求め、自分達を裏切ったはずなのに――なぜか彼は、イリスの唇を奪うことをやめた。

　それどころか、解毒剤を与えて奪っていた声を返したのだ。

　困こん惑わくしたイリスが問えば、ジェラルドは羽織っていたケープを脱ぎ捨てる。

「おチビちゃんを側に置けるのなら、王座に即くのも悪くない。実は、割と本気でそう思っていたが――そんなことをしても、あんたは僕のことを見てはくれないだろ？　その綺麗な眼には、ラードルフしか映らないようだからな」

　だから……と続け、赤の王子は腰の長剣を引き抜く。

「この国の膿うみをすべて出しきって、僕は自分の役目を果たす」

　儀式のクライマックスで、いきなり刃やいばを抜いた王子に、列席者が何事かとざわめきだす。大主教が「武器を収めなさい」と諫いさめるも、ジェラルドは聞く耳を持たず、『ある人物』へ切っ先を向けた。

　……――王妃アベルティーネに。

「オーヴィル、これは何の冗談です？」

　柳りゆう眉びを顰める王妃に、ジェラルドはシニカルに笑む。

「生あい憎にくと僕は冗談が嫌いでして。どうです？　あなたに似て、僕も偽いつわりの自分を演じるのが得意なんですよ。欺あざむかれた気分はいかがですか――母上」

「え……」

　今確かに、ジェラルドが王妃を「母上」と呼んだ。

（おかしいわ。王妃様は、クレディオさんのお母さんじゃない）

　イリスが混乱している間にも、事態は急展開していく。

「国王陛下に申し上げる！　そこな女は、王座の簒さん奪だつを企くわだてる〝ルドロスの意志を継ぐ者〟です。そして、私はあなたの息子ではありません」

「なんだと？」

　息子からの進言に、儀式の進行を静かに見守っていた国王の顔が、途端に険けわしくなる。

「おやめなさい、オーヴィル！」

　美しい顔を醜みにくく歪ゆがめ、鬼のような形ぎよう相そうでアベルティーネが叫さけぶ。

　だが、ジェラルドは毅き然ぜんとした態度で告発を続けた。

「あなた以外の男との間に儲もうけた子供を、その女は正妃のご子息と入れ替えた。つまり、王位継承権を持っているのは、ラードルフ殿下だけなのです」

「しかし、ラードルフは……」

「母が暗殺を企てていたので、私が先に殺しました」

　ジェラルド自みずから、クレディオの殺害を明言したことで、周囲の動揺がさらに大きくなる。

　次の瞬間、大きく二度ほど手が打ち鳴らされた。

「もう結構ですわ」

　手を叩いたのは、アベルティーネだったようだ。

　その音が合図だったのか、壁際に待機していた騎士達が、一斉にジェラルドへ武器を向ける。祈り場の大扉も開かれ、黒装束を纏った邪教徒の集団まで踏み込んできた。

（ど、どうなってるの？）

　ジェラルドは母親のアベルティーネを、〝ルドロスの意志を継ぐ者〟と呼んだ。

　ルドロスという名前は、王国歴の授業で習ったので覚えている。邪神を崇すう拝はいしていた地方領主で、王都に反はん旗きを翻ひるがえした異端者の名前だ。

「オーヴィル、わたくしの可愛い息子。命ばかりは奪いませんが、あなたにはきついお仕置きが必要なようですね」

「さあて、お仕置きされるのはどっちでしょうかね？」

　大勢の騎士から武器を向けられ、邪教徒まで侵入してきた。

　それでも、ジェラルドは余裕の態度を崩さない。逆に、ニヤリと不敵に笑ってみせるほどである。

「母上。僕が勝算もない暴ぼう挙きよに出ると、本気でお思いですか？」

　劣れつ勢せいにありながらも、冷ややかに微笑むジェラルド。

　彼とよく似た紅玉の瞳を眇すがめ、アベルティーネは非情な命令を下す。

「皆の者、時は満ちました。わたくしの大たい願がんを成じよう就じゆするためにも、聖女と憎き国王に粛しゆく清せいを。抵抗するようであれば、オーヴィルにも手を出して構いません」

　彼女の指示を受け、乱入した邪教徒達が祭壇を目指す。

　だが、それまでジェラルドに武器を向けていた騎士達が、一斉に彼らへと矛ほこ先さきを変えた。

　想定外な騎士達の行動に、アベルティーネは顔色を変えた。

「お前達、わたくしの命に背そむくつもりか!?」

「生あい憎にくでしたね。あなたの息がかかった者は、すでに捕らえています。ここにいるのは、国家の安あん寧ねいを願う正義の騎士ばかりですよ」

「お、おのれ……っ！」

　忌いま忌いましげに歯嚙みしたアベルティーネは、隠し持っていたナイフを手に取る。

「こうなったら、わたくしが王の息の根を止めてくれるわ！」

　研とぎ澄すまされた白はく刃じんを、愕がく然ぜんとしている国王に突き出す――が、ギリギリのところで、彼女を止めた者がいた。

「王妃様ともあろうお方が、刃物を振り回すとは驚きですね」

「……無礼な！　そなた、何者か!?」

　アベルティーネのナイフから、国王を庇かばった者。

　それは――祭壇脇に控えていた、神官の一人だった。

「おや、王妃様は私のことをお忘れですか？　薄情ですね」

　目ま深ぶかにかぶっているフードの奥で笑い、神官が纏っているローブを脱ぎ捨てる。

　現れたのは、思いも寄らぬ人物だった。

「う、うそ……っ」

　頭の低い位置で、一つに束ねられた豊かな赤毛。大きな翡ひ翠すい色の瞳に、人形のように整った顔立ち。

　国王軍の軍服を着ているが、間違いない。

（夢じゃない、ジュリちゃんだわ！）

　でも、彼女はジェラルドに殺されたのではないか？

　イリスがそんなことを考えていると、近くから聞き慣れた声がした。

「大主教様、そこにいると危険です。こちらにおいでください」

　慌てて視線を向けると、大主教を安全な場所に誘導せんとする神官と目が合う。

　フードだけ外した神官は、イリスに向かってにっこりと微笑んだ。その笑顔を見た瞬間、心臓が止まるかと思うほど驚いた。

「ルキノ君まで……」

　死んだと思っていた友人達の登場に、思わず腰を抜かしかける。

　その時、ジュリにナイフを叩き落とされた王妃が、なりふり構わず甲かん高だかい声を上げた。

「国王の命や、邪魔者の始末は後でどうにでもできる！　こうなったら、聖女だけでも殺しておしまい！　ラーザ様さえ復活なされば後はどうにでもなるわ!!」

　息子のジェラルドに王位継承権がないと知られた今、成婚の儀は無用である。すなわち、儀式のために生かしておいた聖女の命も、意味を失ったということだ。

　だが邪教徒達は今、騎士達と激しい攻こう防ぼうを繰り広げている。彼らには、イリスに構う余裕などなかった。

　伏ふく兵へいは、意外な場所から現れた。

「聖女を殺せええええっ！」

「我らが神、ラーザ様のためにっ!!」

　儀式どころではなくなり、祈り場の隅すみに固まって避難していた列席者の中から、三人の男が飛び出してくる。彼らの手には、ステッキとして持ち込んだ棍棒メイスが、しっかりと握にぎられていた。

　凄すさまじい勢いで突っ込んでくる彼らの前に、すかさずジェラルドが立ちはだかる。

「おチビちゃんには、指一本触れさせやしない」

　一人目の腕を剣の腹で打ち、凶器を取り落とさせる。二人目には強烈な蹴けりを叩き込み、バランスを崩して倒れさせた。

　残り一人も、同じように倒すかと思いきや――、

「そいつは任せたぞ」

　誰にともなくそう告げ、ジェラルドは三人目をやり過ごす。

　狂ったように笑う男は、銀のグリップをイリスに向けて、大きくステッキを振りかぶった。いきなりの襲撃に戸惑い、逃げることもできずにいた彼女は、思わずその場で目を閉じてしまう。

　――次の瞬間、強い力で身体を引き寄せられた。

「イリス様に手を出すつもりなら、まずは俺を倒してからにしてもらおうか」

「……っ！」

　頭上から聞こえた声に、胸がドクリと熱く高鳴る。

（ま、まさか……でも、あの人はもう……）

　ありえない希望を抱いだきかけ、「そんなことはない」と即座に自分で打ち消した。もし人違いだったら、今度こそ立ち直れなくなりそうだから。

　けれど、抱き寄せられた胸の温もりは、彼以外には考えられなくて――……。

「さぁ、もう大丈夫ですよ」

　抱き締められたまま、目を開けられずにジッとしている間に、三人目の男も倒されたようだ。

　そう分かっても、どうしても顔を上げることはできなかった。

「イリス様？　具合が悪いのですか？」

　胸にしがみついたまま動けずにいると、不安そうな声で体調を問われる。

　心配性な彼らしくて、胸が千切れんばかりに締めつけられた。

「私が目を開けたら、いなくなっちゃったりしませんか？」

　夢から覚めるように、またいなくなられたら嫌だ。

　一人を怖がる幼おさな子ごのように。指先が白くなるほど、服の胸元を握り締めてくるイリスに、声の主はふっと微笑む。

「お側にいられなかった間、随ずい分ぶんと辛つらい思いをさせてしまったようですね」

　腰に回されていた腕が離れ、すぐ両肩に大きな手が乗せられる。

「大丈夫。俺は夢のように、曖あい昧まいな存在ではありません。まして、物語の中の人間でもありませんよ。あなたが目を開けても、消えてなくなったりはしませんから」

「ほ、本当ですか？」

「俺があなたに、一度でも噓をついたことがありますか？」

　穏やかにそう囁ささやかれたら、もう限界だった。

　ゆっくりと顔を上げ、そっと目を開ける。空色の瞳は、追つい慕ぼしていた人の姿を映すと、雨粒のような涙をポロポロとこぼした。

「クレディオさん……っ！」

　心にぽっかりと空いていた穴から、一気に熱い想いが溢あふれ出す。

　そこにいたのは、ジュリやルキノ同様に、神官服を着たクレディオだった。

　最悪の形で訪れた突然すぎる別れ。せめて死に顔だけでも、最後にひと目見たいと思っていたが、埋まい葬そうに立ち合うことはできなかった。

（もう、想い出の中でしか逢あえないと思っていたのに――）

　生きたクレディオと、現実で再会することができた。

　万年死にかけだった自分の命が助かったことよりも。彼が生きていてくれたことの方が、比べようがないくらいの奇跡に感じる。

「お、お化けじゃないですよね？　足はちゃんとありますか？」

「ご心配なく。足がなければ、こうして立ってはいられません。それに、ほら――」

　摑まれていた肩を引かれ、イリスはポスッと、クレディオの胸の中に倒れ込む。

　そして、痛いくらいにぎゅーっと抱き締められた。

「どうですか？　俺が幽霊だったら、あなたを抱き締めることはできませんよ？」

　ローブ越しに、温かな鼓動が聞こえる。

　トク、トク――と。一定のリズムで、確かに命を紡つむいでいた。

「な、何故なの!?　ラードルフは、確かに死んだはずよ！」

　クレディオが死んだと思っていたのは、何もイリスだけではなかったようだ。

　国王の命を狙い、ジュリと争っていたアベルティーネだったが、非力な王妃がどう頑張っても、国王軍総督に力で勝てるわけがない。

　押さえ込まれた彼女は、蘇ったクレディオを見てひどく取り乱した。

　何せ死に顔を見るだけでなく、埋葬にまで立ち合っていたのだから。

「兄上から、事情はすべて聞きました」

　胸に抱いていたイリスをひとまず離し、クレディオは母だった人を見つめる。

「あなたは兄上に王位を継がせるため、俺を暗殺しようとしていたのですね。俺はずっと、あなたのことを母と慕したっていたのに……」

「わたくしのことを、母と慕っていたですって？　お前なんて邪魔でしかなかったわ！　お前さえ生まれてこなければ、余計な苦労をしなくてすんだ。わたくしのオーヴィルが国王になれたのよ」

「……やはりあなたは、俺のことをそう思っていたのですね」

　アベルティーネから冷ややかに突き離されて、クレディオの目元が悲しげに歪ゆがむ。

　その胸が詰まったような表情を見て、イリスは自然と彼の手を取る。すると、一瞬驚いたようにぴくりと震えた指先が、ぎゅっと手を握り返してくれた。

「母上の疑問には、僕が答えて差し上げようじゃないか」

　クレディオとアベルティーネが対峙していると。

　完全に男達を退しりぞけてきたジェラルドが、笑顔で会話に割り込んでくる。

「おチビちゃんには、この薬を見せたよな？」

「あっ、それは！」

　ジェラルドが懐から取り出したのは、紫の液体が僅かに残った小瓶だ。

　間違いない。彼が飲み物に混ぜ、クレディオに呑ませた毒薬だ。

「この薬は、〝とある熱心な薬学教師〟に作らせたものだ。名前は偽ぎ死し薬やくとか言ったか？　飲んだ人間を仮死状態にする効果がある」

「その薬を使い、わたくしの目を欺あざむいたというの!?」

「えぇ。あなたの目をごまかすには〝偽の死体〟が必要だった。だから僕は、この手でラードルフを殺したんですよ。あなたの魔手から、こいつをひとまず守るために」

「そ、そんな……」

　味方だと信じて疑わなかった。そんな実の息子から裏切られ、アベルティーネも悪わる足あ掻がきをやめるかと思った――が、彼女は諦めが悪かった。

「援軍はまだか!?　父上に要請した教徒達は、この三倍の人数だったはず。その者らが合流さえすれば、わたくしにもまだ勝機がある！」

　アベルティーネの父は、邪教徒の幹部である。これまで、彼女が邪教徒を自由に操り暗あん躍やくしてこれたのも、父の存在があったからだ。

　だが、これにもジェラルドはしれっと答える。

「そんな連中、どこにもいませんよ。邪教徒たちは機を見るに敏びんだ。旗色が悪いと知れば、決して動いたりしない」

「そ、そんな！　わたくしの計画さえ成功すれば、ルドロス家を再興させることができる。そのためなら、どんなこともすると言っていたのに……なぜっ！」

　親子の情に流されることなく、ジェラルドは冷たく言い放つ。

「あなたは所詮、手て駒ごまの一つに過ぎなかったのですよ。計画が狂った。これ以上協力したところで、得るものはないと奴らは踏んだに違いない」

「では、わたくしは捨てられたというの？　わたくしだけ、罪を背負わされて……」

　頼りにしていた味方はこない。信じていた父や息子にも見放され、アベルティーネの身体から力が抜ける。

　絶亡した彼女には、もう何もできないだろう。

　そう判断を下したジュリは、アベルティーネを解放してやった。そして彼はげんなりとため息をつき、女学生モードで愚ぐ痴ちりだす。

「あたしとルキノ君を牢ろう屋やから逃がしてくれたのも、ストルヴィアのお坊ちゃまよ。それには感謝しないこともないけど、なにも、ロープ切る直前まで演技しなくてもいいじゃない。本気で殺されるかと思ったわよ」

「敵を欺くには、まず味方から。常識だろう？」

「結果的に命は助かったけど、寿じゆ命みようは確実に縮まったわね」

「心配すんな、憎まれっ子世にはばかるっていうだろ？　お前は長生きするさ」

　軽口を叩き合う二人を見て、イリスはホッと胸を撫なで下ろす。

「ジェラルド君は、悪い人じゃなかったんですね」

　ぽつりと呟いた言葉は、クレディオにだけは聞こえたようだ。

　彼は頷うなずくと、兄の横顔を見つめながら口を開く。

「兄上が尽じん力りよくしてくださらなければ、俺は今頃、本当にこの世から消されていたでしょう。ジュリアーノとルキノさんに墓を暴かせ、俺に蘇そ生せい薬やくを飲ませるよう頼んでくれたのも、兄上でしたから」

「そうだったんですか……」

　真相が見えてきた今、ジェラルドに対する罪悪感が湧わいてきた。

　いくら事情を知らなかったとはいえ、さんざん酷いことを言ってしまった。彼はたった一人で、様々なものと闘ってきたのに――一度でも、憎んでしまった自分が恥ずかしい。

「さぁて。母上、もう〝ルドロスの血〟に縛られるのはやめませんか？」

　床に座り込んだ母の前に膝をつき、ジェラルドは目線を合わせて語りかける。

「今さら、王家に復ふく讐しゆうしたところで何になります？　当時の国王はもういない。王位を簒奪したところで、後に残るのは虚むなしさだけではありませんか？」

「オーヴィル……」

「あなたが邪教を信しん仰こうしていたのも、ラーザを復活させることだけが目的じゃない。本当は奴らの力を利用して、己の野望を成し遂げようとしただけだ。それなら――もう、このように不ふ毛もうなことはやめましょう」

　震える母の手を握り、ジェラルドは真しん摯しに訴うつたえた。

「あなたの罪は、僕も一緒に背負います。このような手段でしか、止めることはできなかったけれど、僕はあなたの息子ですから。母上だけ、苦しめるようなことはしません」

　だから――と、言葉が続けられようとした時。未だ争っていた騎士と邪教徒達から、次々とただならぬ悲鳴が上がりだした。

　母の説得を中断して、ジェラルドは険しい表情で立ち上がる。

　クレディオも厳しい顔で剣を構え、ジュリを呼んだ。

「ジュリアーノ。ここは俺と兄上に任せろ。お前は、イリス様と父上を大主教様達と共に階上へ。……母上も、ここにいては危険だ。一緒に連れていけ」

「了解しました」

　実の母でないどころか、命を狙っていた相手なのに。クレディオは相変わらず、アベルティーネのことを母と呼んだ。

　これまで、そう信じていた人物である。

　簡単に、切り捨てられるはずもなかった。

「イリスちゃん、ここは危険だから逃げるわよ」

「で、でも……」

　ジュリに避難を促うながされるが、イリスは渋る。

　正直、クレディオの手を離すことが怖かった。彼は生きていると分かったのに、この手を離したら、またいなくなってしまうのではないか――と、想像してしまうのだ。

「イリス様。俺はもう、あなたを悲しませるようなことはしません」

　不安そうにしている主の小指を、クレディオは自分の小指と絡ませる。

　いつかしたように、彼はぎこちなくだが指切りを交わす。

「さぁ、ジュリアーノと共に早く行ってください。俺は噓が嫌いですから、ちゃんと約束は護ります」

「……分かりました」

　指切りをすませたイリスは、寂しそうにだが手を離す。

「クレディオさん。噓をついたら、ハリセンボン食べさせますからね？」

「その罰ゲームは、相変わらずですか」

　噓をついたら、本来は針を千本飲ませるものだ。

　イリスの場合、魚のハリセンボンを食べさせる、微妙な罰ゲームになっているが――そんなこと、クレディオには関係なかった。

　約束を破るつもりなど、端はなから存在しないからだ。

「ハリセンボンに限らず何でも食べましょう」

　だから、早く逃げてください。

　そこまで言われては、イリスもわがままは通せなかった。こくりと小さく頷くと、ジュリと共に退避していく。

「なぁ、ラードルフ。この気配、どっかで感じたことがないか？」

「言われてみると、そうですね」

　イリスの後ろ姿を見送ったクレディオは、兄に指摘されて初めて気がつく。

　次第に近づいてきているのは、以前にも感じた気配だった。この、ねっとりと肌に纏わりつく感覚は、夜よりも濃い重厚な闇やみのようだ。

「おいでなすったか」

　騎士と邪教徒。敵味方関係なく、行く手を阻はばむ者を打ち据えながら、乱闘を割って現れた人影。

　黒い軍服姿の、銀髪の男だ。

　クレディオとジェラルドは、彼のことをよく見知っていた。アベルティーネに仕えている、ウォルトという専属騎士ではないか。

「お前は母上から、部屋で謹きん慎しんしているように命じられていたはずだろう？」

「……アベルティーネ様は、どこだ？　愛いとしの我が君……」

「おい、人の話を聞いてるのか？」

　ジェラルドが声をかけるが、どうにも反応がおかしい。いや、ウォルトが纏っている雰囲気自体が、がらりと一変していた。

　銀朱の瞳は生気を失い、どんよりとした黄色に濁にごっている。

　彼の身体からは、微かすかに紫色の瘴しよう気きまで放たれており――偽の日蝕が起きた際に戦った、禍々しい邪神の姿が脳裏をよぎった。

「まさか、邪神に肉体を支配されているのか？」

　だとしたら、どのような人外の力を使うか分からない。ラーザの脅威はまだ記憶に新しかった。

　そこでようやく、ウォルトは目の前の存在に気がついた。

「オーヴィル殿下、これはどういうことですか？」

　埋葬されたはずのクレディオが、生きて目の前に立っている。おまけに、儀式を終えれば亡き者にする手て筈はずの聖女と国王は、未だに存命しているではないか。

「やはり貴様は、アベルティーネ様を裏切ったのか。実の息子でありながら、なんと酷むごいことをしたものだ」

「子供だからって、親の言いなりになることが正しいのか？　子供は親の所有物じゃない。自分の生き方は自分で決める。それが、本当の親子ってもんだ」

「本当の、親子……か」

　冷めた口調で繰り返し、ウォルトはニタリと笑う。

　人形のように、目だけが笑っていない狂気的な笑みだ。

「血の繋がりに何の意味がある？　私は貴様らよりも遙かに、アベルティーネ様のことを想っている！　あのお方のためであれば、この身を闇に差し出すことも厭いとわぬほどに！」

「そんなこと、本気で母上が望むと思っているのか？」

「うるさいっ！　アベルティーネ様を傷つける者は、私が排はい除じよする。お心こころを煩わずらわす貴様らを消せば、きっとアベルティーネ様は、私のことを褒めてくださるはずだ！」

　声に出して嘲ちよう笑しようするウォルトの影から、むせ返るほど濃い瘴気が発せられた。

　彼の手には、瘴気から具現した剣が握られる。漆しつ黒こくの刀身には、赤黒く光る闇の波は動どうが、螺ら旋せん状じように絡からみついていた。

　そして、ウォルトの雰囲気が豹変する。

『……我が、復活を阻はばむ者には……死の絶望を……』

「この声は……っ！」

　いきなり斬りかかられたジェラルドは、刃を受け止めて低く呻うめいた。予想以上に速くて重い一撃だ。まともに食らえば骨が砕くだけるだろう。

　それ以上に驚いたのは、ウォルトの口から漏れた声だ。

　地獄の底から響くような、そのおぞましい声には聞き覚えがある。

「兄上。やはりこの者は、邪神に肉体を……？」

　ジェラルドと斬り結んだウォルト目掛け、クレディオは刃を突き出す。だが、ひらりと後方に跳ばれ、攻撃は容易たやすくかわされてしまった。

　距離を取ったかと思えば、間髪いれずに踏ふみ込んでくる。

　到底、人間とは思えぬ身体能力だ。同時に複数の敵を相手にできるほど、二人の王子は武芸に秀ひいでている。しかし、ウォルトはそんな二人と、たった一人で渡り合っているのだ。

「乗っ取られたというには、邪神の気配が薄い。とはいえ、いつまでもこの状態が続けば、完全にこいつは闇に引き込まれちまうぞ」

「その前に、決着をつける必要があるということですね」

　邪神の憑より坐ましとして、強大な闇の力を手に入れたかもしれない。けれど、忘れてはいけないことがある。

　それを操る者が、ただの人間であるということだ。

「おいっ、聞こえてるだろ？　やめるなら今のうちだ。いい気になってこのまま闇の力を使い続ければ、お前の身体が保もたないぞ」

　攻撃をかわしつつ、クレディオが冷静に説得を試みる。

　邪神から思考を取り戻したウォルトは、そんな忠告など鼻で笑い飛ばした。

「私の役目は、アベルティーネ様のお役に立つこと。身体が動かなくなり、命を落とすようなことになっても、あのお方に褒めていただけるのであれば本望だ」

「こいつ、身体の前に頭の螺ね子じがぶっ壊れてるな……っ」

　ウォルトの打ち込む力がさらに増し、ジェラルドはきつく奥歯を嚙み締める。

　驚くべき速さで位置を変え、人外の力で攻撃を繰くり出す。このようなことを続けていては、肉体にかかる負担は想像を絶するだろう。

　そのうち、剣を振るう力に負けて、己の腕の骨が砕けてもおかしくはない。

「お前、自分の身体を道具程度にしか考えてないだろ？　だから、こんな馬鹿げた戦い方ができる。違うか？」

　ジェラルドの追及に、今度はラーザが邪悪な声こわ音ねで答える。

『……何と言おうが無駄だ。この男は、我にすべてを差し出した……愛する主君の、道具となる価値を手に入れるために……な！』

「道具になる価値、ねぇ」

　真横に薙ぎ払われた刃をしゃがんで避け、ジェラルドは心底呆れたように嘆たん息そくする。

　クレディオの反応も、似たようなものだった。

「哀れだな。ただ言いなりになるだけの道具になど、何の価値もないというのに」

「……なんだと？」

「お前にはまだ、母上の声が聞こえないのか？」

　戦いの間、クレディオとジェラルドの耳にはずっと届いていた。ウォルトの暴ぼう挙きよを止める、アベルティーネの悲痛な叫び声が――。

　素早い剣さばきで反撃しながら、クレディオは最後の説得を試みる。

「本当に母上のことを想っているのなら、今すぐ刃を納めろ。お前がやっているのは、母上を悲しませることだと気づけ」

「黙れっ！　黙れ、黙れ、黙れっ!!　貴様らを倒せば、今度こそアベルティーネ様は私を褒めてくださる！　だから、だから……っ!!」

　それから先は、言葉にならない雄お叫たけびに変わった。

　ウォルトの影から、濃い紫色の瘴しよう気きが噴ふき出す。瘴しよう気きのベールを纏まとった身体は、より強大な力に目覚め、クレディオとジェラルドの手から剣を弾き飛ばした。

「クレディオさん、ジェラルド君っ!!」

　果たして邪神の仕業なのだろうか。祈り場の大扉は固く閉ざされ、一人たりともこの場を去ることは叶わなかった。

　イリスは咄嗟に武器を失った二人の元に駆け出そうとする。

　そんな彼女を制止したのは、ジュリとルキノだ。

「イリスさん、危険だから離れてなきゃダメだよ」

「そうよ、イリスちゃん。ここは国王軍総そう督とくのあたしに任せなさい」

　服に仕込んであった暗あん器きを手に取り、ジュリが参戦しようとした刹せつ那な――彼の横から、飛び出していった者がいた。

『死ねえぇぇぇ――っっっ!!』

　ラーザと共に腹の底から絶叫しながら、黒い刀身が振り下ろされる。

　ウォルトが先に狙ったのは、クレディオだった。

　避けようにも、今からでは間に合わない。せめて、斬られるのなら急所を外さなければ。クレディオがそう考えていると、思いきり身体を突き飛ばされた。

「兄上!?」

　自分を庇い、刃の前に躍り出た背中は兄のものだった。

　両手を広げて立ちはだかった彼は、死ぬ覚悟なのだろう。逃げるそぶりも見せず、背後にいる弟を護るため、その身を盾たてとして差し出したのだ。

　辺りに鮮血が飛び散った。

　まるで深紅の花弁が舞うかのように――。

「まずは、一人目だ」

　そう言って、横たわる相手を薄笑い混じりに確認して、ウォルトの表情が初めて凍りついた。

　この手で斬り捨てたのは、裏切り者のジェラルドのはずだ。

　しかし、目の前で血を流しているのは、心から慕うアベルティーネではないか。

「な、なぜ……っ」

　アベルティーネのため、ウォルトは闇の力に身体を蝕むしばまれてまで、仇あだなす者を葬ほうむらんとした。それなのに一番護りたかった主が、身を挺ていして敵を庇うなんて……。

　ガクガクと震えだした手から、カランと虚むなしい音を立てて妖刀が落ちた。

「母上、どうしてこのようなことを!?」

　肩から胸元を斬り裂かれ、か細い呼吸を繰り返す母の身体を、ジェラルドが力強く抱き締める。

　ウォルトの凶きよう刃じんの前に、アベルティーネが飛び出してきた。お陰で、自分の命は助かったが――母の状態は惨むごいものだ。

　深く開いた傷口からは、大量の血液が溢れ出している。

「……わたくしは、あなたの、母ですもの……。我が子を、護るのは……当然の、ことですわ……」

　途切れ途切れに力無く告げ、アベルティーネは息子の頰を撫でた。

　そんな彼女の元へ、クレディオも駆けつける。

「気をしっかり持ってください、母上！」

「ラードルフ……まだ、わたくしのことを母と呼ぶのですか……。本当に、馬鹿な子ね」

　言葉とは裏腹に、クレディオを見つめるアベルティーネの眼まな差ざしは、穏やかに細められていた。












　そして彼女は、視線を傍らに落とす。

　そこには、すっかり戦意を喪そう失しつしたウォルトが、悄しよう然ぜんと床に座り込んでいた。彼の身体に纏わりついていた、紫の闇も急速に消失してゆき――邪神の気配も感じられなくなった。

「……ウォルト、ごめんなさい。わたくしは……あなたをこれほどまで、追い詰めてしまっていたのね……」

「アベルティーネ様……っ！」

　澱よどんだ黄色の瞳が、徐じよ々じよに元の銀ぎん朱しゆに戻ってゆく。

　敬けい慕ぼする主を手にかけたことで、ウォルトは己を取り戻したようだ。

「私は、あなたを護りたかったのに……どうして、こんな……っ！」

「……ウォルト。きっと、これで良かったのです……」

　アベルティーネは懸命に手を伸ばし、ウォルトの手を握った。

「今まで……わたくしに、よく仕えてくれましたね。ありがとう、ウォルト。あなたはわたくしの、自慢の騎士だったわ……」

　脂汗を額に滲ませ、荒い呼吸の合間に告げる。

　アベルティーネの手を両手で包み込むと、ウォルトは泣きながら微笑んだ。

「ようやく、認めてもらえた」

　これまで、ずっと聞きたかった言葉。

　愛する主に褒めてもらうためだけに、身も心も闇に染めて強大な力を得た。けれど――もうその力も必要はなくなった。

「あなたにお仕えできて、私は幸せでした」

　ピシッ、ピシッ――と。

　涙が伝うウォルトの頰に、細かい亀き裂れつが走りだす。ひび割れはあっという間に広がり、彼が「ありがとう」と告げると同時に、その身体は灰となって散った。

　これで、すべてが終わったかと思いきや……ウォルトの身体が砕け散った瞬間、その内部から濃密な闇が噴ふき出した。

『まだ、だ……我われは諦めぬぞ！』

　闇はゆらゆらと悪魔のような形ぎよう相そうを作り出し、その口からおぞましい邪神の声を紡つむぐ。

『憎き神々の力は失うせ、今やこの世界を支配しておるのは我が闇。非力な人の子の器うつわを借りずとも、貴様ら如ごときに敗れはせぬわ！』

　実態を持たぬ邪神の影は、高らかに笑い闇の波動を放つ。

　闇の波動が駆け抜けた床には、血で描かれたごとくの巨大な魔法陣が浮かび上がる。偽の日蝕の際に、学院の大聖堂の床に現れたものと同じだ。

「まさか、死霊を召喚するつもりか!?」

　傷を負った母を兄に任せ、クレディオは側に転がるウォルトの黒刀を摑つかむ。

　闇の力から作り出された剣は、触れるだけで手のひらを焼いたが、今は痛みに怯ひるんでいる場合ではない。刃を振りかぶったクレディオは、死霊を呼び出さんとする邪神へ勢いよく斬りかかった。

『人の子の分際で、またしても我に抗うか。愚おろかなり』

「ぐ、あ……っ！」

　あと少しで切っ先が届くところで、邪神が再度闇の力を解放する。

　その直撃を受けたクレディオの身体が吹き飛び、祈り場の硬い床に叩きつけられた。低く呻いた彼は、そのまま動けなくなってしまう。

『出いでよ、我が忠実なしもべどもよ！　共に闇の世界の新たな始まりを祝おうぞ。この場の者すべてを喰らい尽くし、我が暗黒をさらなる死臭で満たすのだ！』

　刹せつ那な――床に展開した魔法陣が、血色の光を発した。

　闇の沼と化した魔法陣の中からは、仄ほの暗ぐらい黄おう眼がんをした死霊達が這いずり出してくる。

「なんで、こんなことに……」

　国王や大主教。儀式に参加していた多数の貴族達と共に、壁際に避難していたイリスは、身体が小刻みに震えるのを止められなかった。

　日蝕で封印の効果が弱まるだけで、邪神にこれほどの力が戻るなんて。

　ラーザと対決したのは、今回が初めてではない。偽の日蝕が起きた時、否いやというほど、その脅きよう威いを思い知らされた。

（邪神だけじゃない。早く死霊もどうにかしないと、ここにいる人達が危ないわ）

　死霊に触れるだけで、人間の心は大きく闇に傾く。

　ここで今、そんなことになったら、邪神が力を増幅するだろう。

（護られているだけじゃいけないわ。私が、どうにかしないと……っ！）

　闇の魔法陣と邪神は、普通の人間に消し去ることはできない。聖なる力を秘めた、秘石以外不可能なのだ。

　両手を胸の前で組んだイリスは、己おのが胸に宿る秘石へ強く祈る。

（秘石さん、お願いっ！　ここにいるみんなを護れるのは、私しかいないの。邪神の脅威からこの世界を護るためにも、どうか力を貸して――っ！）

　クレディオが倒れた時、秘石は何も応えてくれなかった。

　しかし、今回は違った。胸が燃えるように熱くなり、秘石は目が眩くらまんばかりの蒼あおい光を放ち、闇の力に染まった祈り場を清らかに照らし出した。

　今度は無事に祈りが通じた。

　そのことに安堵すると、びくともしなかった聖剣の間への大扉がゆっくりと開き始めた。そこには白い光に輝く、一振りの優美な剣が浮かんでいる。

「これはっ！」

　不思議な剣は間違いない。聖剣の間の台座に突き立つ、初代国王が太陽神から授かったと伝えられている、陽よう光こうの剣だ。

　秘石が放つ、月の力が呼んだのだろうか？

　刀身に聖なる輝きを宿した剣は、やがて自然と動きだす。

　剣が向かったのは、床に倒れ伏したクレディオの元だった。新たな主となる者を、剣は知っているのだろう。

「クレディオさん、その剣で邪神を……っ！」

　秘石の力で死霊と魔法陣を浄化しながら、イリスは喉をからして叫ぶ。

　彼女の声に、痛みを堪こらえて身体を起こしたクレディオは、目前まで下りてきた陽光の剣を摑んだ。正当な持ち主の手に触れ、刃はさらに眩まばゆい輝きを増す。

　まるで、太陽が放つ光のように激しい力に満ちていた。

「この世界を、貴様の好きにさせるものか！」

　奥歯を食い縛って立ち上がったクレディオは、強い力で床を蹴ける。

　彼が雄々しく叫びながら斬りかかるのと、邪神が防御のため闇の波動を放つのは同時だった。だが、神々しく輝く白はく刃じんは、闇の波動などものともしなかった。

「悪しき闇よ、滅ぶのは貴様らの方だ！」

　渾こん身しんの力で剣が振り下ろされ、邪神を一刀のもとに両断する。

『……お、のれ！　おのれええええええっ！　まだ、だ……我は諦めぬぞ！』

　邪神を形成していた闇が、光に呑まれ四散する。

　祈り場の床に展開していた魔法陣も、秘石の力によって掻かき消された。誰彼構わず人間に襲いかかっていた死霊らも、蒼い光を浴びて、溶けてゆく。

「今度こそ、邪神はいなくなったのね……」

　ほっと胸を撫で下ろそうとしたイリスは、「まだ終わっていない」と思い直す。

　邪神は封呪の門の中に力ずくで押し戻しただけだ。弱まった封印は、それほど長く持ちこたえまい。本当に大切なのはこれから先のこと。それに。

（ちゃんとお話ししたら、分かり合えたのに……っ）

　ひたむきに忠誠を捧げた騎士の想いも、我が子を愛いつくしむアベルティーネの想いも。母や国を案ずるがゆえの、ジェラルドの気持ちだって――最後には、すべてが通じ合った。

　でも、こんなのはあんまりだ。

　ようやく主と心通じても、騎士の青年は灰かい塵じんと化した。ようやく、本当の親子の絆きずなが芽め生ばえようとしているのに、アベルティーネまで命を落としかけている。

　こんな和解の仕方なんて悲しすぎる。

「……絶対、ダメよ……」

　こんな終わり方ではいけない。悲しみだけを残す結末なんて、誰も喜ばないし望みはしないから。

　何より、イリスが一番認めたくなかった。

（私にできることはないの？）

　アベルティーネの傷口から流れ出る鮮血が、祈り場の白い床に赤黒く広がる。

　実の息子のジェラルドだけではない。邪神を追い払ったばかりのクレディオも、今まで騙され続けてきたにもかかわらず、瀕ひん死しの彼女を悲しげな眼差しで見つめていた。

　初めて見る二人の王子の痛ましい表情に、イリスの心臓が熱く脈打つ。

　――そして、足は自然と動きだしていた。







「わたくしは、愚おろかだったわ……」

　軽く咳き込むと、口元から血が伝い落ちる。

「……オーヴィル、こんな母親でごめんなさい。あなたは〝ルドロスの血〟に縛られることなく、自由に生きなさい……」

「母上……っ」

　ジェラルドの想いが通じたのか、最後にそんな言葉を残し、アベルティーネはゆっくりと瞼まぶたを閉ざす。彼女はそのまま、息を引き取ろうとしたが――、

「王妃様だって、これから自由に生きたらいいじゃないですか」

　不意に身体が軽くなり、アベルティーネは再び目を開けた。

　いつからそこにいたのだろう？

　彼女の深紅の瞳は、傍らに座り込んだイリスを映した。

「あなた……わたくしを、助けるつもりなの？」

　イリスの胸元では、秘石が輝き続けている。秘石から放たれた聖なる蒼い光は、優しくアベルティーネを包み込み、彼女の負った傷を癒いやしてゆく。

　おっとりと微笑んだイリスは、「もちろんです」と頷いた。

「王妃様がいなくなってしまったら、ジェラルド君もクレディオさんも悲しみます。だって王妃様は、二人の〝お母さん〟なのだから」

　我が子の危機を、その身を犠ぎ牲せいにして救ったアベルティーネ。

　一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたイリスは、彼女を助けたいと強く願った。たとえ相手が、自分の命を狙っていた人物であろうとも、そんなことは関係ない。

「私はクレディオさんと、こんな約束をしたんです。〝これからは王妃様のぶんまで、私が甘やかしてあげる〟って」

　でも――と続け、イリスは儚はかなげに笑む。

「女神の力を使った私は、この世界からさよならしなくてはいけません。そうなったら、クレディオさんを甘やかしてあげることはできなくなります」

　母の愛を受けることなく、クレディオは寂しい幼少期を過ごした。

　甘え方を知らない彼を、たっぷり甘やかすのが楽しみだったのに。結局は、何もしてあげることができないまま、日蝕が起きてしまった。

「だから、王妃様にお願いがあるんです。私の代わりにあなたが、クレディオさんを甘やかしてあげてください」

「……わたくしに、そのようなことができると思っているの？　本来あるべき地位を奪い、蔑ないがしろにし続けた挙あげ句く、本気で命を奪おうとした、このわたくしに……」

「これまでできなかったのなら、これからできるようになればいいんです」

　彼女は、クレディオの本当の母親ではない。けれど、その事実を知ってなおも、クレディオはアベルティーネのことを「母」と呼んでいる。

　クレディオが母と呼ぶ限り、彼の母親はアベルティーネ以外にありえない。

「すぐにとは言いません。ゆっくりでもいいから――どうか、私のぶんまでクレディオさんのことを、愛してあげてください」

「それだけのことで、わたくしを救うというの？　わたくしは邪教徒なのよ。王位を簒さん奪だつしようとし、あなたを殺して邪神の力を得ようともしたのよ？」

「確かに王妃様は、たくさんの人の心を傷つけました。でもそれが、あなたを助けちゃいけない理由にはなりません」

　彼女は多くの人々を騙だましてきた。

　クレディオはもちろん、夫である国王。それだけではない。国の安あん寧ねいを祈る、心優しき王妃の仮面をかぶり、国民すらも欺いてきたのだ。

　それでも、命いのち懸がけでジェラルドを守ったことは紛まぎれもない真実である。

「自分の身体を盾にして、ジェラルド君を庇った王妃様は、とても素敵な〝お母さん〟でした。そんなお母さんだからこそ、私はお願いしているんです」

　秘石の輝きに照らされるイリスは、花咲くように微笑む。

「王妃様以外に、クレディオさんのお母さんになれる人はいません。だから、今度こそクレディオさんの、優しいお母さんになってください」

　本当は、ずっとクレディオの隣にいてあげたい。残される側の気持ちを知った今は、余計にそう思えて辛かった。

　けれど、陽よう召しようの儀式を行わないわけにはいかない。

　日蝕が続いて封印が綻ほころび、邪神の本体が復活などすれば世界が滅びてしまうのだから。

（せめて一人でも多く、クレディオさんの味方を増やさないと）

　残された彼が、独りぼっちにならないでほしい。

　それがイリスの、ささやかな願いだった。

「……あなたも、ラードルフと同じなのね……」

「えっ？」

「……愚おろかしいほど真っ直ぐで、腹が立つくらいに純粋な馬鹿な子よ。でも今は……そんな馬鹿も、嫌いではないわ……」

　そう言って、アベルティーネは憑つきものが落ちたように微笑む。

　次の瞬間、彼女の身体から一切の力が抜けた。

「お、王妃様？」

「心配はいらない。気を失っただけだ」

　母の身体を抱え直しながら、ジェラルドが簡潔に答える。

　一瞬、最悪の事態が脳裏をよぎったが、よく見ると胸はしっかりと上下していた。斬られた傷も塞ふさがり、出血も止まったので、あとは安静にしていれば大丈夫そうだ。

　イリスが安あん堵どすると同時に、秘石の蒼い輝きも消える。

　途端、激しい倦けん怠たい感かんに襲われて身体が傾かしいだ。

「まったく、あなたはいつも無茶をするのだから」

　床に倒れるかと思いきや、温かくて心地よい感触に包まれる。

　眉間に皺しわを寄せつつも、受け止めてくれたクレディオに、イリスは思わず口元を緩ゆるめた。

（怒ってる顔を見て、こんなに嬉しくなるなんて不思議だわ）

　今は、彼のどんな顔でも見ていて心が弾む。

　生きているクレディオと再会できたことが、何ものにも替え難い幸せなのだから。

「おチビちゃん、母上を助けてくれてありがとう。あと、さんざん酷い噓をついて悪かった」

　クレディオの胸に寄りかかり、一息ついていると、唐突にジェラルドから頭を下げられた。

　常に尊そん大だいな態度で、刺とげ々とげしいことばかり言っている棘いばらの王子。彼が素直に首こうべを垂れることなど、果たして今までにあったのだろうか？

　もしかしたら、イリスが初めての相手かもしれない。

　感謝と謝罪を受けたイリスは――なぜか、ムッとしかめっ面つらになった。

「ジェラルド君、私は怒ってます」

「そりゃそうだろうな。演技とはいえ、僕はあんたに辛い想いをさせた」

「違います。そんなことは、もうどうでもいいんです」

　裏切ったふりをして、仲間達を殺したと噓をつかれたことなど、今となっては気にしていない。結果的に、みんな無事だったのだから。

　けれど、どうしても許せないことが一つだけあった。

「ジェラルド君は、いっつもそう。大変なことを、全部一人で抱え込んじゃうんですから。そんなのメッ、ですよ」

　重だるい腕を頑張って伸ばし、ジェラルドの額を指先で弾く。

　額を打たれたジェラルドは、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔になる。

「あなたは一人じゃありません。頼れる仲間がいるんですから、自分からみんなと距離を取らないでください」

「おチビちゃん……」

「これからは一人で無茶をしないって約束してくれるなら、許してあげます」

　膨れっ面つらでそう言うと、ジェラルドが小さく噴き出した。

　いつも澄すまし顔の彼が、イリスの前でしか見せない子供っぽい笑顔だ。

「やっぱり僕は、おチビちゃんにだけは敵わないみたいだ」

「それじゃあ……っ？」

「約束するしかないだろ。あんたを怒らせたままでいると気分が悪いからな」

「よかった。これで、心配なことが一つ減りました」

　にっこりと微笑んだイリスは、つんつんとクレディオの袖を引く。

「クレディオさん、そろそろ行きましょうか」

「行くって……」

　表情を強こわ張ばらせるクレディオに、イリスは相変わらずの笑顔で告げる。

「もちろん、封呪の門に。私は、日蝕を終わらせるために生かされたのですから」

　迷いのない口調でそう言ったイリスは、聖女に相応ふさわしい凜りんとした面おも差ざししをしていた。

「おチビちゃん、それがあんたの選ぶ道か？」

　ジェラルドから、目も合わされずに尋ねられる。

　ジュリとルキノも聖女の運命を悟っているのだろうか？　少し離れた向こうから気遣わしげな眼差しで、こちらをジッと見守っていた。

　けれどイリスは、曇くもりのない笑みで頷く。

「日蝕が起きてから、まだそれほど経っていません。それでも、邪神の封印は弱まっています。さっきのは封印の中へ押し戻しただけで、邪神の本体は消滅などしていません」

　ウォルトを操っていたのは、邪神の〝意思の一部〟でしかない。

　意思の力だけで、あれほど凶悪な所業を働くのだ。邪神の本体が復活などしたら、世界など容易たやすく滅びてしまうだろう。

　そうさせないためにも、迷っている時間などなかった。

　ゆっくりと立ち上がり、イリスは歩き出そうとする。だが、秘石の力を使ったばかりなので、満足に足に力が入らなかった。

「……っ！」

　カクンと、膝ひざが折れそうになる。

　転ぶ――と思った瞬間、逞たくましい腕に支えられた。

「また、無茶をしようとして」

　咄とつ嗟さに身体を支えてくれたのは、切なげに眉根を寄せたクレディオだった。

　感謝の気持ちを伝えようと、口を開きかけた時、ふわりと身体を抱き上げられる。驚いたイリスは、クレディオの首に腕を回してしがみつく。

「クレディオさん、私歩けますからっ」

「そうだとしても、俺はあなたを離しません。……離したく、ないんです」

　ぎゅっと、クレディオの腕に力が込められた。

　別れの時が、すぐそこまで迫っている。

　深い海色の眼差しは、夜が来るのを怯える子供のようだった。孤独を恐れ、温もりを求めるクレディオを――イリスは黙って、優しく抱き締め返した。
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　祈り場の最さい奥おくにある、封じゆ呪もんの門。

　神話で語られる時代に、初代の聖女セフィーリアが邪神を封じた異界へと続く門だ。

「これが、封呪の門なんですね」

　クレディオに横抱きにされ、辿たどり着いた場所は円形の空間だった。

　灯あかりがなくても明るいのは、眼前にそびえ立つ門が淡あわく輝いているからだ。

（前に見た謁えつ見けんの間の扉より、ずっと大きいわ）

　造られてから、途方もない歳月が流れているはずなのに。白い石で造られた封呪の門は、その色をくすませることなく、清らかな光を放ち続けていた。

　けれど、近づくごとに見えてくる。

　扉の隙間から流れ出る、濃い紫の闇が――。

「クレディオさん、ありがとうございます。自分で立てるので下ろしてください」

　イリスが頼むと、クレディオは渋面ではあったがそれに従う。

　秘石の力を使ったせいで、未だに身体は重だるかった。本当は、意識を保つことも辛かったが、しっかりと足を踏ん張って自力で立つ。

「邪神を閉じ込めているのだから、もっと怖いものだと思っていたんですけど、こんなにも綺麗な門だったんですね」

　巨大な門もん扉ぴには、地上の風景が細かく彫られていた。

　緑豊かな花咲く大地。天高く梢を張り出した大樹や、動物の姿が左右対称に刻まれていたけれど――右の空には太陽が。左の空には月が浮かんでいる。

「イリス様、俺は噓をついてしまいましたね」

　振り返ると、クレディオは悔しげに足元を睨んでいた。

「あなたの命を救う方法を、必ず見つけ出してみせると約束したのに、結局は果たせなかった。あなたにだけは、噓をつきたくなかったのに……すみませんでした」

「謝らないでください。クレディオさんは、私よりも私の命を大事に想ってくれました。その気持ちだけで十分です」

「ですが、このままだとあなたは……っ！」

　クレディオが顔を上げると、イリスの人差し指でチョンと唇を押さえられた。

　驚くクレディオに、イリスはふわりと微笑む。

「私、ずっと恋がしたかったんです」

「……は？」

　突然何を言いだすかと思えば、年頃の少女らしい夢を打ち明けられた。

　反応に困っているクレディオを尻目に、イリスは笑顔で語り続ける。

「最初は、相手のことなんて考えていませんでした。『恋』というものに憧あこがれるだけで、誰かを特別好きになるとか、想像することもできませんでしたから」

　でも、分かったんです――と。

　頰を照れたように赤らめて、イリスはクレディオの瞳を見つめた。

「さっきの成婚の儀で、ジェラルド君にキスされそうになった時、クレディオさんのことしか考えられなくなりました」

「イリス様……」

「前に、ジェラルド君とクレディオさん、どっちのお嫁さんになりたいかって聞かれましたけど――ようやく、本当の答えが分かりました」

　節ふしくれ立ったクレディオの手を、小さな両手でそっと包み込む。

　そしてイリスは、視線を逸そらすことなく告げた。

「私は自分でも気がつかないうちに、クレディオさんに恋をしていました。だから、あなたのお嫁さんになりたかったんです」

「っ！」

　イリスの率直な告白に、クレディオは大きく息を呑む。

　無言で固まってしまった彼に、イリスはどこか寂しそうに笑う。

「ごめんなさい。いきなりこんなことを言って、困らせてしまいましたよね？」

　今言ったことは、忘れてください。

　そのひと言を耳にした瞬間、クレディオが動いた。

「たとえあなたの願いでも、そればかりは聞けません」

「ク、クレディオさん？」

　痛いほどの力で抱き締められ、イリスは息が止まるかと思った。

「どうしてあなたは、いつも肝心なことを黙っているんですか？　最後になって、こんなことを言うなんて反則だ」

「ご、ごめんなさい。でも、この気持ちだけはどうしても伝えたく――……んっ！」

　焦って弁解していると、顎に手を添えられ顔を上向けられた。不思議に思って瞬まばたくと、唇に柔らかいものが触れて、さらに瞠どう目もくする。

　生まれて初めての口づけは、突然奪われた。

　この世で最も愛する人に――。

「あんなことを言われたから、我が慢まんできなくなったじゃないですか」

　触れ合っていた唇が離れ、吐と息いきまじりの声で囁かれる。

「俺も、同じ想いでした。おそらく、あなたが俺を好きになるよりも前から」

「……本当ですか？」

「愛してもいない女性に、こんなことはしませんよ」

　驚きが冷めやらぬ中、二度目の口づけがされた。最初よりも長くて、深い――身体の芯から溶けてしまいそうな、とても熱いキスだ。

　こんなキスがあるなんて、初めて知った。

　ただでさえ立っているだけで精一杯なのに、こんなことをされたら、膝から床にくずおれそうになる。

　イリスは必死に、クレディオの背中に回した手で上着をギュッと摑む。クレディオも、イリスの細い腰を逞しい腕でしっかりと支えていた。

「俺の気持ち、信じてもらえましたか？」

　時を忘れる口づけから解放され、そっと尋ねられる。

　乱れた呼吸を整えるイリスは、顔を真っ赤に染め上げてはいたが、何度もコクコクと頷いた。

「私達、両想いだったんですね」

　心底幸せそうに微笑む彼女は、「でも……」と自分の唇に触れる。

「初めてのキスがレモンの味だっていうのは、やっぱり噓だったんですね」

　大好きな物語に書かれていたので、ずっと本当のことだと信じてきたのに。

「一回目も、二回目も……しょっぱい味しかしませんでした」

「それは、あなたが泣いているからでしょう」

　再びクレディオの顔が近づいてくる。

　またキスをされるかと思いきや、今度は場所が違った。彼は目尻に唇を落とし、そこに浮かぶ雫しずくを優しく吸い取る。

（私、いつの間に泣いてたのかしら？）

　悲しくも、辛くもないのに。

　胸を満たしているのは、今まで感じたことのない喜びと幸せだ。

（そっか。涙はすっごく嬉しい時にも流れるのね）

　悲しみの涙は、海の底に沈んだように苦しくなって嫌いだった。

　でも、喜びの涙は違う。胸に収まりきらない想いが、雫しずくとなって溢あふれ出しているようで――とても、心地よいものだった。

「クレディオさん、ごめんなさい」

　扉の向こうの闇の波動が、刻一刻と増している。

　涙が止まったところで、イリスは静かに胸の前で手を組む。

「もっと、こうしていたいけど……お別れが、辛くなっちゃいますから。私、自分の役目を果たしますね」

　次の瞬間、秘石から目が眩むような蒼い光が逬ほとばしった。

　突然、女神の力を解放させたイリス。光が噴き出した衝撃で、思わずクレディオは彼女を抱き締めていた手を離してしまう。

　すると、イリスの身体が重力に逆らってふわりと宙に浮かんだ。

「好きになったのが、クレディオさんでよかった。あなたになら、私が護ってよかったと思える素敵な国を、きっと造ることができるはずだから」

　これからクレディオは、新しい国王になる。

　どんな国を造るのか、隣で一緒に見ていたかったけれど、そんなことは無理だ。自分が日蝕を終わらせなければ、彼が治世をする国がなくなってしまう。

　お別れするのは、身を切られるほど辛い。

　けれど、彼を信頼しているからこそ別れの道を選べた。

「今までいろんなことから護ってくれて、ありがとうございました。あなたがいたから、私は傷ひとつ負うことなく、今日まで過ごしてこられたのです」

　秘石から溢れ続ける蒼い光が、幾多に細く長く伸び始める。植物の蔦を思わせるそれは、封呪の門に絡みつき――イリスの身体を、門の中心部に磔はりつけにした。

　聖女は百日間もの間、力を解放した状態で封印の強める。

　力が浸透しやすいよう、門へ直接磔はりつけにされたその様は、神々に捧げられる贄にえのようだった。

「今度は私が、あなたの生きる世界を救う番です」

　イリスの意識が徐々に薄れだした。

　身体が勝手に、深い眠りに落ちようとしているが、最後の力を振り絞ってイリスは唇を動かす。

「……クレディオさん……たとえ、姿が見えなくなったとしても……」

　強い眠気に抗あらがいながら、精一杯の微笑みを湛たたえる。

「……私はずっと、あなたを愛しています……」

　最後に見たクレディオの顔は、今にも泣きだしそうにくしゃくしゃだったけれど。

　イリスは満足そうな笑みと共に、覚めることのない夢の世界へ落ちていった。
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　イリスが陽よう召しようの儀式を行い、百日が経とうとしていた。

　聖女の祈りが天に通じ、世界を覆っていた闇は晴れた。空を見上げれば、今日も太陽が燦さん々さんと輝き、地上を遍あまねく照らしている。

　日につ蝕しよくが終わり、邪神復活の脅きよう威いが去った。

　暗闇の恐怖に怯おびえていた人々は、聖女が果たした偉業を称たたえ、国の各地で盛大な祭りが催もよおされている。新たな国王の誕生も、国民にとっては喜ばしいことだった。

　今、神聖ランディエル王国は幸せの絶頂にある。

　新しく国の頂点に立った、若き王の心境とは裏腹に――。







「王位に即つけば、少しは変わると思ったんだが」

　戴たい冠かん式しきはひと月後だというのに。

　新国王となったクレディオは、朝も早くから執務室にこもっていた。

「相変わらずお前は甘いんだな」

　窓際の壁に寄りかかっているジェラルドが、にやにやと笑っている。

　執務机に向かい、膨ぼう大だいな書類に目を通しているクレディオは、「何のことですか？」としらばっくれた。

「母上と、僕の処しよ遇ぐうだ。断だん罪ざいしたのはお前なんだから、知らないとは言わせないぞ？」

「…………」

　無言で羽根ペンを手に取り、クレディオは書類にサインを書き込む。あくまで、話題には乗らないつもりのようだ。

　黙々と仕事に精を出す弟に、ジェラルドの腹黒い笑みが深くなる。

「前国王と聖女の暗殺未遂。警備に細さい工くして、祈り場に邪教徒を引き込んだのも、お前から本来の地位を奪ったのも、全部母上が犯した大罪だ。――父上の裁さい量りようだったら、断だん頭とう台だい直行だっただろうな」

「俺と父上は違いますから」

「あぁ、違うだろうよ。死罪を求める大臣達を黙らせて、無理やり寛かん大だいな処分を下してくださったんだ。お優しいことですな」

　王妃アベルティーネは、事件後に邪教の崇すう拝はいをやめた。

　イリスの言葉が、頑かたくなだった彼女の心を溶とかしたのかもしれない。棄き教きようしたアベルティーネは、あれほどこだわっていた〝ルドロスの血〟も捨てた。

「ようやく母上は、長年囚とらわれていた呪じゆ縛ばくから解放されたのです」

「だから、法を歪ゆがめるほどの恩おん赦しやをかけたっていうのか？　――ジュリアーノの食事より、遙はるかに甘いな」

「奴の狂った食生活と、俺を一緒にするのはやめてください」

　不愉快ですと眉み間けんの皺しわを深くして、クレディオは新たな書類に手を伸ばす。

　このグレーフェンベルク城に、もうアベルティーネの姿はない。先日、王都から追放されたからだ。

　クレディオが強引に減刑した結果、命だけは助けることができた。

　王妃の地位を剝はく奪だつして、遠く離れた辺境の地へ送り、厳しい監視下に置く結果になったが。

「僕のことも、無罪放免なんかにしてよかったのか？　お前を殺して、墓にまでブチ込んだ張本人だぞ？」

「それに関しては、俺も腹を立てています」

　以前から、独どく断だん専せん行こうが目立っていた兄である。

　これまでは黙認してきたが、今回の計画は無茶が過ぎたと思う。

　月光花探しに出掛けた北の聖地で、兄から渡された飲み物を飲んで意識が途切れた。次に気がついた時には、王都ユークロンドにある、王室墓地に埋葬されていたなんて――悪夢にしたって、あんまりではないか。

「俺を殺すにしたって、ひと言くらい相談してくれてもよかったでしょうに。ジュリアーノはともかく、ルキノさんまで巻き込むなんて、明らかにやりすぎでした。しかも、二人に俺の棺ひつぎを暴かせるなんて……」

「敵を騙だますなら、まずは味方からってのが常道だろう？　ジュリアーノは別として、お前は演技が下手だからなぁ。それに、僕が先手を打っておかなけりゃ、今頃お前は母上に殺されてたぞ」

「それは、そうかもしれませんが……何も、一人ですべて抱え込むことはなかったはずです。なぜ、こんな暴挙に出られたのですか？」

　一歩間違えれば世界が終わる、危ない橋だった。

　大胆な行動を取ることは多いが、決して無謀なことはしない。慎重に損得の計算をして、時に冷酷な判断を下す兄にしては、後先顧かえりみない行動だ。

　すると、ジェラルドはおどけた様子で肩を竦すくめてみせる。

「お前と同じで、僕も変わったのかもしれないな。昔の僕だったらすべて適当に受け流して、楽な道を選んでいただろうし」

　そういえば、兄が政治に興味を示さなくなったのはいつ頃だっただろう？

　幼少の頃から利発で、大人顔負けな知識を有しており、『赤の若わか獅じ子し』と呼ばれてきた。そんな兄は三年ほど前から、どことなく投げやりでシニカルになった。

「兄上はなぜ、自ら退しりぞくようなことを？」

「僕は超天才児だったからな。幸か不幸か、自分の出生の秘密にも気づいちまったんだよ。そしたら急にやる気がなくなった。王族の血を引いてなきゃ、王位なんか継げっこねぇからな」

　でも――と続け、ジェラルドは双そう眸ぼうを柔らかく眇すがめる。

「変わろうと思うきっかけをくれた子がいたんだ。間抜けなくせに、いつだって一生懸命生きてるやつで……あの子を見てたら、僕にもできることがあるかもしれない。頑張れば、現実を変えられるかもしれないって、思うことができたんだ」

「兄上……」

「おいおい。お前はまだ、僕のことを〝兄上〟って呼ぶんだな？」

「……あなたが俺のことを、今でも弟と思ってくれているかは知りません。ですが、俺にとってあなたは、兄以外の何者でもありませんから」

　血の繋つながりなんて関係なかった。

　一人だけ無茶をしたことについては、まだ許せそうにないが、これまで兄弟として生きてきたのだ。今さら関係を変えるつもりはなかったし、その必要性も感じられなかった。

　臆おく面めんなく言いきった弟に、ジェラルドは長く嘆たん息そくする。

「やっぱ、さっきの撤てつ回かいするわ」

「さっきの？」

「お前と父上が違うって認めたろ？　その事だよ。お前ら親子は、不気味なくらい似てやがる」

　詳細を聞いたクレディオは、余計に困惑させられた。

　自分と父を似ていると言ったのは、兄で二人目である。一人目は外面だったが、ジェラルドは内面的なことを言っているようだ。

「昨日、別れの挨あい拶さつに行ってきたんだ。そしたら笑いながら父上は、『お前は我が息子であり、この城がお前の帰る家だ』って言いやがった」

「なんとも、父上らしいではありませんか」

「ったく。こっちは、二度と帰らないつもりでいたのによ」

　帰る家があるなら、戻らなくちゃいけないだろ。

　そうぼやくジェラルドは、言葉に反して穏おだやかな面持ちをしていた。

「兄上、本当に行かれてしまうのですか？」

　自ら出生の秘密を明かし、ジェラルドは王子という地位を失った。クレディオはこれまでどおり、兄が城で暮らせるよう取り計らったが――それを、ジェラルドは断った。

　彼はすでに、己おのれの歩むべき道を決めていたのだ。

「僕は何だかんだ言って、この世界を愛しているからな。今回みたいなことが二度と起こらないように、邪教徒の本拠を探し出して、悪さできないようにぶっ潰つぶしてやるさ」

「長い歴史の中で、誰も成し遂げえなかったことですよ？」

「だから僕がやるんだろ？　この超天才児の辞書に、不可能という文字はない」

　本気なのか、冗談なのか。

　尊そん大だいな態度で断言した兄に、「前者だな」とクレディオは思った。

「まぁ、おチビちゃんの葬そう式しきが終わるまでは、もう少しここで世話になってるさ。あの子に花の一輪でも手た向むけないと、旅に出る気にもなれないからな」

「……っ」

　兄が好んで使っていた、「おチビちゃん」という呼こ称しよう。

　そう呼ばれる、ただ一人の存在を思い出して、サインを書こうとしたクレディオの手が否いや応おうなく止まる。

「本当は、僕にも分かってたさ。お前が母上の罪を無理して減げんじたのは、おチビちゃんが助けた命を無駄にしたくなかったからだろ？」

「…………」

「そうやって、何カ月も先の仕事を寝ずに励んでるのも、おチビちゃんのことを思い出したくないからじゃないのか？」

　何も言い返せずに押し黙っていると、ペンからインクが滴したたり落ちた。

　涙のように書類に滲にじんでゆくインクを、寝不足でぼんやりと歪んだ視界で眺ながめる。

　別れの言葉も、引き留めの言葉もかける間もなく。自分の気持ちだけ言い残し、イリスは深い眠りに就ついた。

　意識を失った彼女は知らないだろう。

　あの後クレディオは、何度もイリスの名を呼んで、目を覚ましてくれと叫び続けた。声が嗄かれて出なくなり、彼女が目覚めることはないと諦めるまで、一週間も封呪の門前から離れることはできなかった。

「いくら目を逸らしたからって、現実は変わっちゃくれないぞ。おチビちゃんを迎えにいくのは、今日なんだろ？」

　百日間続いた陽召の儀式は、夫となった王が聖女を迎えに行くことで成じよう就じゆする。

　本来ならば、力を解放し続けても、聖女が衰おとろえることはない。役目を終えれば元の人間に戻り、王妃として生きてゆくことになる。

　だが、イリスは違う。

　秘石の力で延命してきた彼女は、すべてを終えた瞬間に命を落としてしまうのだ。

「お前はおチビちゃんの旦だん那ななんだ。ちゃんと、奥方を連れ帰ってやれよ」

　ぽんっと弟の肩を叩き、ジェラルドは執務室から出ていく。

　その後、クレディオはインクで汚れた書類を、いつまでもぼうっと見つめ続けていた。
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　昼過ぎになり、正装に着替えたクレディオは祈り場へやってきていた。

　その手には、聖剣の間に祭られている陽光の剣が握られている。聖女を迎えにいく際に、携たずさえなければならず――偽の日蝕の時はびくともしなかったが、今回は、意外なほどすんなりと剣は台座から抜けた。

　騎き士しと邪教徒が衝しよう突とつし、一時祈り場は戦場と化したが、すでに以前の姿を取り戻している。ここで血が流されたことなど、まるで夢と思えるほどだ。

（本当に、夢ならよかったのだがな……）

　重い足を強引に動かし、クレディオは祈り場の奥へと進む。

　正式な式こそ挙げていないが、書類の上で自分とイリスは夫婦になった。

　いつまでも、愛する妻を一人にしておくことはできない。――どんな形であれ、光の戻った地上へ彼女を連れ帰りたかった。

「こ、これはどういうことだ!?」

　約百日ぶりに封ふう呪じゆの門まで辿たどり着くと、目の前に広がる光景に愕がく然ぜんとする。

　空間全体が、蔦つたのような植物に覆おおい尽くされていた。まるで、封呪の門を護る堅けん牢ろうな砦とりでのようだと、クレディオは頭の片隅で思う。

「進むしかない、か……」

　グッと陽光の剣を握り締め、行く手を遮さえぎる幾多の蔦を断ち切る。

　胸にあるのは、誰よりも大切な少女のことだけだ。彼女を見つけ出すために、クレディオは手を休めず剣を振るい、蔦を掻かき分けて先に進む。

「ん？」

　生おい重かさなる蔦に悪戦苦闘しながらも、根気よく前進を続けていると、不可思議なものを見つけた。白くて巨大な、繭まゆのようなものだ。

　蔦が幾いく重えにも絡からみついていたので、危うく見落とすところだった。

「なんだこれは？」

　蔦だらけの中で、この繭だけが異質な存在感を放っている。

「一応、中を確認してみるか」

　繭の大きさは、人が入れるくらいはある。

　一いち縷るの可能性も見逃さず、クレディオは慎重に繭を切り裂き始めた。

「……っ、切りにくいな……っ」

　弾力のある繭は、思ったよりも扱いづらかった。

　それでも諦めず、少しずつ刃を入れる。上から下まで切り終わるまで、軽く十分は経過していただろう。

　剣を鞘さやに戻したクレディオは、繭の前に跪ひざまずく。

　そうっと切れ目を広げると、中からおびただしい数の白い花か弁べんが宙に舞った。それは北の聖地に降る雪を思わせクレディオの胸を抉えぐる。

　残った花弁を丁寧に掻き分けてゆけば、やがて人の肌が現れた。

「……っ」

　散ってなお無数の花びらの中に、イリスは一糸纏まとわぬ姿で埋もれていた。

　穏やかな表情をしており、眠っているだけのように見えたが、触れた肌はひどく冷たい。口元に手を翳かざしても、呼吸を感じることはできなかった。

（イリス様も、こんな思いをしたのだろうか？）

　足元が崩れ去り、奈な落らくの底に突き落とされた気分だ。呼吸をしているのに胸が苦しい。一気に現実感が失われ、クレディオはがくりとうなだれる。

　兄の計画のせいで、自分は一度『命を落とした』ことになっていた。彼女にも、これほどのショックを与えていたと考えると、余計に胸が捩ねじ切れるように痛んだ。

「……いつまでも、こうしているわけにはいかないな」

　兄や父はもちろんのこと、ジュリアーノも心配して待っている。イリスを連れ帰らなければ、それだけ彼らの心痛が増すだろう。

　脱力した身体に鞭むちを打ち、冷たくなったイリスの身体を抱き上げる。

「ん……？」

　イリスの上半身を抱き起こすと、不意にキラリと何かが輝いた。

　それは、秘石が宿っていた胸元で光っている。何かと思えば、純白に輝く大輪の花だ。

「これは、月光花……っ!?」

　極ごく寒かんのヴェレーデで雪まみれになりながら、必死で探した。

　あの時見つけた花は、暗闇の中で輝くことはなかったが――この花は違う。わざわざ暗くしなくても分かるくらい、絶え間なく清らかな光を放っていた。

「なんて美しい花なんだ」

　手がかじかむのも構わず、雪を掻き分け続けた。ただイリスを救いたい一心で、己の身を顧かえりみずひたすらに求めた伝説の花だ。

　クレディオは感動のあまり、身体が震えるのを止めることはできなかった。

「まさか、秘石が月光花の種だったのか？」

　仮にそうだとしたら、月光花は常に自分の側にあったことになる。もしかしたら月の女神も、聖女の役目を終えた後のことまで見越して、イリスに秘石を与えたのかもしれない。

　月光花さえ咲けば、彼女は本当の意味で救われるのだから。

　微かすかに震える手で恐る恐る触れると、花は胸元からポロリと取れてしまった。

　その下にもう秘石はなかった。ただ滑なめらかな肌が見えるだけだ。

（この花さえあれば、イリス様を生き返らせることができる……っ）

　降って湧わいた希望に若干緊張しつつ、クレディオはそっと花を手に取る。

　月光花の蜜みつを飲ませることで、死者を蘇よみがえらせることができたはずだ。記憶の糸を手た繰ぐり寄せ、蘇生のための方法を思い出したクレディオは、静かに花の蜜を吸った。

　口内に蜜を含むと、一旦、近くの床に月光花を置く。

（頼む、生き返ってくれっ！）

　今までの人生で、こんなに強く祈りを捧げたことなどないだろう。

　冷たいイリスの唇に口づけ、熱を分け与えるように、ゆっくりと蜜を流し込んでいく。すべての蜜を飲ませ終わると、口を離して様子を窺うかがった。












「っ！」

　ひたすらに見守っていると、無意識に握っていたイリスの手がぴくりと動いた。それだけではない、小さな唇が酸素を求めて開き、長い睫まつ毛げも微かに震える。

　新鮮な空気で肺が満たされ、再び鼓こ動どうが命の音色を奏かなでだす。

　胸に抱いた肌も、ほんのりと温ぬくもりを帯びてきた。

「……んっ」

　小さく呻うめき、うっすらと瞼まぶたが開かれる。

　眠たげな空色の瞳を見た瞬間、クレディオは呼吸することも忘れた。

「お、母さん、ここは……どこ？」

　寝ぼけているのか、イリスは掠かすれた声で母を呼んでいる。

　――彼女の声を聞いたら、もう我慢することはできなかった。

「イリス様……っ！」

　感極まった声で名を呼び、力一杯抱き締める。

　いきなりの抱擁に、イリスはしばしぽかんとしていたが、すぐに「痛い、離して」と抵抗した。

「い、いきなり何をするんですか？」

　クレディオが慌てて腕の力を緩ゆるめると、イリスはホッと一息つく。

　そして彼女は気づいた。

　自分が、生まれたままの姿であることに――。

「きゃっ！　どうして私、こんな格かつ好こうをしているの？」

　両腕で胸を隠したイリスは、目尻に涙を溜めて見上げてくる。

「今、私の胸を見ましたよね？　これじゃあ、お嫁に行かなくてはならないわ。――あなた、責任を取って私をお嫁さんにしてください」

　いつか聞いた、懐かしい台詞せりふだ。

　当時は何とも思わなかったのに、今となっては胸が張り裂けるほど嬉しい。

「もちろん、最初からそのつもりで迎えにきました」

　今度は潰さないように気をつけ、優しく抱き締める。そうしていると、イリスの混乱も収まってきたようだ。

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせた彼女は、クレディオの顔を見上げて小首を傾かしげる。

「あれ、どうしてクレディオさんがいるんですか？　確か私、女神様の力を使って死んだはずなんですけど……」

　まさかと呟つぶやき、イリスは蒼あおざめた。

「クレディオさんまで、あの後に死んじゃったんですか？　でも、どうしてそんなことに？　あっ！　天国の私に会うために、また偽ぎ死し薬やくを飲んだわけじゃありませんよね？」

　寝ぼけていたかと思えば、今度は盛大な勘違いをする。

　突とつ飛ぴな彼女の発想に、「違いますよ」と微笑む。

「俺は死んでいません。あなたが生き返ったんですよ」

「えっ？　でも、月光花は見つからなかったじゃないですか」

「いいえ。月光花は最初から、あなたが持っていましたよ。俺達が、気がつかなかっただけです」

　傍かたわらに置いていた月光花を取り、イリスに優しく手渡してやる。

　純白に輝く花に見入った彼女は、ほうっと感かん嘆たんの息を吐はく。

「本当に花弁が光っています。こんなに綺麗なお花、見たことがありません」

「秘石のあった場所に、その花が咲いていました。おそらく、秘石が種だったのでしょう」

「そう、だったんですか……」

　胸元を撫なで、急にイリスは無言になった。

　どこか具合でも悪くなったのだろうか？　心配になったクレディオが、声をかけようとした時、イリスは急に彼の手を取った。

「クレディオさん、お願いがあります。私のほっぺをつねってください」

「は？」

　唐突な申し出の意味が分からず、眉根を寄せる。

　その間にイリスは、クレディオの手を自分の頰ほおに添わせた。

「遠慮なんかしないで、思いっきりつねってくださいね？　だって、ほっぺをつねられて痛くなければ、これは夢になっちゃいますから」

　そこまで聞いて初めて、彼女の考えていることが理解できた。

　イリスは疑っているのだ。これは、自分の見ている都合のいい夢ではないかと。

「それなら、あなたも俺の頰をつねってください。お互いに痛ければ、夢じゃないと証明されますよ」

「あっ、それは名案ですね！」

　クレディオの提案を受け、イリスも彼の頰に手を伸ばす。

「せーので、一緒につねりましょうね？　絶対に、手加減はしないでくださいよ？　痛くないのは嫌ですから」

「はい、分かりました」

「じゃあ……せーのっ！」

　掛け声に合わせて、お互いに頰をつねり合う。

「どうですか、イリス様？」

　気遣わしげに尋ねると、イリスは両目に涙を溜めて微笑む。

「い、痛いです。クレディオさんは、どうです？」

「安心してください。俺も、とても痛いですよ」

　痛みを感じることは、辛つらいことだとばかり思ってきた。けれど、どうやらそれは間違いだったらしい。

　痛みという感覚が、これほど嬉しいなんて初めてだ。

　それはイリスも同じようで、彼女はついに大粒の涙をこぼし始めた。

「クレディオさんは、噓うそつきじゃなかったじゃないですかっ。ちゃんと約束どおり、私を助けてくれました……っ」

　幼子のようにしゃくり上げるイリスを、クレディオはしっかりと抱き締める。

「まずは、俺達の結婚式を挙げなくてはいけませんね。それから、本物の舞ぶ踏とう会かいを開いて一緒に踊りましょう」

「……っ、はいっ！」

「これからは、あなたの憧あこがれていたことを全部やっていきましょう。そうするだけの時間が、俺達には与えられたのですから」

　焦ることなど、もうどこにもない。世界の危機が消えたこの世界で、イリスを脅おびやかすものなどなくなったのだ。

　胸に抱いた、自分が初めて愛した少女。

　彼女に新たな命を与えた事こそ、秘石が起こした最高で最後の奇跡だった。
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　その日、ルキノは聖ルミナリア大神殿に招かれていた。

「イリスちゃんが生き返って、本当によかったわね」

　久しぶりに会ったジュリは、なぜか妖よう艶えんなドレス姿だった。

　国王軍の総そう督とくなのに、相変わらず女装をして女言葉を使っている。どうして女のふりを続けているのか尋ねたら、即答された。「イリスちゃんのお友達は、〝あたし〟だもの。いくら自分でも、〝ジュリアーノ〟より先にお祝いがしたいのよ」――と。

　本当は、年齢も立場も違うけれど。

　こうして喋しやべっていると、同級生だった頃に戻った気がした。

「ラードルフ陛へい下かは、ボク達よりも嬉しいだろうね。イリスさんがいない間、ずっと落ち込んでいたんでしょう？」

「落ち込んでたってレベルじゃなかったわよ？　目の下にものすっごく濃い隈くま作って、やらなくてもいい、ずっと先の仕事まで片付けてたんだから。臣下としては助かるけど、いつぶっ倒れるんじゃないかって、目が離せずにヒヤヒヤしてたわよ」

「それじゃあ、ジュリさんも満足に休めてなかったんだ」

　頑張り屋な彼女のことだ。きっとそうだろうと思ってはいたが、案の定すぎて苦笑するのを堪こらえられなかった。

　同時に、〝これ〟を持ってきてよかったと安あん堵どする。

「ジュリさん、よかったら休憩の時にでも食べてよ」

「なぁに、それ？」

　ルキノが差し出したのは、さっきから手に持っていたバスケットだった。

「リオール先生から疲労回復に効く薬草を分けてもらって、お菓子を焼いてみたんだ。前にイリスさんが作っていたのを思い出して、真似しただけなんだけどね」

「うわっ、ありがとーっ！　隊舎じゃスイーツなんて食べられないから、涙が出るほど嬉しいわ！　賞味期限ぎりぎりまで、小分けにして大事に食べさせてもらうわね」

「えっ、そこまでしなくても……」

　何となくの思いつきで持ってきたが、こんなに喜ばれるとは思わなかった。

　そこでルキノは考え込み、やがておずおずと切り出す。

「あ、あの！　もし、ジュリさんさえよかったら、これからも定期的にお菓子を持ってこようか？」

「本当っ!?　あっ、でも……ルキノ君には学校があるじゃない。寮長の仕事だってあるし」

「休校日に、散歩するついでに持ってくるよ。城門の前に立ってる騎き士しさんの誰かに預けたら、ジュリさんに届けてくれるかな？」

「あぁ、あいつらはあたし直属の部下だから大丈夫よ。『総督の使いで持ってきた』って言えば、必ずあたしに届くだろうけど――本当にいいの？」

　遠慮がちなジュリに、ルキノは「もちろん」と頷うなずく。

「実はボク、夢を見つけたんだ」

「そうなの？　よかったら、聞かせてもらってもいい？　応援するから」

「……本当に、応援してくれる？」

「当然じゃない！　年や立場は違うけど、〝同じ籠かごのパン〟を食べた同士じゃないの。友達の夢は、応援するに決まってるわよ」

　学院を去り、国王軍の総督の職務に戻っても、ジュリは何一つ変わらなかった。

　そんな彼だからこそ、ルキノも勇気を振り絞しぼって伝えることができる。

「あのさ、国王軍には書記官って人達がいるよね？」

「あー、いるわね。肉体労働ばっかりに思われてるけど、隊内で処理しなきゃいけない事務仕事って結構あるのよ」

　それがどうかしたの？

　何食わぬ顔でそう問われ、ルキノは意を決して宣言する。

「ボクは今でも、ジュリさんに憧あこがれているんだ。だから、まずは書記官として国王軍に入隊してみせる。そして、いつか必ずあなたの隣に立つ。――それが、ボクの夢だよ」

「…………」

　思わぬ夢の内容に、ジュリは唖あ然ぜんとさせられた。

　だが、すぐに彼は表情を改める。

「書記官っていっても、騎士であることに変わりはないのよ？　実戦に駆り出された時、戦えないと意味がないわ」

「今は先輩に頼んで、剣術と乗馬の特訓をしてるんだ。朝と放課後に、走り込みをして体力もつけてる。軍事関係の勉強も始めたよ」

「甘えが許されない、厳しい世界よ。それでもあたしを追ってくるっていうの？」

　噓やごまかしを許さぬ、翡ひ翠すい色の瞳で率直に聞かれる。

　故ゆえにルキノも、偽りのない本心を答えた。

「ボクは本気だよ。この夢を叶かなえるためなら、どんな努力だってしてみせる」

　気弱な同級生かと思えば、正義感に溢あふれた熱い一面も持ち合わせている。

　揺るぎない菫すみれ色の瞳を、たっぷりと十秒見つめ――やがてジュリは、大げさにため息をついた。

「しょうがないわね。あたしの右腕の座が空あいてるうちに、早くここまで這はい上がってきなさいよ？」

「じゃあ……っ！」

「最初は五年待ってあげる。その間に国王軍へ入隊できたら、また五年待つわ。努力次第じゃ書記官でも、副総督にはなれるでしょう？　これだけ待ってあげるんだから、ルキノ君も本気であたしを追いかけてきなさいよ」

　照れ隠しで、わざと強気な態度になってしまう。そんなジュリの心中など知らず、ルキノは心から嬉しそうに頷うなずいた。

　その時、鐘しよう楼ろうから美しい鐘かねの音が響き渡り、王都の中心に建つ大時計塔の鳴らすそれとハーモニーを奏で始める。

「あっ、もう式が始まる時間だね。ボク達もそろそろ式場へ行かないと」

「そうね。イリスちゃんの晴れ姿は、この目にしっかり収めなくちゃいけないもの」

　そして二人は、身廊に設けられた招待席へ向かおうとしたが――一歩を踏み出しかけ、ふとジュリが思いとどまった。

「ねぇ、ルキノ君。念のため一つだけ確認してもいい？」

「？　いいけど？」

「さっき、あたしにまだ憧れてるって言ったわよね？　それって、尊敬って意味で合ってるのかしら？　それとも、まだあたしのことを……」

　牢ろう屋やに囚とらわれている時にされた、愛の告白を気にしているのだろう。

　すぐ、そのことに思い当たったルキノは――悪戯いたずらっぽく笑った。

「さぁ、それはどうなんだろうね？」

「ちょ！　ルキノ君っ!?」

　質問に答えることなく、楽しげに笑って先に歩き出したルキノ。

　すっかりペースを乱されたジュリは、くしゃりと前髪を摑んで唸る。

「このあたしを手玉に取るなんて、ルキノ君くらいよ」

　彼なら本当に、自分の隣に立つ日が来るかもしれない。

　とんだ人物に好かれたものだと独りごち、ジュリは小走りにルキノの後を追った。
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　絶対神の彫像が見守る、壮麗な主祭壇を飾るのは、色とりどりの花々。

　王城の地下で執り行った『成婚の儀』では激しい争いが巻き起こったが、今日は晴れやかな雰ふん囲い気きに包まれていた。

「汝なんじは、この男ラードルフ・クレディオ・ブランシャールを夫とし、良き時も悪き時も、富める時も貧まずしい時も、病やめる時も健すこやかなる時も共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を分かつ時まで愛を誓ちかい、夫を想い夫のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓いますか？」

　祭さい壇だんに立つ大主教の、長い誓いの言葉を聞くのも二回目だ。

　違うのは、夫の名前の部分だけだろう。

　ウエディングドレスの長いヴェール越しに、隣に立つクレディオと視線を合わせて、イリスはふわりと微笑む。

「誓います」

　以前は無理やり頷かされたが、今回は自分の声と意思で返事をした。

　大主教も穏やかに微笑んで頷くと、今度はクレディオに同じ問いを投げかける。

「汝は、この女イリス・レルミットを妻とし、良き時も悪き時も、富める時も貧しい時も、病める時も健やかなる時も共に歩み、他の者に依らず、死が二人を分かつ時まで愛を誓い、妻を想い妻のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓いますか？」

　これにクレディオも、イリスと視線を合わせてから答える。

「誓います」

　たったひと言答えるだけなのに、二人の世界に浸ひたっているのだ。

　仲なか睦むつまじい新国王と王妃の姿を、正面の席からジェラルドが呆あきれ顔で見ている。身廊を狭んだ反対の席には、クレディオが内緒で呼び寄せたイリスの家族も笑顔で座っており――前国王のコーネリアスは最前列で、息子と嫁の晴れ姿に終始目元を和なごませていた。

（私、この世界を護れてよかった）

　家族の後ろには、ひときわ目立つ巨体が座っている。

　祝いの場に不ふ釣つり合いな、野生のクマを彷ほう彿ふつとさせる厳いかめしい顔だ。まるで睨にらみつけるように、新郎新婦をジッと見つめているのは、クマ寮長ことロイドだった。

　彼の隣では、車椅い子すのリオールが穏やかに微笑んでいる。

　イリスの村へ使者として立ってくれたロイドは、その足で王都に戻り、邪教徒達の反乱を阻止すべく大いに働いた。それだけじゃない。今日の彼はリオールと協力してイリスのために、素晴らしいブーケを作ったのだ。

（本当に、素敵なブーケだわ）

　大輪のフェストと小さなオルコスの花で、清純な白に統一されたブーケ。二つの花を組み合わせると、【永遠の愛を誓う】という花言葉が生まれる。

　薬草としても重ちよう宝ほうされ、野原などで摘つむことができる花だ。

　けれど、価値なんて関係ない。薔ば薇らのように派手でなくともいい――死にかけだった村娘の自分が、こうしてクレディオに愛されたように。ありふれているけれど、可か憐れんで美しい野花のブーケを、イリスも心から愛した。

「イリスちゃん、綺麗になっちゃって……っ！」

「ちょ、ちょっと。ジュリさん、そんなに泣かないでよ」

　もちろん、ジュリとルキノの姿もある。

　ぼろぼろと涙をこぼすジュリに、慌あわてたルキノがハンカチを差し出す。女装姿で泣いている総督を、警備の騎士達は複雑そうな顔で見ていたが、ジュリは部下の目など気にせず、友人の幸福を心から喜んでいた。

　多くの人々に祝福されて、クレディオと夫婦になる。

　そう思うだけで、イリスの笑顔はますます華やぐ。












（大好きな人と結婚するのって、こんなに幸せなことだったのね）

　物語に「幸せだと世界が輝いて見える」と書かれていたが、まさにそのとおりだった。

　生き返ってから、世界のすべてがキラキラ光って見えるのだ。どんな些さ細さいなことでも幸せに感じて、どんなものでも大切にしたいと思える。

　中でも一番輝いて見えるのは、隣に立つ夫であることは言わずもがなだ。

「それでは、神々の御前にて誓いの口づけを交わしてください」

　祭壇から大主教が離れ、絶対神の彫像がよく見えるようになった。

　向かい合って立つと、クレディオはイリスのヴェールを後ろへ外す。そして、すぐに口づけを交わすかと思いきや――クレディオは、思わぬことを切りだした。

「あなたに物語と現実は違うと言ってきましたが、最近の俺はおかしいんです」

「えっ？」

「不思議ですね。幸せすぎて、世界が輝いて見えるんです。中でもあなたが、一番眩まぶしく輝いていますよ」

　彼が口にした言葉に、トクンと心臓が高鳴る。

「クレディオさん、事実は小説よりも奇なりって言いますよね？　あれって、本当だったんですね。私も、あなたとまったく同じ体験をしていました」

「そうだったのですか？」

　驚いたように瞠どう目もくするクレディオに、笑顔で頷く。

「一つだけ違うのが、一番輝いて見えるのがクレディオさんということです」

「イリス様……」

「だあぁっ！　公衆の面前だってこと自覚してんのか？　いちゃつくのは式が終わって、部屋に帰ってからにしろよ！　だいたい、いつまで『イリス様』なんだよ陛下？」

　甘々なやり取りを聞いていたジェラルドが、いいかげん焦じれたように横よこ槍やりを入れた。

　後方では、イリスの父親が「幸せになれよぉ～」とむせび泣いている。父の背をさすってやりながら、母も涙ぐんでおり、兄はジェラルドに触発されたのだろう。「早く口づけしろよー」と急せかしてきた。

　王侯貴族に囲まれてなおも、緊張とは無縁の家族である。

　列席者も皆、名前は知らない者達ばかりだったが、表情は優しい。王城への沿道も、挙式後のパレードを待つ人々で埋め尽くされていた。

「私達、国のみんなに祝福されているんですね。だったら、みんなの期待を裏切らないように、世界一幸せな夫婦になりましょう」

　彼女の提案に、クレディオも穏やかに同意する。

「それが、愛するあなたの願いならば俺は必ず叶えてみせます」

　一度も噓をついたことのない、最愛の人が誓ったのだ。きっと自分達は、本当に世界一の幸せな夫婦になれるだろう。

　そこで、ふと気になっていたことを思い出した。

「あの、クレディオさん。私はこれから王妃様になるんですよね？」

「そうですが、どうかなさいましたか？」

「王妃様のお仕事は、赤ちゃんを作ることだって聞きました。だけど、赤ちゃんってどうやって作ればいいんですか？」

　とんでもない爆弾発言を、平然と口に出したイリス。これには、和やかムード一色だった式場が、一瞬にして気まずい空気に包まれた。

「まさかこんな時まで、おとぼけっぷりを発揮するとは」

　重苦しい沈黙を破ったのは、ジェラルドの笑い声だった。

「おチビちゃん。そんなに子供の作り方が知りたければ、僕が教えてやろうか？　手取り足取り、丁寧に……な」

「ちょっと、何言ってんの！　いくら可愛いからって、式場で花嫁を口く説どくなんて非常識でしょう？　ほんと、これだからボンボンは礼儀知らずなんだから」

　無む垢くなイリスを誘惑するジェラルドを、席から身を乗り出したジュリが叱しかる。

　周囲の視線を気にしたルキノが、どうにかジュリを座らせて一件落着したかと思いきや――意外な人物が、当然のように口を開いた。

「確か子供は、キャベツから産まれてくるんじゃなかったか？」

　これまた頓とん珍ちん漢かんな発言をしたのは、イリスの兄だった。

　兄の指摘を受け、「そういえば」とイリスは思い出す。幼い頃に読んだ絵本に、子供がキャベツから産まれてくるシーンが描かれていたのだ。

「キャベツから産まれてくるのなら、私は頑張って畑を耕たがやさないと！　そうじゃないと、元気な赤ちゃんが産まれてきませんものね」

　にこにことそう言ったイリスに、ジェラルドが盛大に噴ふき出す。

　ぽかんとしていた国王も、やがて肩を揺らして鷹おう揚ように笑いだした。大臣達も、「王妃様が前向きであれば、お世継ぎの心配はない」と胸を撫なで下ろす。イリスの兄だけは、「あんたは黙ってなさい」と母親に頭を叩かれ、一人だけ納得いかない表情をしていたが……。

「イリス様。残念ですが、子供はキャベツから産まれてはきませんよ」

「えっ、そうなんですか？」

　城の庭に広大なキャベツ畑を作ろう。そんな計画を練ねっていたイリスは、クレディオから間違いを正され、がっくりと肩を落としてうなだれる。

　落ち込んでしまった妻の頰に手を添え、クレディオは柔和に微笑む。

「子供の作り方は、俺が知っていますから」

「本当ですか！　その作り方、私にも教えてもらえますか？」

　しぼんでいた花が、水を得て甦よみがえるように。暗くなっていたイリスの表情も、希望によってキラキラと輝く。

　ますます笑みを深め、クレディオは愛おしげに妻の頰を撫でる。

「もちろん、俺が一から教えて差し上げます。ですが、それは式が終わり、寝室に戻ってからでなくてはいけません」

「ここじゃ、教えてもらえないんですか？」

「あなたの愛らしい姿は、俺だけが知っているだけでいい。誰一人として、他の者には見せてやりません」

　俺にあなたを、独り占めさせてください。

　熱っぽい眼差しでそう言われ、頰を朱に染めて頷いたイリスは――むずがゆい胸中から湧き上がってきた言葉を、はにかむような笑顔で告げる。

「クレディオさん、この世の誰よりも愛しています」

「俺もあなたのことを、この世の誰よりも愛していますよ」

　お互いに愛を確認すると、どちらともなく唇を重ね合わせた。

　王妃になった自分は、もう学院で勉強することはできないけれど、王宮にもまだ知らないことがたくさんある。むしろ、〝初めて〟なことが増えて、毎日が驚きと新発見の連続だった。

　戸惑ったり、どうすればいいか分からないこともある。

　だけどそんな時は、クレディオが力を貸してくれて、乗り越える手伝いをしてくれた。

　――きっと、この先の人生も同じなのだろう。

（私達は、一人じゃない。二人で支え合って生きていけるんだわ）

　一人じゃない心強さ、二人でいることの幸せ。

　そのことを知っているからこそ、どんな障害が立ちはだかっても、夫婦で力を合わせて乗り越えていける自信があった。

（月の女神様、私を聖女に選んでくれてありがとうございます）

　死にかけだった自分に、命を与えてくれた存在に改めて感謝する。

　聖女に選ばれていなければ、クレディオと出会うこともなく、冷たい土の下にいた。生死の狭はざ間まで葛かつ藤とうすることもあったが、そのお陰で前よりも心が強くなれた気がする。

　愛の深さを示すように、長い口づけを交わす夫婦。

　絶対神の彫像も、そんな二人を祝福するように見つめていた。





ＥＮＤ．
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　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　ついに、天てん空くうの瞳ひとみのイリスも最終巻ですね。死亡フラグをへし折り、誕生したヒロインのイリスですが――シリーズを見返してみると、彼女は常に死と隣り合わせ！　危機的状況に直面しても、その度たびに死亡フラグをへし折り続けてきました。

　今回も彼女は、迫りくる死亡フラグをバキッとへし折るのか？

　それは、是非とも本編でご確認ください（笑）




　ここで少しだけ、イリス誕生秘話を語りましょうか。

　これまで私が書いてきたヒロインは、元気一杯の女の子ばかりでした。実はイリスも初期の設定では、野山を駆かけ回る活発な女の子だったんですよね。けれど、『今までとは違ったヒロインを書いてみたい』と思い、性格や境きよう遇ぐうをガラリと変えてみました。

　イリスはほんの少しだけ――本当にごく僅わずかだけど、私と似ている部分があります。それは『身体からだの弱さ』ですね。

　私もイリスほどではありませんが、幼い頃から身体が弱かったんです。元気な時は活発に動き回るけれど、体調を崩したらガッツリ！　って感じですかね？　そんなこともあり、こう思ったわけですよ。「病弱だった私だからこそ、病弱なヒロインを書けるのではないか？」と。

　まぁ、私の性格とイリスの性格は全然違いますけどね（笑）




　さて、ここからは登場キャラクター達に触れていきましょう。

　ノータッチで終わったら、拗すねられてしまいそうなので。




　最初は、今をときめくスイーツ系女子（？）のジュリちゃんです。

　イリスの友達一号であり、女の子らしさをギュッと詰め込んだ、最高のムードメーカーでした。「お腹一杯、お菓子だけ食べてみたい」という、全世界の乙女が一度は抱く夢を、毎日実行していた兵つわものでもあります。そのせいで、ジュリを書いている時は、ひたすら甘い物が食べたくなりました。

　隊長モードの自分を、「兄」と言い張っていたのが個人的に気に入っています。これからも本業の合間に、スイーツの道を極きわめてもらいたいものですね。




　ジュリの次には、ルキノ君を書くしかありません。

　初登場時は、ごく普通の優等生キャラだった彼なのに――どうしてこんなことになったのか？　作者の私ですら驚くほど、彼は自然とジュリに好意を寄せていました。

　女装をしても、男とバレない可愛らしさ。ジュリに護られるシーンを書いていると、「あれ、ルキノ君がヒロインだったっけ？」と、混乱させられることがありました。そんな彼が、将来どんな風に成長するのかを考えると、色々と非常に楽しみです。




　二巻で登場したロイドも、私のお気に入りキャラの一人です。

　クマのような外見なのに、動物と会話したり、お菓子作りが趣味な乙オト男メンでしたね。彼の姉である星ほし詠よみの巫み女こは、名前どころか一度も姿を見せていないはずなのに、なぜか強く印象に残っている不思議なキャラです。今日もロイドは、ピィちゃんが運んでくるお姉ちゃんの命令を、黙々とこなしているのでしょう。――頑張れ、ロイドっ！　ピィちゃんだけは、いつまでも君の味方だぞ。




　ジェラルドは、最後まで一いつ貫かんして棘いばらの王子でした。

　作中、イリスの言動が読めないと言っていた彼ですが……私からすれば、ジェラルドの思考の方が読めませんでした。思わぬ行動に出ることが多く、本心を悟さとらせないのはいいけど、私にくらい教えてよと何度思ったことか（苦笑）

　ジュリとはこれからも、犬猿の仲でいてもらえると嬉しいです。喧けん嘩かするほど仲が良いって言いますから。




　クレディオはと言えば、非常に暴走しやすいキャラでしたね。

　気がつくと、予想外の行動に出ていることが多々あり、ストッパーをかけるのに苦労しました。毎度、イリスとのドッキリハプニングに見舞われ、散々心を掻かき乱された彼ですが――個人的には、役得だったんじゃないかなと思っていたりします。

　過去や現在を含め、様々な苦労を背負い込んできましたからね。これからは、〝当然〟のような〝特別〟がたくさん散りばめられた、明るい未来を生きて欲しいです。

　クセのため息の量も、減るといいなぁとひっそり願っていたり。




　最後は、本作のヒロインのイリスです。

　生まれた時から身体が弱く、万年死にかけだったけれど、この作品で一番強いキャラはイリスだと思うんですよね。何が強いのかと言えば、その心です。

　過か酷こくな運命に翻ほん弄ろうされ続けても、決して泣きごとは言わない。独特な感性で物事を柔じゆう軟なんに受け止め、どんな時でも挫くじけず、最後まで力一杯生き抜いてくれました。イリスのように、前向きに生きられたら楽しいだろうなぁと、最近はよく考えます。

　相変わらず彼女の歩む運命は険しいけれど、きっと大丈夫。隣を歩いてくれる最愛の人と支え合いながら、己の未来を切り開いてくれるはず！




　担当編集様には、今回も多大なご迷惑をかけてしまいました。この場を借りて、謝罪と感謝をさせて頂きます。機械も体調も壊さないように、精進します！

　挿絵を担当して下さった、茉ま莉り花か様にも大感謝です。煌きらびやかな表紙はもちろん、一新された人物紹介ページに衝撃が走りました。隊長モードのジュリの凜り々りしさが素敵で、日に何度も見直すほどのお気に入りになっています。イリス達を可愛く＆カッコよく描いていただいて、本当にありがとうございました！

　出版に関わって下さった皆様、私の家族や大切な人達にも、大きな声で「ありがとう！」を伝えたいです。もちろん、この本を手に取って下さった読者様にも、とびきりの感謝を捧げたいと思います。

　これでさよならじゃない。

　またいつか、別の物語で皆様と出会えることを願っています！





小柴　叶拝















著者

小柴 叶

Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好き。最近パグを飼い始めました。

天空のイリスも最終巻です。

今回舞台となる季節は冬ですが、子供の頃は雪が積もると、雪合戦をしたり大きな雪だるまを作ったりしました。

大人になった今では、小さな雪兎で我慢しています（笑）

寒いのは苦手だけど雪は大好きです。







イラスト

茉莉花

Marika




８月７日生まれ　獅子座　Ｂ型

とうとう最終巻ですね。

一巻から一ファンとしてドキドキワクワクさせて頂いたと同時に、色んなことを勉強させて頂き、本当に楽しい思い出でいっぱいです。

これからもイリス達の幸せを祈っています。

本当にありがとうございました！
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